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（午前 ９時００分 開議） 

 

○戸上 健委員長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、予算決算常任委員会を再開します。 

  坂倉紀男委員から、通院のため本日の委員会を欠席する旨の申し出がありましたので、ご承知おきください。 

  委員長より、審査にかかわる皆さんへのご協力をお願いします。 

  私の進行が非常にまずくて、現状では日程が終わりません。皆さんからの熱心な討論・協議をいただいてお

る、これは非常にありがたいんですけれども、時間を超過しております。ただの超過ではありません。本会議

でこの予算決算常任委員会の決算の部分を４日間というふうに定められております。現状のままいきますと、

この４日間を超過してしまいますので、本会議での決定を履行できないということになります。ぜひ審議のス

ピードアップにご協力をお願いします。 

  冒頭でも申し上げましたように、この決算は事業評価を中心に、細かい数字などはカットして、後から担当

課に聞いてください。議会改革推進委員会でも、全協でも、決算委員会の進め方について、細部のことについ

ても事前に聞いておいてくれというのを何回も申し上げましたけれども、どうも議論の中身を聞いていますと、

それが聞いていないようで、この場で聞かれます。ですので、もう後からこれは聞いてください。 

  それから、質疑は１件当たり３回までにとどめてください。もう５回、６回と繰り返さないと。３回でもう

まとめてください。よろしくお願いをしたいと思います。めどとして、各課１時間内外というふうに時間を配

分します。それでも本日分、観光課は詰み残してしまいます。時間、冗漫に流れるようであれば、委員長職権

で時間制限する場合もあるかもわかりませんので、どうか委員の皆さんの本日からの協力をお願いしたいと思

います。 

  そして、進め方についても、きのうの振り返りでご確認いただきましたように、各課の成果説明書の総括の

部分、これだけ取り上げて審議するんじゃなしに、全体を審議します。全体を審議しますけれども、各款別、

項別、目別に分けて審議をすることにします。どうかよろしくお願いをします。 

  本日の審査は、昨日の予定から繰り下げた税務課の決算成果から審査を行います。 

  では、担当課長の説明を求めます。 

  税務課長。 

○松村税務課長 おはようございます。 

  税務課、松村です。よろしくお願いします。 

  それでは、税務課の決算に関する説明をさせていただきます。 

  成果説明書の９５ページをお願いします。 

  総括といたしまして、税務課では、平成２９年度も主たる自主財源である市税収入を確保するため、地方税

法等各関係法令に基づく適正かつ公平な課税と収納率の向上に努めました。市税収納率は前年度比２.３ポイ

ント上昇の９１.４％となり、平成３０年度への滞納繰越額は９,７６９万円減の約１億８,５００万円で、前

年度比３５％の減となりました。 

  ９６ページのほうをお願いします。 
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  ２款総務費、２項徴税費、１目税務総務費は、予算現額９,６８８万５,０００円、決算額は９,６０９万

９,０００円となりました。事業区分１、税務給与等管理費、事業区分２、固定資産評価審査委員会経費とも

に、前年度と特に変わりはございません。 

  続いて、９７ページ、２目賦課徴収費は、予算現額４,１９６万１,０００円に対し、決算額は３,９７５万

８,０００円となりました。事業区分１、賦課事務経費のうち、個人市民税賦課経費は、予算現額９６９万

３,０００円、決算額９３６万３,０００円で、税務ＬＡＮシステムの使用料が平成２８年度は年度途中からの

契約であり、２９年度は１年分となったことから、前年度より決算額が増加となりました。 

  ９８ページをお願いします。 

  固定資産税台帳整備事業は、予算現額８５８万３,０００円、決算額８４９万３,０００円でした。平成

２９年度は、３０年度の評価替えに向けて土砂災害特別警戒区域に係る宅地及び宅地標準雑種地の評価におけ

る原価補正を実施するため、該当土地の抽出確認業務委託を実施いたしました。 

  ９９ページをお願いします。 

  法人市民税賦課経費は、予算現額３２０万２,０００円、決算額は３１９万３,０００円でした。事業内容は

特に変わりはございませんが、法人市民税の予定納付と確定納付額の差異が大きかった事業所があったため、

２８年度に比べ、償還金の決算額が増加となっております。 

  固定資産及び都計税賦課経費は、予算現額６７６万４,０００円、決算額は６４９万８,０００円でした。平

成２８年度には今年度の評価替えに備え、価格調査基準日の土地鑑定評価を実施し、７３４万６,０００円を

支出しましたが、２９年度は皆減となりましたので、決算額が減少となっております。 

  １０１ページをお願いします。 

  事業区分２、徴収事務経費自主事業、税の徴収は予算現額４６９万６,０００円、決算額は４１２万

６,０００円でした。徴収事務等に使用する公用車の買いかえを行ったことから、決算額が増加いたしました。 

  続いて、１０２ページのほうをお願いします。 

  事業区分３、特別滞納整理経費、特別滞納整理経費は、予算現額８０８万３,０００円、決算額は７１６万

５,０００円でした。三重県地方税管理回収機構の一部事務負担金は、徴収実績に応じて算定されることから、

前年度より増加となり、決算額も増加しております。 

  次に、決算に関する説明書の７０ページのほうをお願いします。 

  不用額について説明させていただきます。 

  ２項徴税費の不用額は、項の合計で２９８万８,０００円でした。 

  ７２ページのほうをお願いします。 

  不用額の大きかったものとしましては、２目賦課徴収費、１２節役務費で１５３万３,０００円でした。こ

れは、各税目で納税通知書の発送等に係る通信運搬費の残額と特別滞納整理経費において、不動産公売実施に

当たり、土地鑑定手数料の予算計上をいたしておりましたが、新たに公売に至る案件が少なかったこと、鑑定

が簡易鑑定で済んだことから、不用額が生じたものです。 

  以上、税務課の決算の説明とさせていただきます。 

○戸上 健委員長 説明は終わりました。 
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  成果説明書９６ページから１０３ページ、税務課の全部ですけれども、各事業についてご質疑はございませ

んか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ９５ページの一番最初の滞納繰越額の２９年度、やっぱりこれ大分下がっていますよね、

７,０００万円ほどかな、６,８００万円ぐらいかな。これはこの中の割合納付の決算額というのはどれぐらい

あるんですか。 

○松村税務課長 これ２９年度当初の…… 

○戸上 健委員長 課長、マイク入れてください。 

  税務課長。 

○松村税務課長 ２９年度当初の２億８,２４２万２,０００円は、不納欠損をした後、持っていった金額なので、

この…… 

○尾﨑 幹委員 前年度と比べて。 

○松村税務課長 前年度と比べて、ちょっと待ってくださいね。前年度、２８年度から２９年度に移るときの話

ですよね。そのときに、収入未済額としては、２８年度は、ちょっと待ってください、計算機ちょっと貸して

ください。 

○尾﨑 幹委員 ３億５,４００万円。 

○松村税務課長 なんですけれども、そこに向いて徴収した分もありますよね、当然。３億５,４００万円、そ

れから徴収した部分と、２８年度に新たに未収でできた分とが積まれて、その後、不納欠損額を引かれること

になってその結果となるんですけれども、ちなみにですけれども、２８年度の不納欠損額は６,５７９万円に

なっておりますので、３億５,４００万円、単純に考えてここからまた６,０００万円は不納欠損として落ちて

いた結果、２億８,０００万円に下がったということになります。なので、この差し引きで２８から２９まで

の差し引きの減った分のうち、６,５００万円は不納欠損であったということ、残りは徴収できた分というこ

とになるかと思います。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員、３回目ですのでまとめてください。 

○尾﨑 幹委員 ３回目、もう３回しておる。 

○松村税務課長 ごめんなさい、私の説明がちょっとうまくできなかった。 

○尾﨑 幹委員 １０３ページの不納欠損処分の係数と額が出ておるわけですやんか。これがやっぱりこの滞納

繰越額の決算ですから、それならば来年はこれを引いた中身になるということなのか。２８年度で

６,５００万円やんか、不納欠損が。それ引いた額が２９年度やと言うんやけれども、２９年度は８,８７４万

２,０００円の不納欠損額が出ておるわけさな。これは３０年度で引かれるという考え方でええのか、そうな

ってくると。 

○戸上 健委員長 税務課長、この当年度主義ということを説明してください、歳入についても。 

○松村税務課長 決算に関する説明書のほうの２ページを見ていただくとわかると思うんですけれども、２ペー

ジに、まず調定額が出て、一番上なんですけれども、調定額、収入済額がありますので、調定額から収入済額、

これがとれなかった金額になります。そのうち、不納欠損額、その右の欄にあると思うんですけれども、今回
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８,８７４万円、これが引かれて、収入未済額として１億８,４７２万８,０００円が上がっていると思うんで

すけれども、これが滞納繰越額ということになります。 

○戸上 健委員長 よくわかりました。 

  税務課長、まだありますか。 

○松村税務課長 なので、決算成果説明書の２８年度に上げられているのは、当初に繰り越した金額になります

ので…… 

○戸上 健委員長 ２７年度ということなんやな。 

○松村税務課長 ２９年のこの下の表は、２８というのは当初ということになりますので、来年ここに３０年度

というのを加えるとするならば。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 わかった。 

  ほとんどが不納欠損やんか、そうなってくると。やっぱりこれは徴収じゃなしに、不納欠損で滞納率が減っ

たという答えになってくると、どこで努力したんかなという。整理回収、あれを使っておるわけやで、これを

とってもらわないかん本来の形ですよね。そこはしっかりもう一遍、どこでした、整理回収機構やったか、そ

こをもうちょっとしっかりとやっていただくように、それなりのお金を払っておるわけですから。こうやって

不納欠損で滞納繰越額が減るということは、これは望ましいことじゃないと思うんですね。ここはやっぱりち

ゃんとしてください。 

○戸上 健委員長 歳入の部分にかかわりますので、本来はこれは歳入の審議なんです。 

  他にございませんか。 

（「ちょっと待って」の声あり） 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 市民税、これ増加した理由は。 

○戸上 健委員長 どこ、何ページですか。 

○尾﨑 幹委員 法人市民税や、ごめん、９９ページ。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員、それは歳入の部分の審議です。 

○尾﨑 幹委員 賦課経費で出ておるんやに、入湯税か。法人…… 

  増加理由、何が伸びたかとか。これだけ下がっておる中で伸びてくるというのは、何かがやっぱり当たって

おる部分がある。それやったら、それを市としてもうちょっと受け皿を広げるとか、次につながると思って聞

いておるんやで。 

（「増加した理由を尋ねておるので」の声あり） 

○戸上 健委員長 ああ、そうか。 

○尾﨑 幹委員 歳出で出てくるものは聞いてええはずやけれどもな。 

○戸上 健委員長 税務課長、賦課徴収費にかかわっての部分で説明してください。 

○松村税務課長 すみません、９９ページのこの上の段の表を見て質問されていると思うんです。法人税割のほ

うが若干伸びているということは、事業収益といいますか、業務の営業の収益がよかったということなんです
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が、ただ、法人に関しましては、決算時期というのがうちの会計年度とはぴったりに合いませんので、事業年

度によっては、ことし事業が大きくもうけが出ているような事業所に対してでも、来年の税収に反映する場合

もありますし、ことしの税収のほうに入っていない場合もありますので、なかなかちょっと読みづらいことは

あるんですが、納税義務者数は同じであって、法人税割が若干ふえている、均等割額も若干ふえているという

ことであると、事業所として従業員をふやした事業所があったりとかということになります。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 どの分野かわかるかと聞いておるのや。 

○松村税務課長 どの業種かと。 

○尾﨑 幹委員 そうそう、わからんか、そこまでは。ちょっとでもふえておる業種が何かと聞きたいだけで。

さっき言うたように…… 

○戸上 健委員長 ちょっと待って、税務課長、歳入の部分の説明で、法人市民税がなぜふえたかという分につ

いては、業績が向上したためと、２０８万円前年度ふえておるんですけれども、そういう答弁でした。これも

う歳入の議論なんだけれども、これなんでふえたのかという改めての質問ですので、ちょっと答えてください。

マイク入れてください。 

○松村税務課長 業種というと、特定されてしまうとちょっとあれなんですけれども、宿泊業界で、一部のです

けれども、一部の宿泊事業者のほうのところが業績がよかったというふうにお答えします。その程度でしかち

ょっと。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 確認だけなんですけれども、確認を１個させてほしいなと思って、法人市民税のところの納税

義務者の数のところで、すみませんけれども、４年連続納税義務者数が一緒というところなんですけれども、

これは毎年増減がたまたまプラマイゼロなのかということなのかな、どうなんでしょうというところをちょっ

と教えて。 

○戸上 健委員長 平山係長。 

○平山市民税係長 市民税係長、平山です。よろしくお願いします。 

  ちょっと今回本当に気持ち悪い数字になってしまうんですけれども、増と減があるんですけれども、今回た

またま数字が一緒やったということです。実は減少傾向にはあったんですけれども、その法人の調査のシステ

ム強化のほうをしておりますので、減収に歯どめをかけているかなという形で考えております。 

○戸上 健委員長 よろしいか。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

  いいですか、続けて。 

○戸上 健委員長 山本委員、どうぞ。 

○山本哲也委員 その手前のページの９８ページの下段、固定資産税の台帳整備事業のところで書いてもらって

ある土砂災害特別警戒区域に係る該当土地の減価補正を行いましたということで、その減価補正を行った分の

税金が減るという格好で捉えていいんですかね。その効果というか、どれだけ減ったんかなというか、その辺
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はわかりますか。 

○戸上 健委員長 税務課長。 

○松村税務課長 減価補正をいたしまして、実際には税収として反映してくるのは３０年度になりますが、今回、

今まで２７年度ぐらいからずっと毎年地区をふやされてきたのを、今回一遍にやった結果、５００万円程度減

収されたことになります。 

○戸上 健委員長 橋本係長。 

○橋本固定資産税係長 固定資産税係長の橋本です。少し補足説明させていただきます。 

  少し業務がわかりにくいですので、その業務の説明も少しさせていただきます。 

  固定資産税は、３年に１回評価替えが行われまして、この３０年度が評価替えの年になります。その前年の

３年間、２７、２８、２９でその準備を進めていまして、２９年度に近年、集中豪雨とか土砂災害とか瓦れき

崩れ等で著しく被害が大きいところについて、県が市民の生命や建物等を守るために地域を指定します。それ

が皆さんご存じのように、通称でレッドゾーンと呼ばれています。そこをしっかり把握する業務が急遽必要と

いうことで、３０年度の評価替えに向けてこの業務をやらせていただきました。その業務の結果、先ほど山本

委員ご質問あったとおり、減価補正という形で減収になってしまいまして、３０年度で固定資産税で約

５００万円、都市計画税で４３万円ほど減収という形になって、これで適正な課税という形になりました。 

  そして、１点こちら紹介なんですけれども、３０年７月に、広島のほうで熊野町さんで豪雨被害があって、

職員が派遣されたんですけれども、その報告書でも、今回土砂災害で一番被害が大きかったのが、このレッド

ゾーンに指定されたところやというところも報告いただいていますので、そこら辺もしっかり鳥羽のほうの土

地の強化にも生かした形の今回業務という形でさせていただいて、そういった形につながりました。 

  減収したからということで、今後どうしていくんやというところも、きのうもいろいろご議論ありましたけ

れども、今後はその減った部分を課内でどうしていくんやというところとか、課を超えてどうしていくんやと

いうところはしっかり議論する必要があるんかなということで考えております。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございました。 

  橋本さんが言うておったとおり、広島のあれも本当にレッドゾーンと崩れたところのあれがどんぴしゃで当

たるぐらい、そんな感じのあれやったんで、その辺、適正な評価、課税に努めていただければなというふうに

思います。 

  続けてよろしいでしょうか。 

○戸上 健委員長 どうぞ。 

○山本哲也委員 １０１ページの入湯税のところで、これちょっと事業評価とかいうよりかは、税務課としてど

う捉えておるかというところをお聞かせ願いたいんですけれども、主な要因、ちょっと減っておるということ

で、要因が閉鎖等で事業所が少ないと、減少したことによるものですというような回答というか、捉えられて

おるんですけれども、これ観光課のほうを見ても、観光課のほうは、観光の入り込み、宿泊ともに減らしてお

ると。その辺、観光課と話し合いながら、理由として税務課は事業所が減ったことで、いうたらお客さんも減
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って税収も減っておると捉えておるけれども、観光課としては、観光課もじゃ観光客が減ったのは事業所が閉

鎖したためなんやとか、そういう認識を共通化されておるかどうかとか、何かその辺の話し合いは持たれてお

るのかどうかという部分をちょっと教えていただきたいなというふうに思います。 

○戸上 健委員長 平山係長。 

○平山市民税係長 すみません、この事業所が減っていくことについて、観光課との協議という形ではやっては

いないんですが、私どもとしては、事業所自体が閉鎖されたという事実に基づいて、結果として入湯税が減っ

てきたというのを記載させていただいたという形にはなるんですけれども。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 多分税務課としての分析結果というような形で、減っておる分減ったというような形なのかも

しれないんですけれども、先ほどの法人市民税のところも例えばそうやと思うんですけれども、そういう税務

課なりの分析結果を例えば各課またがって共有するとかというのもすごい大事なことやと思うんで、しっかり

した分析のもとそういうふうな課題の共有というか、分析の共有をしていただければ、次に打つ手、尾﨑委員

も言うていましたけれども、打てる手だても変わってくるでしょうし、手法も変わってくるんじゃないかなと

と思うんで、ぜひその辺はしっかりと共有するようにしていただきたいなというふうに思います。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ９９ページの固定資産のほうの新築と滅失の、これ１１０件になっていますよね、今回。かな

りふえたなと思うんやけれども、この滅失家屋の把握に努めたとなっておるんやけれども、あとどれぐらい壊

さないかんとか、そういうところまで全部調べたわけですか。それとも、壊した後に壊したという、これ調べ

やなわからんものなんですか。申告はないんですか。どういう状況になっておるか、まず教えてください。 

○戸上 健委員長 橋本係長。 

○橋本固定資産税係長 こちらに掲載させていただいている数字につきましては、２９年度に壊した件数です。

広報のほうで新築とか増築された場合とか滅失した場合は、こちらへ連絡してくださいということで周知させ

ていただいています。こちら税務課としても、現地調査も含めて回っていて、その申告のないところについて

は、しっかり届け出をしてくださいねということは伝えさせていただいております。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 もう壊さないかんという家は調査していますか。それはなぜかというと、もうもたれかかって

おるようなところもかなり僕のところには苦情来ておる部分があるもんで、その指導は建設でやっていただい

ておるんやけれども、やっぱり何分個人の持ち物やもんで、兄弟みんなが賛成してくれへんとか、言いわけが

かなりあるんやけれども、やっぱりこれ破ってもらうと固定資産税がちょっと上がるわけですよね、土地に関

して、違いましたか。そこら辺、あと残りどれぐらい破っていかないかんとかいうのは把握していますか。そ

れはもう建設もしていないんですか。 

○戸上 健委員長 税務課長。 

○松村税務課長 空き家の話やと思うんですけれども、建設課のほうで特定空き家とか空き家対策ということで
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してもらっています。その中で、情報としてこちらで提供できるところは提供し、所有者等の情報等について

も、提供できるところは提供し、建設のほうから情報をもらえるところはもらえるということで、連携はさせ

ていただいていますが、税務課として空き家を積極的に調査していくということは、ちょっと今の段階ではや

れていません。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 この１１０件減ったことによって、固定資産税は土地と建物にある。どれぐらいやっぱり収入

は減ったわけなん、１１０件減ることによって。ふえたんですか、それとも減ったんですか。わかる、それ。 

○戸上 健委員長 橋本係長。 

○橋本固定資産税係長 １１０件減ったということで、その分税金は、今その数字は手持ちでは持っていないん

ですけれども。 

○尾﨑 幹委員 建っておるときよりは減っておるのか。 

○橋本固定資産税係長 壊したことによって、土地の評価が上がりますので、そうやって一概にはこの１１０件

でどうしたかというのは、少し調査が必要かなと思います。 

○尾﨑 幹委員 また今後調査しておいて。それならば、やっぱり市民の方にそういうことが言えるよってさ、

僕らも。そこら辺ちょっとお願いしたいと思います。 

  以上です。 

（「関連で」の声あり） 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 先ほどの固定資産税の新増築家屋、消滅家屋の件数、滅失がふえたということで、税金が上が

ったり下がったり、その辺はちょっとわからないというところですけれども、やっぱり建設課のほうと十分に

連絡をとり合いしながら情報交換、入湯税のほうもそうですけれども、入湯税も観光課と情報交流をしながら

税金対策というふうなことで、市としては、できたら市税が増加してもらうほうが、市の財政としてはいいわ

けですけれども、ただやっぱり危険なところというのはまた壊さないかんというふうなところでの、これは要

望にしておきますけれども、他の市町では、そういう空き家を壊した場合には税金は下げたいというふうなと

ころもあるというふうに聞いていますので、そういうふうなことも、危険なところを壊したことによって税金

が上がってしまうからなかなか壊せへんのやというところも現実にあるわけなんで、その辺の税金の対策とい

うのは、建設課も含めて情報共有しながら、今後の対策を検討していただきたいなというふうに、要望とし

て。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩します。 

（午前 ９時３１分 休憩） 

─────────────── 

（午前 ９時３６分 再開） 
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○戸上 健委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  次に、市民課の決算成果について審査を行います。 

  なお、昨日申し上げましたが、市民課所管の二つの特別会計の審査については、後日、別日程で行いますの

で、ご承知願います。 

  それでは、担当課長の説明を求めます。 

  市民課長。 

○橋本市民課長 おはようございます。 

  市民課の橋本です。よろしくお願いいたします。 

  決算成果説明書の１１２ページをごらんください。 

  総括から説明させていただきます。 

  市民課は、市役所の総合的な窓口であり、常にワンストップサービスに心がけています。市民課窓口各連絡

所においても同様に、市民の皆様が同一のサービスを受けられるよう、戸籍や税務証明の発行、市税等の納付

などを初め、各課からの業務依頼については業務区分書を活用し、統一した事務取り扱いとなるよう、効率化

及びサービスの均一化を図りました。 

  交通安全普及事業において、特に通学路の交通安全プログラムの更新を行い、関係機関と合同で通学路の点

検を実施し、安全確保に向け取り組みました。 

  地域連携事業では、地域のためにがんばる団体応援事業として、交流会を初め公開審査を開催、１０団体、

１１４ページに記載の事業に対し経費の一部を補助し、応援しました。この事業は、補助金交付だけでなく、

審査委員や他の団体のメンバーからも応援メッセージやアドバイス等をいただくことで、さらなる事業推進に

つながるよう、今後の成長や新たな展開を期待しながら応援する事業として定着してきました。また、地域応

援アドバイザー事業では、「１０８ＳＭＩＬＥ」冊子にて、活動団体の紹介やイベント情報の発信を行いまし

た。 

  平成３０年９月診療分から福祉医療費の現物給付化に向けた調整等を、医師会初め各関係機関と行いました。

こちらは、新たに実施した事業でもあります。 

  また、国民健康保険、後期高齢者医療特別会計に繰出金を支出し、財政の安定化を図りました。 

  人権施策及び啓発活動の推進については、ＬＧＢＴに関する人権講演会や人権の花運動を実施し、人権意識

の高揚を図りました。 

  予算執行を伴わない事業ですが、鳥羽みなとまつり実行委員会警備部会に属し、臨時駐車場運営、交通誘導

及び路上駐車抑止のため、関係団体と連携・協力し、警備体制の構築に努めました。 

  続きまして、１１３ページをごらんください。 

  款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、予算現額２３１万５,０００円、決算額２２７万

７,０００円、こちらは、協働推進業務等を円滑に進めるための臨時職員等の経費です。 

  目６企画費、予算現額２５７万２,０００円、決算額２２９万４,０００円のうち、事業区分２、地域連携事

業、地域のためにがんばる団体応援事業、予算現額１５９万１,０００円、決算額１３３万９,０００円。地域

の活性化や課題の解決に向け、地域をよりよくしていこうという取り組みで、支援が必要と思われる事業に対
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し、活動経費の一部を補助するものです。２分の１補助で２０万円が上限となっております。平成１９年度、

県の事業としてスタートして以来、応募件数も年々ふえ、新たな地域団体もふえています。財源は、ふるさと

創生基金を充当しています。 

  続きまして、１１４ページをごらんください。 

  協働のための人材育成事業、予算現額９８万１,０００円、決算額９５万５,０００円。地域のまちづくりを

推進するため、協働推進委員会で必要な施策を検討するとともに、地域づくり応援アドバイザーと連携し、市

民活動団体を紹介する冊子作成やホームページの市民活動情報を更新し、イベント情報を発信しました。また、

市民を交えた交流会や研修会も開催し、協働提案書に基づき理解を深め、協働意識の高揚を図りました。 

  目７連絡諸費、予算現額２,９６２万９,０００円、決算額２,８８８万６,０００円。事業区分１、連絡所運

営管理経費、連絡所業務の詳細は記載のとおりで、前年度とほぼ変わりございません。 

  同ページ、１１５ページをお願いします。 

  目９交通安全対策費、予算現額１８１万７,０００円、決算額１６６万５,０００円。事業区分１、交通安全

普及事業。詳細は記載のとおりで、前年度とほぼ変わりございません。 

  続きまして、１１６ページをごらんください。 

  目１２神島開発総合センター費、予算現額２５７万２,０００円、決算額２２８万７,０００円。事業区分１、

神島開発総合センター運営管理経費は、前年度とほぼ変わりございません。 

  続きまして、１１７ページをごらんください。 

  目１４地域振興費、予算現額９６５万円、決算額９２８万９,０００円。事業区分、地域振興事業、一般コ

ミュニティ事業７５０万円は、一般財団法人自治総合センターの助成事業の採択を受け、河内、坂手、岩倉町

内会が各２５０万円ですが、地域コミュニティー活動を推進していくための備品整備等を行いました。 

  続きまして、１１８ページをごらんください。 

  事業区分４、集落支援員事業、予算現額２１５万円、決算額１７８万９,０００円。長岡地区５町の維持活

性化を図るために、集落支援員２名を設置し、集落点検を行い、地域の実態、課題の把握に努めるとともに、

地域の特徴を生かした魅力ある地域づくりや集落対策について活動を推進しました。また、地域間の調整役と

して活動し、支援のかなめとして協働の事業性も広げております。 

  目１７コミュニティセンター費、予算現額１３４万３,０００円、決算額１３４万３,０００円。事業区分１、

コミュニティセンター運営管理経費としまして、桃取、畔蛸、船津、答志、答志和具５町の指定管理業務委託

料を合わせた経費です。前年度とほぼ変わりございません。 

  続きまして、１１９ページをごらんください。 

  目１８諸費、予算現額６４万５,０００円、決算額６４万１,０００円。事業区分１、自治会運営経費、自治

会連合会活動費補助金６０万円は、地域の防災リーダー育成を兼ねた県内自衛隊駐屯地への視察など、記載さ

せていただいた各種事業を実施しました。事業区分３、自衛官募集事業、４、臨時運行許可経費につきまして

は、前年度と変わりございません。 

  続きまして、１２０ページをごらんください。 

  項３戸籍住民登録費、目１国籍費、予算現額３,４２５万３,０００円、決算額３,３９７万８,０００円。事
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業区分１、戸籍事務経費。職員４名分の人件費を含む事務的経費を執行し、戸籍法に基づいた適正な管理を行

いました。主な経費は、戸籍総合システム保守業務委託２９３万８,０００円でございます。 

  続きまして、１２１ページをごらんください。 

  目２住民基本台帳費、予算現額７７７万１,０００円、決算額５３１万２,０００円。事業区分１、住民基本

台帳事務経費、予算現額６１８万５,０００円、決算額３８５万円。社会保障・税番号制度の導入に伴い、個

人番号が通知され、平成２８年２月から個人番号カードの交付事務を行っていますが、平成３０年度以降に住

民票への旧姓併記の制度が開始されることから、住民基本台帳システムの改修を行いました。改修委託料とし

て２５２万３,０００円、通知カード・個人番号カード関連事務委任交付金６万８,０００円でございます。ま

た、繰越明許費分、予算現額１５８万６,０００円、決算額１４６万２,０００円は、通知カード・個人番号カ

ード関連事務委任交付金です。平成２９年９月より、個人番号カード申請に必要な顔写真の無料撮影を開始し、

カードの取得促進に努めました。住民基本台帳の動態については１２２ページに記載していますが、前年度比

で人口４０６人減少、世帯数は３５世帯増加いたしました。 

  続きまして、１２２ページをごらんください。 

  款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費、予算現額５億７,４１１万６,０００円、決算額５億

４,１３２万１,０００円。事業区分４、福祉医療費助成事業、予算現額５９３万４,０００円、決算額

５６３万２,０００円。福祉医療助成事業を行うための事務的経費を執行し、適正に医療費の助成を行いまし

た。平成３０年９月診療分から現物給付を実施できるように、近隣の２市４町、伊勢市、志摩市、玉城町、度

会町、大紀町、南伊勢町と連携し、関係機関との協議・調整等を行いました。 

  続きまして、１２３ページをごらんください。 

  事業区分１０、国民健康保険事業特別会計繰出金、予算現額２億２,２７３万５,０００円、決算額２億

６４万８,０００円。財政基盤の安定を図るため繰り出しを行い、特別会計の適切な運営を図りました。前年

度２億５,１９８万９,０００円の繰出金に対しまして、５,１３４万１,０００円の減となりました。法定外繰

り入れは、前年度４,８７４万８,０００円繰り入れしましたが、皆減となりました。 

  事業区分１２、後期高齢者医療特別会計繰出金、予算現額３億４,５４４万７,０００円、決算額３億

３,５０４万１,０００円。財政基盤の安定を図るため繰り出しを行い、特別会計の適切な運営を図りました。

前年度３億４７７万８,０００円の繰出金に対しまして、３,０２６万３,０００円の増でございます。こちら

は、県支出金の後期高齢者医療保険基盤安定制度負担金を財源としています。主な要因は、後期高齢者医療保

険料の納付が前年度より５５０万２,０００円ふえたことや、療養給付費等負担金増によるものです。 

  続きまして、１２４ページをごらんください。 

  目２国民年金費、予算現額１,３４７万４,０００円、決算額１,３２１万９,０００円。国民年金法による法

定受託事務を適切に行い、制度等の周知に努めました。平成２９年度末の被保険者数は３,６６８人で、

２１８人の減でございます。主な財源は、国庫支出金６２９万４,０００円です。 

  続きまして、１２４、１２５ページをごらんください。 

  目５障害者福祉費、予算現額６,９６７万２,０００円、決算額６,８３０万円。事業区分、障害者医療費支

給事業。障がい者の疾病の早期発見と治療の確保に図るため、医療機関等を受診した際に支払った医療費を県
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及び市が補助することで、対象者の経済的負担を軽減しました。 

  続きまして、同ページ、目６子ども医療助成費、予算現額４,７２８万８,０００円、決算額４,３８３万

８,０００円。事業区分１、子ども医療費支給事業。義務教育終了までの子供の疾病の早期発見と治療の確保

を図り、保健の向上及び福祉の増進に寄与するため、県及び市が子供の医療を補助することで、保護者の経済

的負担を軽減しました。 

  続きまして、項２児童福祉費、目４母子福祉費、予算現額１,１１５万３,０００円、決算額９２６万

５,０００円。事業区分２、ひとり親家庭等医療費支給事業。ひとり親家庭や父母のいない児童を養育してい

る家庭などの保健の向上に寄与するとともに、福祉の増進を図るため、医療機関に支払った医療費を県及び市

が補助することで、対象者の経済的負担を軽減しました。 

  続きまして、１２７ページをごらんください。 

  項５人権生活費、目１人権生活総務費、予算現額２,５３８万円、決算額２,５０３万９,０００円。事業区

分１、人権生活給与等管理費、２、人権施策推進事業の事業内容は、前年度とほぼ変わりございません。 

  続きまして、１２８ページをごらんください。 

  目２人権啓発費、予算現額１６２万７,０００円、決算額１４３万５,０００円。事業区分１、人権啓発事業、

人権問題啓発事業で、人権講演会開催。「私が僕になったワケ」、こちらのほうを開催し、市内小・中学生の

人権ポスターの募集、展示や街頭啓発等を通して、人権意識の高揚に努めました。 

  続きまして、１２９ページをごらんください。 

  目３生活助成費、予算現額６１万６,０００円、決算額４６万７,０００円。事業区分１、男女共同参画推進

事業、予算現額４１万５,０００円、決算額２６万７,０００円。性別にかかわりなく、個々の個性と能力を十

分に発揮できる男女共同参画社会の実現を目指し、啓発活動を行いました。連携映画祭の開催、こちらをかも

めホールで行いました。男女共同参画を考える映画祭を開催することで、男女共同参画の機運を高め、広く啓

発することを目的に実施をいたしました。 

  続きまして、１３０ページをごらんください。 

  事業区分２、人権相談及び行政相談事業、予算現額２０万１,０００円、決算額２０万円。前年度とほぼ変

わりありません。 

  続きまして、不用額のうち、節で１００万円以上の主なものについて説明させていただきます。 

  決算に関する説明書７６ページをごらんください。 

  款２総務費、項３戸籍住民登録費、目２住民基本台帳費、住民基本台帳事務経費、節１９負担金補助及び交

付金、不用額２２８万２,０００円。通知カード・個人番号カード関連事務委任交付金の残です。現年分

２１５万８,０００円と繰越明許分１２万３,０００円を合わせた金額となります。 

  続きまして、決算に関する説明書８８ページをごらんください。 

  款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費、節２８繰出金、不用額３,３７２万４,０００円のうち、

市民課分は９０ページの１０国民健康保険事業特別会計繰出金の２,２０８万７,０００円。歳入の前期高齢者

交付金の増加と歳出の保健給付費の減額、法定内繰り入れとしての必要な経費が入っておりますが、法定外繰

り入れを行わずに済んだことが要因です。 



－15－ 

  １２後期高齢者医療特別会計繰出金の１,０４０万５,０００円、こちらは、療養給付費の返還金として

６０１万９,０００円が２月末ごろに通知があり、補正対応事務手続において、歳入との財源調整ができなか

ったことが要因です。 

  続きまして、決算に関する説明書９６ページをごらんください。 

  款３民生費、項１社会福祉費、目５障害者福祉費、節２０扶助費、不用額１７３万９,０００円のうち、障

害者医療費支給事業で１３１万円、続きまして、目６子ども医療助成費、節２０扶助費、不用額３３６万円。 

  続きまして、１０６ページをごらんください。 

  項５児童福祉費、目４母子福祉費、節２０扶助費、不用額３２１万５,０００円のうち、ひとり親家庭等医

療費支給事業で１８６万６,０００円。いずれも福祉医療費助成分の実績に伴う残です。 

  以上で市民課分の説明を終了いたしますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○戸上 健委員長 説明が終わりました。 

  市民課の事業について、１１３ページ、２款総務費、目１一般管理費から、１２２ページ中段の項３戸籍住

民登録費、目２住民基本台帳費までの範囲でご質疑はございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 一番最初の企画費のがんばる団体応援事業、この１０件ですよね。どんどんやってほしいんや

けれども、やっぱりこの中で鳥羽市の伝統文化を守っておるようなものが下で、申しわけないんやけれども、

悪いことではないと思う、新宿トラッドジャズフェスティバル、これ何人入っておるんですか。それ把握して

いますか。 

○戸上 健委員長 野村室長。 

○野村室長 こちらのほうは、４００人前後の入りがあるということで、実績のほうをいただいております。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱりこれ入場料取っていますやんか。やっぱりこれ応援することは悪いことじゃないと思

うけれども、もっと応援してやっていただきたいものが、やっぱり能舞台とか能の保存とかそういうのまで全

部やっておるわけですから、これはもう文化財の指定も受けておる、伝統文化を。これが下で、これが上にな

っておるというこの順位のつけ方というのが何かあるんですか。値段の順位がちゃんと決まっている。２０万

円…… 

○戸上 健委員長 野村室長。 

○野村室長 こちらのほうなんですけれども、申請時に助成を申請いただいた額になっておりますので、その団

体がこれだけの事業費があるので、この分の補助をくださいなという形ですので、こちらが指定をしたわけで

はございません。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 そしたら、２０万円が上限でええんやね、どうですか。 

○戸上 健委員長 野村室長。 

○野村室長 上限２０万円です。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 
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○尾﨑 幹委員 わかりました。 

  そしたら、下の協働のための人材育成、これ何回やっているんですか。 

○戸上 健委員長 野村室長。 

○野村室長 人材育成を何回しているというのは。 

○尾﨑 幹委員 事業として何回しておるのか。 

○野村室長 こちらのほう育成事業としては、地域づくり応援アドバイザー事業といたしまして、「１０８ＳＭ

ＩＬＥ」の発行、これに関しては、ご存じのように１４団体のほうを取材させてもらって、その中でその活動

団体の成り立ちとか、今までの事業の中で例えば困り事であるとか、そういったことに対してもアドバイザー

のが入って取材形式で内容を聞いていますので、そのときに困り事のアドバイスとか、どういうふうに情報発

信していったらいいとか各連携を、ほかの団体とのつながりですから、そういったこともやっておりますので、

それで１４団体はしております。 

  そして、また市民活動交流会ということで、こちらのほうがんばる団体と同じ日に合わせまして、審査があ

る日に、そのときにほかの団体、うちが把握している団体にもお声をかけさせていただいて、そのときに来て

いただいて、皆さんがつながるような形で交流会のほうも開催しております。 

  また、こちらのほうで職員の研修、こちらのほうも協働を推進するということで、職員のほう、職種を問わ

ずということで、一般職もあれば、現業職もあれば臨時職員、そういった方にも参加していただいて、皆さん

が同じ認識で同じことを考えるということで協働を推進しております。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 何年続いておって、１年で何回やっておるということは把握されてへんわけ。アドバイザーを

何回派遣しておるとか、それを教えてほしい。 

○戸上 健委員長 野村室長。 

○野村室長 １年間にアドバイザー事業といたしまして、２８回分の報償費のほうの支払いを行っております。

この中で、この育成事業であるとか、職員研修であるとか、冊子に関する構成とか、いろんな打ち合わせも含

めて、その中の範囲で行っております。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 何年。質問に答えてさ。そうせな３回しかできひんのやで、僕は。 

○戸上 健委員長 野村室長。 

○野村室長 アドバイザー事業なんですが、２５年に協働推進委員会のほうが立ち上がっておりますので、それ

以降から「１０８ＳＭＩＬＥ」の発行を行っております。２９年度でもう６８団体の紹介が終わっております。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これ最後になるんやでな、ちょっとよく聞いておいてな。 

  やっぱり協働の推進というのは、三重県が、北川さんの最後やで何年やったか忘れたけれども、それで協働

の手法という取り組みがあって、今、協働というのは三重県中ではもう当たり前のような取り組みになってい

ます。今、鈴木知事になってから競争に変わったわけですよね、この後はこうしていきましょうと。協働の手

法がみんなに認識されれば競争に変わりますよと。その競争の手法というのも、もう取り入れる時間になった
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んじゃないかなと。もう６年もやっておるわけですよね。そういう流れをつくっていくと、協働のための人材

育成というのは評価されることになっていくと思いますので、そこはやっぱりちゃんとしっかりとやっていた

だくと、次の段階に入っていけると思いますので、何分お金を使うことやで、それをみんなに認識してもらう

ことが一番大事かなと思っていますので、そこら辺しっかりとやっていただきたいと思います。これはもう希

望にしておきます。 

  いいですか、次にいって。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員、どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 １１８ページ、集落支援員事業、これ長岡地区はまだ人はかわっていないんですか。 

○戸上 健委員長 野村室長。 

○野村室長 そのままでございます。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 問題はないということやったんやけれども、町内会長が入っていますよね。町内会長さんは連

合町内会長もやっていますよね。本当にこの長岡地区で、さっきの協働の話じゃないけれども、やっぱり人づ

くりも必要な一部に、支援員、本当にこっちもあっちもやっておる方が本当に支援員の事業としてうまいこと

やっておるんかなという疑問があるんですよ。そこら辺はどうですか。 

○戸上 健委員長 野村室長、プライバシーに言及しない範囲で答弁してください。 

○野村室長 こちら集落支援員なんですけれども、連合長と言われましたけれども、この方は集落支援員ではご

ざいませんので、こちらのほうは、実を言うと長岡自治会連合会というのがございまして、そちらの事務局を

やっておるということで、こちらのほうも含めて、こちらのほうが相談をさせてもらいながら、この事業のア

ドバイザー的な役割を果たしてもらっているということですので。 

○尾﨑 幹委員 わかりました。 

（「関連で」の声あり） 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 この集落支援員事業で、その長岡地区の実情や課題の把握に努めてもらっていると思うんです

よ。実際にその支援員さんから、こういうところを地域が困っておるんやと、こういうことが課題やという具

体的な内容が市民課のほうも把握しているのかどうか。把握していれば、教えてもらえる範囲でどういうとこ

ろに困っておるんやという話があれば、具体的な話を教えてください。 

○戸上 健委員長 野村室長。 

○野村室長 こちらのほうですけれども、支援員のほうから集落点検チェックシートということで、各世帯を回

って実情とかいろんなことを聞き取りをさせてもらっております。その中で、多くの意見が出てきた中で、や

はり高齢者等の見守り支援が５町の中でも多いということがありましたことと、あと災害時のときに、避難場

所は知っていますけれども、例えば避難するときの備蓄用品、この備えが少し不足しているのかなというとこ

ろも出てきておりますので、ただ、こちらのほうのチェックシートの中では、まだこの地域ではやはりつなが

りとか団結力が強いということもわかっておりましたので、そういったことを踏まえながら、新たな取り組み

とかそういったことにつなげていければと思っております。 
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○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 この集落支援員事業というのは、私の中の認識では、これからもうますます必要になってくる。

地域共生社会を目指すというところで、健康福祉課が中心になって今動き始めてくれていますけれども、先ほ

ども答弁もあったように、地域が高齢化をしてきて、自治会自体が機能しなくなってきているところもあるわ

けですよね。地域のコミュニティーがしっかり機能するために、そこがサポート的町内会長さんがいないとこ

ろとか、これからも地域のコミュニティー自体が存続していけないという状況が生まれてきている中で、そこ

に集落支援員をしっかり配置して地域の課題解決をしていくと、地域は地域でやってもらうという理念がある

わけですから、そうじゃないと、そこに市民課や健康福祉課が全部出向いて全て職員でやろうと思ったら、こ

れはもう無理な話なんですよ。だから、この事業自体は物すごく大事なところなんで、そこの情報をしっかり

共有して、またそれを健康福祉課とやりとりして、地域のためにしっかり役所が機能できるようなシステムの

構築を今後やっていただきたいなと思うんですけれども、いかがですか。 

○戸上 健委員長 野村室長。 

○野村室長 このあたりなんですけれども、今年度、昨年この集落点検チェックシートの取りまとめは行いまし

たので、この４月に社会福祉協議会、また生活支援係のほうも共有しまして、この集落支援員さんと打ち合わ

せを行っておりまして、情報の共有は図っておりますので、そういったところも含めてつなげていきたいと考

えております。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 ありがとうございます。ぜひそうしてあげてください。 

  また、そして長岡地区だけじゃなくて、これからそうなるであろうという地区も精査しながら、要所要所に

集落支援員を配置するようなことも視野に入れていっていただきたいなというふうに思いますので。 

  以上です。 

（「関連ですみません」の声あり） 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 これ長岡地区に集落支援員を配置したというのは、もともとは堅子地区が高齢化がどんどん進

んできて、町内会をなかなか維持できやへんで何とかしてくれよということで議会報告会へ行ったときにそう

いう声があって、それでこういう事業につながったわけなんですけれども、先ほどその点検結果をまとめたと

いうふうなところで、これちゃんとした冊子というのができているのかどうなのか。 

○戸上 健委員長 野村室長。 

○野村室長 こちらのほう、チラシ程度ですけれどもまとめたものがありますので、そちらのほうを共有しなが

ら、いろんな方に協力してもらいながら集落の支援員につなげるように努めていきたいと思っております。 

○戸上 健委員長 活動レポートのようなものがあるかという質問です。 

○世古安秀委員 報告書があるかどうか。 

○戸上 健委員長 野村室長。 

○野村室長 もちろんございますので。 

○戸上 健委員長 世古委員。 
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○世古安秀委員 あったら、これはもうここの長岡地区だけやなしに、鳥羽市全体の課題も多くあると思うんで

すよね。それを共有するという意味で、ちょっとその資料を議会のほうへ、委員長、出していただいて、これ

を今度各地区の課題解決に向けて生かしていくというふうにすることも必要かなと思いますので、その資料提

供というのをしていただいたらどうかなと思いますけれども、いかがですか。 

○戸上 健委員長 本日の振り返りで、全体で検討いたします。 

○世古安秀委員 わかりました。 

  以上です。 

（「続いていいですか」の声あり） 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 １２１ページの戸籍事務、これ戸籍事件取り扱い件数とありますよね。本当に２９年度はふえ

てよかったなと。ただ、やっぱり死亡の方々もふえておる。一番は、このその他の中身をちゃんと教えていた

だけますか。 

○戸上 健委員長 岡本係長。 

○岡本係長 こちらの戸籍事件取り扱い件数なんですけれども、こちらの出生とか死亡というのは、まず届け出

の数でして、実際に鳥羽市内で生まれた数字となりますと、住民基本台帳の動態のほうを見ていただきたいと

いうところであります。 

  そして、このその他というところなんですけれども、これ以外の届け出、出生や縁組、婚姻、死亡、転籍ど

れかの届け出で、例えば離婚をされた後に、氏をそのまま離婚されても使い続けるという届け出とか、あとお

名前を変えるとかといった、そういったここに当てはまらない…… 

○尾﨑 幹委員 項目がまだいっぱいあるということやな。 

○岡本係長 そうですね、いろんなものがあります。こちら、その他のほうになっております。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 今の言うことは、もう個人情報にかかわるものに関しては、その他で一くくりにされておる理

解でよろしいんかいな、どうですか。 

○戸上 健委員長 岡本係長。 

○岡本係長 そうですね、少ないというところもあるとは思うんですけれども、主なものがこちらに上げてある

ので、その他で一緒にこの件数を出させていただいています。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 最後ですよ。戸籍事件と、何で事件なんですか、これは。これ事件と入れやないかんわけなん

ですか。そこら辺何か、これはもう用語なんですか。それだけ教えて。 

○戸上 健委員長 岡本係長。 

○岡本係長 はい。 

○尾﨑 幹委員 ありがとうございます。 

  以上。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 ご質疑もないようですので、続いて、１２２ページ下段、３款民生費、項１社会福祉費、目

１社会福祉総務費から、１３０ページ、項５人権生活費、目３生活助成費までの範囲でご質疑はございません

か。残り全部ということです。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 いいですか。１３０ページ最後の人権相談及び行政相談事業の件数、わかるようでしたら件数

を教えていただきたいなと、相談件数。 

○戸上 健委員長 世古課長補佐。 

○世古課長補佐 残念ながらゼロ件です。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 １２４ページ、国民年金事務というところの被保険者がことし３月で３,６６８人となってお

るのは、これは間違いないと思うんですけれども、そのうちの国民年金免除の状況ですよね。対象者はこれい

つも２,８４８人もおるの、免除対象者は。 

○戸上 健委員長 横田係長。 

○横田保険年金係長 市民課保険年金係、横田です。 

  こちらのほうにつきましては、この出典にも書かさせていただいておりますけれども、伊勢の年金事務所か

ら頂戴している国民年金事業状況表から転記させていただいている資料になります。１号の承認を受けておる

方で１号に該当している方の部分が２,８４８人おるというふうに聞いております。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 その中で、現に免除されておる方が３２.９％ということでよろしいんやね。 

○戸上 健委員長 横田係長。 

○横田保険年金係長 こちらのほうの合計が９３７人、免除にもいろんな免除がございますので、そういったも

のを含めて９３７名の方から申請があって、該当されているということになります。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これ国の事業やで、この免除に関しては、国から何か補塡をちゃんとこれ全部、全額国でよろ

しいんやね。 

○戸上 健委員長 横田係長。 

○横田保険年金係長 国民年金のほうにつきましては、実際、申請のほうの進達をさせていただくということが

事務になっております。先ほど国民年金の保険料の納付とか、こちらのほうにつきましては、伊勢の年金事務

所のほうが納付されておりますので、うちのほうに一旦入ってくるものではございませんので。 

○尾﨑 幹委員 ありがとうございます。もう本当怖い数字が結構出ておるんかなという捉え方をさせていただ

きたいと思います。 
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（「関連で」の声あり） 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 同じく国民年金事務で、これ課のほうで把握しておるかどうかわからんのですけれども、納付

率というのはどの程度というのは。これは国のほうが管理しておると思うんですけれども…… 

（「マイクを」の声あり） 

○世古安秀委員 ごめんなさい、納付率がどの程度、これ被保険者数が３,６６８人、それから免除数も引いて

しますけれども、納付率が若い人が最近特にどんどんと国民年金の納付しやへん人がふえてきておるというふ

うな情報も入っているんですけれども、その辺は把握しているんかどうなんか、納付率。それは、あんたのと

ころに聞いていかんのかどうなのか、ちょっとええんかどうなのかわからへんけれども。 

○戸上 健委員長 世古委員、これは国の業務ですので。 

○世古安秀委員 それはわかっておるんです。それのことを添付してここへ上げてきたということもあるもんで。 

○戸上 健委員長 横田係長、答弁するの。 

○横田保険年金係長 先ほどお話ありましたように、納付につきましては、伊勢の年金事務所ということになっ

ておりますけれども、会報のほうを伊勢の年金事務所のほうが発行しておりまして、そちらのほうで年齢別で

はございませんけれども、伊勢年金事務所管内では７７.１８％の納付率があると。鳥羽市につきましては、

７９.０６％の納付率ということになっておりますので、比較的高い納付率なのかなと思っております。 

  以上です。 

○世古安秀委員 わかりました。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  私から１点。 

○木下順一副委員長 委員長を交代します。 

（委員長交代） 

○木下順一副委員長 委員長。 

○戸上 健委員 私から１点お聞きします。 

  １２８ページ、人権問題啓発事業の記述で、下から２段目、広域隣保館活動事業として、若竹集会所に相談

員を配置し、人権と福祉の拠点としての若竹集会所の利活用に努めましたとあります。その若竹集会所を人権

と福祉の拠点と位置づけたのは今年度が初めてです。去年まではこういう記述はありませんでした。なぜこう

いう記述になったんでしょうか。 

○木下順一副委員長 世古課長補佐。 

○世古課長補佐 これは、平成１４年から隣保館の設置及び運営についてということで、厚生労働省のほうから

通知があります。そういったところのほうで基づいて、今の若竹集会所というのは設置をされているところで

す。今、若竹集会所には、市の人権教育研究協議会がそこで会議をされたりとか、あとそこでそういう集会所

の中で研修があったりとかいうふうに開催されていますので、そういった意味でそういうふうな記述をさせて

いただいたところです。 

○木下順一副委員長 戸上委員長。 
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○戸上 健委員 若竹集会所は、この隣保館活動も同対審の報告で、もう既に同対審で同和対策事業は１５年、

２０年ぐらいもう廃止になっております。ところが、三重県が続けておって、鳥羽もそれに右へ倣えしておる

んです。若竹集会所を鳥羽市の人権と福祉の拠点としたと、２９年度は。これ予算の中にもこういう記述はあ

りません。あえて何で決算で強調したのかという点を僕は知りたかったんです。課長補佐の今の説明によりま

すと、国のほうの厚労省の記述にそういう報告があるということでしたけれども、あえて強調しなければなら

なかった２９年度の事業について、僕は疑問があるということだけ言うておきます。 

○木下順一副委員長 世古課長補佐。 

○世古課長補佐 すみません、ちょっと今手元に資料がなくて申しわけないんですけれども、私が記憶している

限りは、若竹集会所が地域の住民の方のそういった福祉とか人権のところの施設というふうな位置づけをたし

かされておったかなというふうな、ちょっとすみません、うろ覚えなんで申しわけないんですけれども、そう

いった意味合いでもこういった記述をさせてもらったというふうに思っています。 

  以上です。 

○木下順一副委員長 委員長。 

○戸上 健委員 若竹集会所を市の人権と福祉の拠点と、ひだまりがあそこ人権と福祉の拠点というのなら、こ

れはわかるけれども、何で若竹集会所なんだというのが僕の疑問です。これぐらいでとどめておきます。 

○木下順一副委員長 委員長を交代します。 

（委員長交代） 

○戸上 健委員長 他にご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 質疑もないようですので、説明員交代のため、１０分間休憩します。 

（午前１０時２２分 休憩） 

─────────────── 

（午前１０時２８分 再開） 

○戸上 健委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  それでは、環境課の決算成果について審査を行います。 

  担当課長の説明を求めます。 

  環境課長。 

○東川環境課長 おはようございます。 

  環境課長の東川です。どうぞよろしくお願いします。 

  それでは、環境課の決算成果について説明をさせていただきます。 

  成果説明書のほうのページですが、１８４ページから１９６ページまでが環境課の部分でございます。 

  まず、１８４ページの総括ですけれども、新たに実施した事業欄にも記載のとおり、平成３０年３月２７日

に、鳥羽市における再生可能エネルギー発電事業と自然環境等の保全と調和に関する条例を制定したこと、平

成３０年度から平成３９年度までの第３次鳥羽市生活排水対策推進計画を策定したこと、不燃ごみの分別に関

する周知を徹底して行ったことにより、大幅な状況の改善が見られたこと、災害時における廃棄物処理の指針
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となる災害廃棄物処理計画を策定したことが挙げられます。 

  また、成果ということではないんですけれども、答志島清掃センターでの焼却処理を平成２９年度末で終了

したこと、やまだエコセンター建設に係る起債の元金償還が始まったことによる負担金増について、ここで記

載をさせていただきました。 

  続いて、各事業について、１８５ページから説明をさせていただきます。 

  款４衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生総務費では、予算現額３,１９２万６,０００円に対し、決算額

３,１８０万６,０００円で、主にこれは人件費です。 

  続いて、目２予防費では、予算現額４３万４,０００円に対し、決算額３７万１,０００円で、これは狂犬病

予防のため飼い犬の登録促進、予防注射の実施、飼い犬・飼い猫の避妊手術への補助金を交付いたしました。

事業の実績につきましては、１８６ページ上段の表に記載のとおりでございます。 

  款４衛生費、項１保健衛生費、目３環境衛生費では、予算現額１,８１５万４,０００円に対し、決算額

１,７４１万５,０００円となりました。事業区分１、環境衛生事業の１８６ページ下段から次ページ上段にか

けての環境衛生事業では、火葬業務委託と離島霊柩輸送補助金の交付を行いました。火葬業務では、前年度よ

り８４件多い３７７件の火葬を行いました。 

  続いて、１８７ページ下段の火葬場のリフォーム事業では、施設が老朽化しているため、計画的な改修を行

っていくこととしておりますが、当年度は早急に対処する必要がある堅神火葬場２号炉の電気設備のとりかえ

修繕及び燃焼施設の部品とりかえ修繕を行いました。主な経費として、工事請負費４４６万円と需用費の

９０万円です。主な財源として、火葬場整備事業債を充てております。 

  続いて、１８８ページの目４環境保全対策費は、予算現額３,３５７万３,０００円、決算額は２,３１５万

円でした。事業区分１、環境保全対策事業としては、市民の生活環境を守るため、先ほど総括で触れた計画の

策定や再エネ条例の制定等を行いました。同ページ下段から１８９ページ上段の合併浄化槽普及啓発事業では、

新築・転換合わせて７０件に対し２,０３６万円の補助金を交付し、その主な財源は国庫支出金４３２万

１,０００円、県支出金６１６万９,０００円でございます。 

  続いて、１８９ページ下段から次ページにかけてですけれども、漂流漂着ごみ撲滅事業において支出はあり

ませんでしたが、数多くのボランティアの皆さんがごみ回収に尽力をしていただきましたので、一覧にさせて

もらいました。 

  続いて、事業区分２、新エネルギー普及活動事業では、住宅用太陽光発電の設置費用の一部、１５件９０万

円を補助したほか、電気自動車の活用促進、普及啓発を行いました。 

  続いて、１９１ページ、款４衛生費、項２清掃費、目１清掃総務費では、予算現額５,６４９万９,０００円、

決算額５,６３７万５,０００円となりました。主に人件費ですが、ここで申しわけないですけれども、訂正を

お願いしたいのですが、職員人件費５名分とありますが、実際には７名分でございました。申しわけございま

せん。 

  目２塵埃処理費では、予算現額４億７,４４９万９,０００円、決算額４億６,４７７万８,０００円でした。

事業区分１、清掃センター維持管理経費のうち、市清掃センター塵埃処理事業においては、リサイクルごみの

収集最終処分場浸出水処理施設の管理・運転業務に取り組みました。受け入れ量、収集運搬量については、
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１９２ページの表のとおりでございます。汚水処理施設の適正運営のため、砂ろ過塔空気配管とりかえ工事を

１３２万８,０００円で行いました。 

  １９２ページ下段、事業区分２、ごみ減量化推進事業のうち、一般廃棄物処理事業ですが、平成２９年度の

ごみ処理量は９,１９２トンとなり、前年度比２.８％減少となりました。主な経費としては、そこに記載のと

おりですが、委託料の可燃不燃物収集運搬業務４,１９８万６,０００円、それから１９３ページにいって、指

定ごみ袋製造販売業務６３４万５,０００円、指定ごみ袋販売店販売業務２５２万円、リサイクルごみ収集運

搬業務９６５万円、一般廃棄物独自処理業務５４４万円、一部事務組合負担金として、鳥羽志勢広域連合へ総

務費関係の分担金ということで９９３万９,０００円を支出しております。 

  続いて、１９３ページの下段、広域ごみ処理事業ですけれども、広域ごみ処理事業につきましては、鳥羽志

勢広域連合へ広域ごみ処理施設の管理運営費及び建設事業債返済分を分担金として支出をしております。主な

経費として、一部事務組合負担金ということで、鳥羽志勢広域連合へごみ処理施設関係分担金ということで

２億９,７２５万９,０００円、主な財源としては、繰入金で観光振興基金繰入金３,０００万円を充てさせて

いただいております。 

  続いて、１９４ページ、事業区分３、答志島清掃センター維持管理経費においては、答志島清掃センター焼

却場処理事業として、答志島３町と菅島の可燃ごみ６６７トンを焼却処理いたしました。ご承知のとおり、排

出基準を超えるダイオキシンの値が検出されたため、年度末で焼却処理を終了したところでございます。 

  同ページ下段、事業区分４、収集運搬事業では、離島一般廃棄物処理事業として、各離島から排出される一

般廃棄物の収集運搬を主体に、各施設の運営管理を委託しております。また、離島の使用済み自動車の海上輸

送費を補助してきました。 

  １９５ページになりますが、事業区分５、資源リサイクル事業では、資源循環型社会形成事業として、鳥羽

市リサイクルパークの管理運営をＮＰＯ法人に委託し、資源ごみのリサイクルや家庭から出される生ごみの減

量化を推進するための生ごみ堆肥化ケース「ひなたぼっこ」を活用した堆肥づくりを行いました。主な経費は、

ＮＰＯへの委託料５６３万９,０００円で、その主な財源はふるさと創生基金からの繰入金を充てております。 

  同ページ下段の不法投棄撲滅事業として、環境パトロールを実施し、主な経費はパトロール業務委託料

１１５万７,０００円、財源は県の補助金とふるさと創生基金繰入金を充てております。 

  続きまして、１９６ページ、目３し尿処理費は、予算現額２億３,９８４万３,０００円、決算額２億

３,９８４万３,０００円と同額でございます。し尿処理事業として、離島のし尿等海上運搬業務及び陸上運搬

業務を委託し、し尿等を適正に処理することができました。それと、鳥羽志勢広域連合に分担金を支出するこ

とで、広域処理に努めてきました。主な経費としましては、委託料、離島し尿等海上陸上運搬業務として

５,０４３万６,０００円を支出し、それから一部事務組合負担金として、鳥羽志勢広域連合へし尿処理施設関

係等の分担金として１億８,９４０万７,０００円を支出しております。 

  続いて、款７土木費、項６下水道費、目１特定環境保全公共下水道整備費では、予算現額９,１５３万

６,０００円に対しまして、決算額は８,７３８万円でございます。こちらにつきましては、特定環境保全公共

下水道事業特別会計への繰出金が全てでございます。 

  続きまして、不用額について説明をいたします。 
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  歳入歳出決算に関する説明書のほうをごらんいただきまして、まずは１１５ページ、１１６ページにありま

すけれども、目４環境保全対策費、節１９負担金補助及び交付金におきまして、９９４万１,０００円の不用

額が出ております。主な内訳としましては、区分１の環境保全対策事業で、補助費として単独浄化槽から転換

等で４８件、新築３２件及び事業所用浄化槽転換５件を見込み、予算額２,９９９万６,０００円を計上しまし

たが、転換等で３７件、新築３３件及び事業所浄化槽の転換は、結果的にはゼロ件にとどまったことから、決

算額は２,０３６万円となりまして、その差額９６３万６,０００円が不用となっています。 

  続きまして、１２１ページ、１２２ページをお願いします。 

  項２清掃費、目２塵埃処理費、節１１需用費におきまして、１７９万９,０００円の不用額が出ております。

不用額の主な内訳としましては、区分１、清掃センター維持管理経費の光熱水費で２３万２,０００円、区分

２のごみ減量化推進事業の印刷製本費で２５万４,０００円、区分３、答志島清掃センター維持管理経費の光

熱水費で３９万１,０００円、区分４、収集運搬事業の光熱水費で２８万２,０００円、区分５、資源リサイク

ル事業の修繕料で１０万９,０００円となっております。 

  節１３の委託料では、６２５万円の不用額が出ております。不用額の主な内訳としまして、それぞれ入札残

として区分１の清掃センター維持管理経費では８１万１,０００円、区分２、ごみ減量化推進事業で６７万

３,０００円、区分３、答志島清掃センター維持管理経費で４５万８,０００円、区分４の収集運搬事業で

４３０万１,０００円となっています。 

  以上で環境課の説明を終わらせていただきます。 

○戸上 健委員長 説明が終わりました。 

  １８５ページ上段、４款衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生総務費から、１９１ページ上段、目４環境

保全対策費、新エネルギー普及活動事業までの範囲でご質疑はございませんか。 

  坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 １８７ページの堅神火葬場リフォーム事業、神島火葬場リフォーム事業についてお伺いいたし

ます。 

  この堅神火葬場の第２号炉を修繕していただいた点というのを、設備をしていただいたということですが、

私も一応市民の方からご質問をいただいておりますので。 

  災害が起こったときに、火葬をしていくときに災害が起こったときに、その火葬はどうなるんだろうという

ことをまず１点、災害が起こったときに。それと、もう一つは、いろいろ修繕をしていく中での計画はあるの

かどうかというのを、ちょっと２点聞かせていただきたいんですが。 

○戸上 健委員長 坂倉広子委員、１点目は決算にかかわることじゃありませんので、答弁できる。 

  環境課長。 

○東川環境課長 坂倉広子委員のご質問にお答えします。 

  まず１点目なんですけれども、災害時にどのように火葬していくのかということで、恐らく想定をしていた

だいているのは、堅神火葬場の位置が海抜も低いということで、津波の心配ということを想定されてご質問が

あったと思います。これにつきましては、三重県で広域火葬計画というのをつくっておりまして、これに基づ

いて応援・受援というような体制をお互いに協力し合いながら行っていくということになっておりますので、
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それに基づいて進めていきたいと思っております。 

  ２点目なんですけれども…… 

○戸上 健委員長 これ環境課長、２９年度のリフォーム事業でその震災対策というのは何か強化されたんです

か。 

  環境課長。 

○東川環境課長 災害対策ということで、このリフォーム事業の中では実施をしておりません。 

○戸上 健委員長 続けてください。 

○東川環境課長 ２点目なんですけれども、そのリフォームの計画があるかどうかというお尋ねだったと思いま

すが、これにつきましては、今の現時点で平成３５年度までの修繕計画というのを立てておりまして、それに

沿って施設の延命化、長寿命化というものを図っていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 答弁いただきましてありがとうございます。 

  もう一点あります。１９３ページ、やまだ、一般廃棄物の処理事業についてです。 

（「１９３ページはまだやで」の声あり） 

○戸上 健委員長 １９１ページ上段まででお願いします。 

（「今の関連でいいですか」の声あり） 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 改修計画が３５年までと言うておるけれども、あれは耐震はやっておるんですか。 

○戸上 健委員長 環境課長。 

○東川環境課長 尾﨑委員のご質問ですけれども、耐震診断ということですかね。これにつきましては、昭和

５６年度基準以後の建物になっております。耐震診断というのは特に実施をしておりませんけれども、耐震上、

問題ないというふうに理解をしております。 

○戸上 健委員長 ２９年度事業でしておるわけ。 

○東川環境課長 ２９年度事業ではやっておりません。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これリフォーム事業ということで、改修ばかりやけれども、改築は考えておるの。３５年まで

は改修でいくという話やけれども、改築がやっぱり基本的に、その改築やったら、先ほど言うた広域でいざと

いうときの災害のときの対応を利用すると言うておるんやけれども、鳥羽市は鳥羽市の独自のものを、やっぱ

りこれは、そうでなくても志摩市も新しいし、伊勢市も新しくした。もうそこらじゅうで、亀山なんか行った

らホテルかいなと思うような火葬場になってきた。そうなってくると、市民から見るとやっぱりおくれている

んじゃないかなという意見は出てきて当たり前やと思うんですよ、それも災害になったら怖いという。改修も

それはお金がないから必要かわからんけれども、改築もやっぱりしっかりと計画の中へ入れて、それが実現で

きるように持っていっていただきたいと思いますので、それだけ強く申しておきます。 

○戸上 健委員長 意見です。 
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  他にございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 その上のＪＲ、これ維持管理なんですけれども、これはもうどれぐらい建っておるんですか。 

○戸上 健委員長 山口係長。 

○山口係長 浄化槽がということでよろしかったですか。 

○尾﨑 幹委員 そう、浄化槽で。 

○山口係長 ちょっと資料を持ち合わせておりませんので、かなり古いものということで。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 何でこれを聞いたかというと、おたくらにも耳に入っておると思うけれども、ユニバーサル、

表にはエレベーターがあるんやけれども、裏にはエレベーターがないと。そして検討した中では、やっぱり今

あるトイレのところしかエレベーターがつくれない。そういう問題の中で、これ浄化槽がもうＪＲさんと話せ

ないかんかわかりませんけれども、今後あそこにしかエレベーターが、ユニバーサル、もしくはバリアフリー

で物事を進めるような、連携して一遍ちょっと検討してもらうとありがたいなと。それは、観光客からの声が

多いんですね。やっぱりおじいちゃん、おばあちゃんが旅行に来て、表へ出たらええけれども、裏へその流れ

があったときに、やっぱり階段おりられへんと。そして、向こう側へおりた場合という、それが申しわけない

んやけれども、このトイレの浄化槽がネックになっておると。もう現に来ていますから、そういう次の検討も

ちゃんと考えておいていただければありがたいと思いますので、これもお願いしておきます。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 １８８ページの環境保全対策事業、この中で、第３次鳥羽市生活排水対策推進計画を策定した

というところで、総括のほうでも３月に３次計画を策定して、これを委託ではなくて自前で策定したというと

ころを明記してもらっているんで、例えば、本来なら委託したらこれぐらいかかってしまったんやけれども、

自分らで自前でやったもので経費節減になったというような、その辺の効果があれば教えていただければ。 

○戸上 健委員長 山口係長。 

○山口係長 一応見積もりをとって、その金額を出すというのができるかどうかちょっとあれなんですけれども、

数百万円かかるというような見積もりでした。そういうところをうちでできないかというところも含めて検討

して、何とかやるということで、昨年度の策定ということになりました。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 山口係長、それ発注すれば幾らぐらいかかったかということを彼は聞いておるんで、どれだ

け節約したかと。非常に大きなことですので。 

○山口係長 数百万円。金額をばしっと言えないですけれども。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 ここで委託料の不用額のところで、課長からの説明はそこを触れていなかったもので、あえて

僕が聞いたんですけれども、こういう努力を環境課がして数百万円のお金を浮かせたというところというのは、

委員長、議会として評価していいところではないのかなと思いますので、委員長からもほめてやってください。 
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  以上です。 

○戸上 健委員長 ようやってもらいました。 

（「いや、本当に数百万円、四、五百万円と言うとったやんか。その分を担当課が」の声

あり） 

○戸上 健委員長 ボーナス弾んでもええぐらいや。 

  他にございませんか。 

（「１８９はええんやね、１８９ページ」の声あり） 

○戸上 健委員長 どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 これ漂着ごみの撲滅事業なんやけれども、これ予算全部ですよね。その中でも参加が多いのは、

やっぱり奈佐の浜プロジェクトですよね。こうやって上から見ていくと、２００名で４１０キロ、その下の名

古屋の学園ですか、１３メートル、６４０キロとか、これよその愛知県まで入っておるのは、これはどういう

ことなのかいな。 

○戸上 健委員長 山口係長、去年に比べて新たに８団体が、この表によりますと加わっております。担当課の

努力、それから機運の盛り上がりというのもあるので、そのあたりも含めて答弁してください。 

○山口係長 まずその予算がゼロになったというのを説明させてもらいますと、前年度２８６万２,０００円の

予算額で、ことしはなくなったということで、説明文のほうに書かせてもらったんですけれども、台風２１号

の桃取漁港の漂着ごみ回収ということで、農水商工課のほうで事業を打つというところで、そちらのほうに財

源を移行してやったということで、市としては行っていますが、環境課としての事業がゼロになったというと

ころでご理解ください。 

  あと、主な事業として、ボランティア団体等の事業を上げさせていただきました。今までいろいろボランテ

ィア団体等もやられていて、これにも全て記入されているわけではないと思っています。この周知とか私たち

の皆さんが活動している理解とか、そういうものが深まったところで、ボランティア団体の事業がこんなこと

をやっているということが把握できてきたというところかなというふうに考えています。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 その奈佐の浜のプロジェクトの愛知県の藤前干潟やわね。これは何か鳥羽の人らがようけ行っ

たという裏づけなんですか。 

○戸上 健委員長 山口係長。 

○山口係長 まず、奈佐の浜のごみが伊勢湾から流れてくるということで、この３県で、１市も含め、鳥羽市も

含めてですけれども、活動をしているという中で、奈佐の浜プロジェクトは各県の活動プラス奈佐の浜の掃除

ということをやっております。ですので、その一環として藤前干潟というのがあるということで、そこは奈佐

の浜へのごみ漂着の発生源対策というところも含めて行っていただいているというところで入れさせてもらい

ました。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 
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○尾﨑 幹委員 別に入れる必要ないん違う。そして、またこれが農水に移ったら、来年からこれ農水の事業と

してやってくるわけやろ、違うの。予算だけが農水で、２１号に対してだけ。 

○戸上 健委員長 農水のやる事業は別やということをちょっと説明してください。 

○山口係長 この奈佐の浜プロジェクト自体は、市が幾ら出してやっているものではないです。あくまでボラン

ティアです。ですので、ボランティアで当市のために、鳥羽市のためにやってもらっている事業というものを

上げさせてもらったつもりです。それが藤前干潟も含めて、奈佐の浜の対策に貢献してくれているということ

の理解の中で入れさせてもらいました。桃取の漂着ごみの対策というのはまた別で、市の事業として、市の予

算計上してやる事業で、別でそもそも予算をかけてやろうという事業です。そもそもこの主な事業で上げさせ

てもらったのは、他団体がやっていただいた事業を上げさせていただいたというところでご理解いただければ

なと思います。 

  あと、一番下のほうに、農水商工課水産係の一覧表の下から３番目ぐらいに上がっていると思うんですけれ

ども、これが桃取漁協の漂着ごみの回収事業に当たるというふうにご理解いただければと思います。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員、それぐらいにとどめておいてください。 

○尾﨑 幹委員 もうちょっとわかるようにしておいて。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 質疑もないようですので、続いて１９１ページ、項２清掃費、目１清掃総務費から、

１９６ページ、７款土木費、項６下水道費、目１特定環境保全公共下水道整備費までの範囲でご質疑はござい

ませんか。残り全部という意味です。 

  坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 １９３ページの一般廃棄物処理事業についてお伺いいたします。 

  私としても広域連合の議員ですので、鳥羽市長のほうへ鳥羽市のごみの分別が余りよろしくないというご指

摘をいただきましたので、これの改善をされてきたこと、そしてこれからどういうふうな手だてをされていく

のかという、今後の取り組みについてお伺いしたいと思います。 

○戸上 健委員長 課長、そしたら、２９年度ではこうしたというのを、ポイントだけ言うてください。 

○東川環境課長 実施してきたことにつきましてお答えをいたします。 

  これにつきましては、広報・啓発という部分に重点を置いたということと、あと監視的な部分、この二つを

実施してきております。鳥羽市の広報紙、広報とばに、分別のさらなる徹底をするために、特に不燃ごみの捉

え方が、鳥羽市の皆さんなかなか、以前から分別リサイクルということに十分ご協力をいただいていたという

経緯があって、それで以前は、やまだエコセンターできる前は、硬質プラスチック、かたいプラスチック類と

か、それからゴム製品、革製品なんかは不燃ごみとして出していただいていました。そのことをずっと徹底し

ていっていただいていたという経緯があって、切りかわってからもその頭がどうしても抜け切れないというよ

うな部分がありまして、それをそのさっき言っていました硬質プラスチックとか革とかゴム製品というのは、

もう今は可燃ごみとして収集をさせていただいていますので、そういうことを頭の切りかえをしていただける

ような啓発を実施したということと、収集に当たって、実際に警告シールを張って、これは収集できませんと
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いうようなことをやってきたという中で、総括にも書かせていただいたと思うんですが、大幅に改善が見られ

たというところでございます。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 ありがとうございます。 

  とても危険性があるということをお伺いしましたので、ここで努力していただいた、改善していただいたと

いうことを聞かせていただきました。今後ともよろしくお願いいたします。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 資源循環型社会形成事業、これ委託料はよくわかるんやけれども、この資源ごみの回収やって

いますやんか。これのリサイクル品回収料が出ておるわけやで、これに対する対価は幾らぐらいになっておる

か、それ言えますか。 

○戸上 健委員長 環境課長。 

○東川環境課長 こちらのほうが、決算に関する説明書の収入のほうなんですけれども、財産売払収入…… 

○尾﨑 幹委員 何ページですか。 

○東川環境課長 ３１ページ、３２ページになりますけれども、財産売払収入の１の生産物売払収入、こちらの

ほうに備考欄を見ていただきますと、破砕処理生産物売払収入というのが１３１万８,４７９円上がっており

ます。これが全てリサイクル価格ではないんですけれども、リサイクルパークの占める率が、失礼。 

○戸上 健委員長 浜崎係長。 

○浜崎係長 リサイクルパークでは、２９年度で１４７トンで、７９万５,０００円の売却益が上がっています。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 この資源ごみ回収は、これはもう委託料でうちはやっておるわけですから、この７９万幾らに

対しては、鳥羽のリサイクル料のあれは、手数料というか町内会がこれだけ１万円あったらそれに対しての

何％まで市から補助していますやんか。それはここに入っておるわけですか。 

○戸上 健委員長 浜崎係長。 

○浜崎係長 ここには含まれていません。 

○尾﨑 幹委員 ありがとう。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  片岡委員。 

○片岡直博委員 １９５ページ、もう毎回なんですけれども、不法投棄撲滅事業、これについてちょっとお伺い

します。 

  ご存じのとおり、鳥羽市中にごみをまき散らしておる某氏がおるわけですけれども、今までの取り組み、そ

れから今後の取り組みについてお聞きいたします。 

○戸上 健委員長 環境課長、ごみ回収量は１万４,２１０キロというふうに出ておるんですけれども、その中
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身とかそういう姿勢とか、そういう点について答弁してください。 

  環境課長。 

○東川環境課長 １万４,２１０キロ、これは環境パトロールとか、それからその他不法投棄の通報があった際

に対応したりしたときのごみの回収量ということになりますけれども、それとは別に、片岡委員が今おっしゃ

っていただいたのは、特定の方を想定されておっしゃっているんだと思いますので、それについてお話をさせ

ていただきますと、これ我々も対応を迫られることが年に何度も生じております。警察、それから三重県の不

法投棄の担当部署等と連携を図りながら、実際に現場に赴いたり、それから調査に入ったりということを繰り

返しておりますが、実際に法律違反であるというところを、現行犯と言うのがここでいいのかちょっとわかり

ませんけれども、実際の本当に例えば片岡委員がおっしゃっている中では、洗濯機や冷蔵庫やそういったもの

を集めてきて、あるところへ集中して置いているとか、それもところを変え、置き方を変え、いろいろなやり

方をしているんですけれども、それを実際―主に廃棄物処理法になりますけれども―の違反であるとい

うことを決定づけられるようなところを押さえたいというふうに思っておりますが、今のところ、そこに至っ

ていないと。 

  今後も警察、それから県の担当部署と十分に連携しながら早期に解決をしていきたいと、私どもとしてはそ

のように思っております。 

○戸上 健委員長 片岡委員。 

○片岡直博委員 追加として、今は粗大ごみ、リサイクルに係る製品についての答弁やったと思うんですけれど

も、実際、現在は毎日生ごみを焼きに来ています。そういったことで、強い指導でひとつよろしくお願いをし

ておきます。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 環境課もよう頑張ってもらっておると思うんですけれども、委員の指摘を十二分に受けて、

引き続いて頑張っていただきたいというふうに思います。 

  他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 質疑もないようですので、説明員交代のため休憩します。 

（午前１１時０９分 休憩） 

─────────────── 

（午前１１時１５分 再開） 

○戸上 健委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、健康福祉課の決算成果について審査を行います。 

  担当課長の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○下村健康福祉課長 健康福祉課の下村です。どうぞよろしくお願いいたします。 

  本年度より、決算成果説明書を中心に説明をさせていただきます。前年度と変わらない部分とか、省略させ

てもらう部分も多いですので、ボリューム的には縮小ということになると思います。説明が簡単やというふう
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に勘違いをされないように、できるところは省略させていただきますので…… 

○戸上 健委員長 簡潔にやってください。 

○下村健康福祉課長 簡潔にやりますので、お願いします。 

  それでは、決算成果説明書の１３１ページをごらんいただきたいと思います。 

  最初に総括ですけれども、健康福祉課の平成２９年度の１年間の総括をさせていただきました。ここにも記

載させていただきましたが、人口減少、高齢化の厳しい時代を迎えておりまして、市民生活におきましては、

貧困の連鎖とか介護予防、災害時医療支援者対策など、さまざまな取り組みが必要となってきており、課題は

複合・複雑化してきているという認識を持って業務に取り組んでまいりました。そして、このことに対する今

後の取り組みの大きな柱として、地域共生社会の実現ということを掲げ、その取り組む方向を模索してきたと

ころでございます。 

  具体的な取り組みについては後ほど説明をさせていただきますが、新たに学習支援事業を加えた生活困窮者

自立支援事業におきましては、その順調な推移や観光と福祉が連携したとばびと活躍プロジェクトなど、地域

の課題に即した前向きな取り組みに、厚生労働省本省の高い評価、後ほど詳しくご紹介をさせていただきます

けれども、高い評価もいただいてまいりました。 

  また、高齢者が要介護状態になっても、住みなれた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けられるよ

う、地域包括ケアシステムの構築がかねてから叫ばれてきております。鳥羽市におきましては、医療、介護、

資源の乏しい中ではございますけれども、在宅医療、介護連携事業に積極的に取り組んだ好事例として、国の

ベストプラクティス、好事例と言うらしいですけれども、県内２市町のうちの一つというふうに選定もされて

きております。 

  とはいいましても、これらの事業が順風満帆に進捗しているわけではございません。ほかの分野も含めて、

市の健康、福祉行政における課題は山積しております。引き続き、中長期を見据えて粘り強く業務に当たって

いかねばならないというふうに考えております。 

  以上、総括とさせていただきます。 

  それでは、各事業について、決算成果説明書により順次説明をさせていただきます。 

  決算成果説明書の１３２ページをお願いいたします。決算に関する説明書は５５、５６ページでございます。 

  最初に、２款総務費、１項総務管理費、５目財産管理費についてであります。予算現額２６２万

６,０００円に対しまして、決算額２６２万６,０００円でございます。ここに記載の基金積立金につきまして

は、市内在住であった方から、市の福祉事業の発展のためにとご寄附いただきました２６２万６,０００円を

福祉基金に積み立てたものでございます。 

  次に、同ページの２款総務費、１項総務管理費、目１４の地域振興費でございます。この中の集落支援事業

でございますが、予算現額２１９万円に対しまして、決算額１９９万２,０００円でございます。ここでは、

引き続き神島町に集落支援員１名を配置いたしまして、グループハウスを拠点に高齢者の見守りに取り組むほ

か、本年度には特に集落点検及び高齢者ニーズの把握のため、アンケート調査を実施してきたところでござい

ます。 

  次に、同ページの同じく総務管理費、１８目諸費でございます。ここの過年度国庫支出金等返還金でござい
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ますけれども、これにつきましては、平成２８年度の国・県の補助金負担金事業における交付金超過額を精算

し、返還しております。内容につきましては、決算成果説明書の１３３ページに記載のとおりでございますけ

れども、主に生活保護費負担金において２,０６５万２,０００円を返還いたしております。これは、入院や手

術など高額な医療費を必要とする場合に対応できるよう、所要の見込み額を算定していたことによるものでご

ざいます。 

  次に、同じく１３３ページの下段をごらんください。 

  ここからは、民生費の説明をさせていただきます。 

  決算に関する説明書は８５ページのほうからお願いいたします。 

  最初に、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費です。予算現額５億９１３万６,０００円に対

しまして、決算額４億９,９６９万３,０００円でございます。ここでは、いろいろありますけれども、特に三

点の事業についてご説明申し上げます。 

  最初に１３６ページをごらんいただきたいと思います。 

  １３６ページ上段の保健福祉センター管理運営事業についてでございます。この事業におきましては、完成

から１７年を経過いたしました保健福祉センターでは、建物、設備、備品などが老朽化し、さまざまな支障が

出てきております。本年度におきましては、特に地盤沈下に伴って汚水配管に亀裂が生じたため、汚水ポンプ

アップ槽設置工事を施工し、３９８万円を支出しております。 

  次に、２点目でございますけれども、１３８ページの上段をごらんいただきたいと思います。 

  地域支え合い体制づくり事業についてでございます。この事業では、災害時の避難行動に支援が必要な高齢

者や障がい者などの情報を記載した避難行動要支援者名簿を作成し、協定を締結いたしました町内会、自主防

災会に情報提供を行っております。また、この名簿管理に必要なシステム改修を実施しておりまして、主な経

費については記載のとおりでございます。 

  ３点目です。１４１ページの中段をごらんください。 

  生活困窮者自立支援事業についてであります。この事業は、生活困窮者自立支援法に基づき、平成２７年度

から市社会福祉協議会に委託して実施しております。本年度におきましても、自立相談支援、就労準備支援、

家計相談事業を実施してまいりました。冒頭の総括のほうでも申し上げましたが、事業は社会福祉協議会の職

員の頑張りもあり、順調に推移をしてまいりました。本年度、平成２９年度におきましては、新規相談件数が

国の定めた目安以上にあり、またプランの作成件数が全国平均以上あるとして、全国９０２自治体の中で上か

ら４７番目にランクされる優良自治体であるとされております。三重県内では、唯一５０位以内に入っている

とのことであります。 

  また、この事業の任意事業であります学習支援事業を本年度から開始いたしました。この事業は、貧困と学

力の相関がさまざまな場面で指摘されていることから、鳥羽の子供たちが生まれ育った家庭の事情により将来

が左右されることがないよう、生活困窮者などの子供に対して学習支援や居場所の提供を行っております。学

習支援事業の事業費は、ここに記載させていただいているのは２８万５,０００円ということになっておりま

すけれども、同様の趣旨で１６７ページをごらんいただきたいと思います。 

  成果説明書の１６７ページ上段の母子福祉事業というところに、中の説明の委託料のところに、子供の生活
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学習支援事業ということで４３２万２,０００円というふうに記載をさせていただきました。同様の趣旨で、

ひとり親家庭を対象にした事業がこうやって母子福祉事業のところに国の制度としてありまして、より補助率

の高いほうへ事業費のほとんどを算入して、二つの事業を合わせて実施しているということであります。平成

２９年度には１３名の小・中学生が勉強に励んでおりまして、学習支援ボランティアとして、教員のＯＢの方

や現役の大学生、それから市の職員など２４名の方にご協力をいただいてきております。 

  すみませんが、１４２ページに戻っていただきたいと思います。 

  １４２ページの３款民生費、１項社会福祉費、３目身体障害者福祉費です。予算現額６２１万４,０００円

に対しまして、決算額５５１万４,０００円でございます。この事業におきましては、内容等に大きな変動は

ございませんでしたが、１４２ページの一番下から二つ目の身体障害者生活環境整備事業におきましては、本

年度におきましては、住宅改造に係る申請がなく、予算の執行はございませんでした。 

  次のページ、１４３ページをごらんください。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、目４老人福祉費でございます。予算現額９,４１９万４,０００円に対しまし

て、決算額８,７３５万円でございます。ここでは４点についてご説明申し上げます。 

  最初に、１４５ページの上から二つ目の介護予防・地域支え合い事業の配食サービスに係る部分でございま

す。この事業は、おおむね６５歳以上の高齢者世帯及び独居高齢者で、調理の困難な方などに食事を届けると

ともに、安否確認を実施する事業でございます。これまで本土のほか、坂手町、菅島町における配食について

実施してきたところでございますけれども、本年度より桃取町での配食が実現をしております。利用者数、配

食数については、記載のとおりでございます。 

  ２点目でございます。１４６ページ下段の一番下のところで、地域包括支援センター事業でございます。こ

こでは、介護予防給付といたしまして実施される訪問看護や福祉用具等に係るケアプランの作成を行ってきま

した。作成実績、経費については、１４７ページの表に記載のとおりでございます。なお、予防給付のうち、

訪問介護、通所介護につきましては、平成２８年１０月から開始しております総合事業に移行をしてきておる

ところでございます。 

  ３点目です。１４８ページの上から二つ目です。高齢者施策推進委員会等運営事業でございます。平成

３０年度から３年間の高齢者福祉計画と第７期介護保険事業計画の策定を行いました。主な経費として、計画

策定業務に係る委託料２８１万７,０００円がございます。 

  ４点目でございます。１４９ページの下段のところの地域介護・福祉空間整備等事業でございます。この事

業では、地震や火災の際、自力で避難することが困難な方が入居するグループホーム１事業所にスプリンクラ

ーを設置いたしました。経費といたしましては、補助金４３４万２,０００円を支出しておりますが、財源に

つきましては、全額国費でございます。 

  次に、１５０ページの目５障害者福祉費から、１５１ページの目８、一番下のところです、目８精神障害者

福祉費までは、事業内容並びに決算額について大きな変動がございませんので、説明を省略させていただきま

す。 

  次に、１５２ページをごらんください。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、目９の障害者自立支援事業費でございます。予算現額５億５,７５０万
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６,０００円に対しまして、決算額５億４,６２３万５,０００円でございます。ここでは３点についてご説明

申し上げます。 

  最初に、１５２ページ下段の障害者自立支援給付事業についてでございます。この事業は、障害者総合支援

法に基づき、障がい児（者）が有する能力や適性に応じて、自立した日常生活を営むことができるよう、必要

とするサービスの給付を行うものでございます。 

  次の１５３ページの表にサービスの給付状況を一覧としてございますけれども、この中で前年度と比較いた

しますと、１の障害者福祉サービス費等の中の⑤です。生活介護、それから⑧の共同生活援助、それから

１０の就労移行支援、それから１１と１２の就労継続支援Ａ型・Ｂ型ですけれども、そちらのほうの利用者が

増加をしております。この要因につきましては、近隣市町にサービス事業所がふえていることや、相談業務に

おいて利用者の掘り起こしが図られていることなどによるものと考えておりまして、サービス給付費につきま

しては、合計で３,４０２万４,０００円の増加というふうになっております。 

  ２点目でございます。１５４ページをお願いいたします。 

  １５４ページの地域生活支援事業についてですけれども、この事業では、障がい者やその家族などが抱える

さまざまな相談に対応するための相談事業でありますとか、日常生活用具給付事業など、障がい者が自立した

日常生活を送るためのさまざまな福祉サービスの給付及び支援を行ってまいりました。事業についてはさまざ

まな事業がございますけれども、おおむね事業内容に変動はないものの、若干、利用者数の変動などに伴いま

して、決算額が３１０万５,０００円減少しておるところでございます。 

  次に、３点目でございます。１５５ページから１５６ページにかけてでございますけれども、障害者自立支

援協議会等運営事業でございます。この事業では、自立支援協議会の各部会を定期的に開催してきております。

また、障がい者施策推進委員会を５回開催いたしまして、平成３０年度から３カ年を計画期間といたします障

がい者福祉計画、障がい福祉計画、障がい児福祉計画を策定してまいりました。主な経費といたしまして、計

画策定業務の委託料２５８万４,０００円などの支出がございます。 

  次に、同ページの３款民生費、１社会福祉費、目１０の臨時福祉給付金給付事業費でございます。予算現額

７,０８７万９,０００円に対しまして、決算額６,４８０万６,０００円でございます。ここでは、消費税率の

引き上げに対し、所得の低い方への負担を緩和するため、臨時福祉給付金（経済対策分）といたしまして、

１件当たり１万５,０００円を３,８５８人の対象者に支給をしてまいりました。主な経費といたしまして、臨

時職員名分の人件費２２０万３,０００円や電算システム改修費２９４万２,０００円、給付金支給に係る交付

金５,７８７万円などがございます。 

  児童福祉費について、副参事のほうと交代をさせてください。 

○戸上 健委員長 山本副参事。 

○山本副参事 健康福祉課副参事、山本です。よろしくお願いします。 

  同ページの下段、一番下になります。 

  ３款民生費、２項児童福祉費、目１児童福祉総務費であります。予算現額５,１２５万７,０００円に対しま

して、決算額が４,８４２万９,０００円でございます。ここでは、４点についてご説明をさせていただきたい

と思います。 
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  最初に、１５８ページの下の段の子育て支援センター事業についてであります。この事業では、平成２９年

度から子育て支援センターに助産師さんを配置して、センターだけでなく、地域の子育てサロン等にも出向い

て子ども・子育てに関する相談、援助を新たに行ってきました。 

  次に、２点目は、１５９ページをお願いします。 

  下のほうのとばっ子カード事業であります。この事業では、この説明書の総括のページに、予算執行を伴わ

ない事業として紹介をさせていただきました。平成２９年度から三重県の行う子育て応援パスポートとの連携

を図り、全国の協賛事業所でサービスを受けられるようになったことが新しいところです。 

  次に、３点目、１６０ページをお願いします。 

  １６０ページの真ん中のファミリーサポートセンター事業です。この事業では、平成２８年度まではセンタ

ー運営について委託事業で実施をしておりましたけれども、平成２９年度から子育て支援センター内に専属の

アドバイザーを配置して、直営事業として皆さんの要望をつなぐ役割を果たしております。 

  次に４点目なんですが、１６１ページ、同じく一番上の一時保育事業になります。この事業につきましても、

平成２８年度までは委託事業として実施をしておりましたけれども、平成２９年８月から子育て支援センター

にて備品等の環境整備を行い、直営事業として一時保育事業を実施しております。 

  次に、１６３ページをお願いします。 

  １６３ページの３款民生費、２項児童福祉費、目２児童措置費であります。予算現額３億１,６３７万

５,０００円に対しまして、決算額３億７９万円でございます。この事業の母子生活支援助産施設入所措置事

業でありますが、年度末に母子世帯１件の入所措置を行っておりますが、措置費についての予算の支出は平成

３０年度の支出になっておりますので、平成２９年度の予算執行はございませんでした。 

  そのほか、次の児童扶養手当事業につきましては、記載のとおりであります。 

  次に、１６４ページをお願いします。 

  下の段の３款民生費、２項児童福祉費、目３児童福祉施設費であります。予算現額５億２,４１６万

７,０００円に対しまして、決算額５億１,６３４万５,０００円であります。この事業におきましては、大き

な変動はございませんでしたが、１６６ページの下の段のシングルペアレント移住就業支援事業では、平成

２９年度は移住者の受け入れに積極的な答志島への移住促進を目的に、保育士資格を持つ子育て中のシングル

ペアレントを募集しましたが、応募がなく、雇用に至りませんでした。 

  次に、同ページ下のところ、３款民生費、２項児童福祉費、目４母子福祉費でございます。予算現額

８９５万２,０００円に対しまして、決算額６９５万２,０００円でございます。この事業では、総括ページで

冒頭のほうで新規事業として報告をさせていただいております子育て世帯の貧困などが社会問題となっている

ことから、子供の家庭状況に関する調査事業で、子供の生活についてアンケート調査を実施し、現状の把握と

分析を行い、必要な支援について報告書にまとめました。また、さきに課長のほうから説明をさせていただき

ました生活困窮者自立支援事業とあわせまして、平成２９年度からひとり親家庭と生活困窮者世帯の子供に対

しまして、学習支援や居場所づくりを行うために、子供の生活学習支援事業を社会福祉協議会に委託し、実施

したところです。 

○戸上 健委員長 健康福祉課長。 
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○下村健康福祉課長 続きまして、款３民生費、３項生活保護費、１目生活保護総務費についてご説明申し上げ

ます。 

  同ページ、１６７ページをごらんいただきたいと思います。 

  予算現額３,６１５万円に対しまして、決算額３,５８５万９,０００円でございます。ここでは、生活保護

事務事業に携わる職員の人件費のほか、１６８ページの上段に記載をさせていただきました生活保護事務事業

費がございます。主に生活保護業務を適正に推進するための生活保護システム、レセプト管理システムにおい

て、契約期間満了に伴い、新たなシステムの導入に係る電算委託料並びに使用料などを支出しております。 

  次に、同ページ下段の３款民生費、３項生活保護費、２目扶助費でございます。予算現額１億７,７５０万

円に対しまして、決算額１億６,２０６万円でございます。 

  １６９ページをごらんいただきたいと思います。 

  ここの生活扶助事業におきましては、生活に困窮する方に対して必要な保護を行い、最低限度の生活を保障

するとともに、その自立に向けた支援を行ってまいります。平成３０年３月末時点の保護世帯数は７８世帯、

保護受給者数は９０人、保護率は４.７パーミルで、各それぞれ前年度より減少をしており、これに伴い扶助

費の支出も減少しております。主な経費は、中段の表の中に記載をさせていただいたとおりでございます。 

  次に、同ページの下段のところに、４項災害救助費、１目災害救助費がございます。ここの予算現額

７７９万円に対しまして、決算額８万円でございます。ここでは、次のページ、１７０ページの上段の市災害

見舞弔慰金支給事業において、平成２９年１０月２２日の台風２１号により住宅家財に損傷を受けた方等に対

し、記載のとおり見舞金の支給を行っております。 

  衛生費、続けてよろしいですか。 

○戸上 健委員長 続けてください。 

○下村健康福祉課長 それでは、続きまして、衛生費についてご説明申し上げます。 

  決算成果説明書の１７０ページをごらんいただきたいと思います。決算に関する説明書のほうは１１１ペー

ジからでございます。 

  最初に、４款衛生費、１項保健衛生費、目１保健衛生総務費でございます。予算現額６,０８６万

６,０００円に対しまして、決算額５,９９２万１,０００円でございます。ここでは、保健衛生総務一般職員

給与費と保健衛生一般管理経費として、保健事業及び診療所運営に係る人件費を支出しております。前年度と

大きな変更はございません。 

  次に１７１ページをごらんください。 

  同じく４款衛生費の１項保健衛生費、２目予防費です。予算現額１億４８６万３,０００円に対しまして、

決算額９,７５５万９,０００円でございます。予防費におきましては、１７１ページから１７７ページまでご

ざいます。市民の健康保持増進を図るため、健康教室等の開催でありますとか各種の健診、予防接種などを実

施してきております。各事業の実績等については記載のとおりでありますので省略をさせていただきますが、

本年度開始した事業といたしまして、１７６ページの上段をごらんいただきたいと思います。 

  １７６ページの母子保健事業に新生児聴覚スクリーニング検査費助成事業と産後ケア事業がございます。新

生児聴覚スクリーニング検査費助成事業では、予算時点で助成件数の見込みは１００件でございましたが、実
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績は７２件でございました。 

  次に、産後ケア事業につきましては、平成２９年１０月から事業を開始し、母子手帳交付時でありますとか

医療機関などで制度の周知を図ってまいりましたが、今年度については利用者はございませんでした。 

  次に、１７７ページをごらんください。 

  目５の休日診療所費であります。予算現額２,２６６万円に対しまして、決算額２,１６８万５,０００円で

あります。ここでは、日曜・祝日・年末年始及び木曜から土曜日の夜間に休日夜間応急診療所を開設し、市民

が安心できる医療体制の充実に努めてまいりました。受診者数は１７８ページ、２に記載のとおりでございま

す。やや微減ということになっております。主な経費につきましては、医師の報酬１,９０３万２,０００円が

ございます。 

  次、１７９ページをごらんください。 

  目６のへき地診療諸費でございます。予算現額３億３４７万７,０００円に対しまして、決算額２億

７,４９８万１,０００円でございます。ここでは、南鳥羽や離島などの唯一の医療機関であります市立診療所

を運営してまいりました。本年度におきましては、これまで医師不在でありました菅島診療所に年度当初から

後任医師を迎えることができました。安定的な医療の提供をすることができるようになってきております。運

営状況につきましては、１８０ページから１８２ページに記載させていただきましたけれども、受診者数は主

に人口減少と医師の勤務体制の変更などがございまして、減少をしてきております。それに伴い、医薬材料費

の需用費関係の経費が減少してきているところでございます。なお、本年におきましては、１８０ページの上

から三つ目のところに備品購入費を書かせていただきましたが、各診療所の備品の更新を行うとともに、長岡

診療所におきましては、トイレをバリアフリー化するなど、施設設備、備品の整備に努めてきたところでござ

います。 

  次、１８３ページをごらんください。 

  １８３ページ、最後のところですけれども、４款衛生費、３項水道費、目１水道費についてであります。予

算現額４,３７５万８,０００円に対しまして、決算額４,３７５万６,０００円でございます。これは、地方公

営企業の現況により、同金額を水道事業特別会計に繰り出しをしたところでございます。 

  あと、不用額について…… 

○戸上 健委員長 不用額、言うてください。 

○下村健康福祉課長 説明をさせていただきます。 

  それでは、民生費の不用額から説明を申し上げます。 

  決算に関する説明書の８７ページ、８８ページをごらんください。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費で、節１３委託料におきまして、３１３万７,０００円

の不用額がありました。このうち８２万７,０００円につきましては、生活困窮者自立支援事業におきまして、

就労準備支援事業における事業量が少なかったことによるものでございます。また、福祉運送事業における運

転手稼働実績による不用額が１４８万２,０００円ございます。 

  次に、同ページ、節１９の負担金補助及び交付金におきまして、２７９万９,０００円の不用額がございま

す。これは、社会福祉協議会事業補助金において、運営費及び離島の介護保険や障がい者福祉サービスの利用
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者の送迎支援などを行う離島対策事業で、実績に基づき減額をしたことによるものでございます。 

  次に、同ページの節２８繰出金のところに３,３７２万４,０００円の不用額がございます。このうち、介護

保険事業特別会計への繰出金の不用額につきましては、１２３万１,０００円でございます。あとの分につき

ましては、市民課所管の国保、それから後期高齢者医療特別会計への繰出金でございます。 

  次に、９３ページ、９４ページをごらんください。 

  目４の老人福祉費で、節１３のところに３５２万１,０００円の不用額がございます。このうち、１８２万

円につきましては、介護予防・地域支え合い事業における配食サービスに係るものでございます。利用者の施

設入所などの理由で配食数が見込みより減少したことによるものでございます。 

  次に、同ページの節１９負担金補助及び交付金では、１０９万円の不用額がございます。これは、介護予

防・地域支え合い事業におきまして、離島から本土の介護サービス事業を利用する際の船賃の助成事業などを

行っておりますが、その利用者が当初見込みより減少したものでございます。 

  次に９５ページ、９６ページをごらんください。 

  目５の障害者福祉費で、節２０の扶助費におきまして、１７３万９,０００円の不用額がございます。これ

は、市民課所管の障害者医療費支給事業によるものが主なものでございます。 

  次に、同ページの目７特別障害者手当給付費で、節２０扶助費のところでございますけれども、これは

３５８万１,０００円ございますが、障害者福祉サービス費の残額のほか、高額な補装具の支給がなかったこ

となどによるものでございます。 

  次ページ、９９ページ、１００ページをごらんいただきたいと思います。 

  目１０のところでございますけれども、臨時福祉給付金等給付事業の節１９のところに、４９２万円の不用

額がございます。これについては、臨時福祉給付金の申請・未申請等もあり、支給実績との差によるものでご

ざいます。 

○戸上 健委員長 山本副参事。 

○山本副参事 説明かわりまして、続きまして、９９から１０２ページまでのところで、３款民生費、２項児童

福祉費、目１児童福祉総務費で、１０１、１０２ページのほうの節２０の扶助費において１１１万

８,０００円の不用額でございます。これにつきましては、子育て応援事業において、当初に見込んだ交付者

数ととばっ子子育て応援券なんですが、それの使用数が見込みより少なかったということによるものでござい

ます。 

  次に、１０３、１０４ページをお願いします。 

  目２の児童福祉費で、一番上の節２０の扶助費において、１,５５８万５,０００円の不用額でございます。

これにつきましては、母子事業のほうの母子生活支援施設の入所措置がなかったことと、児童扶養手当の対象

者が見込みより少なかったことによるものであります。 

  次に、同じく目３児童福祉施設費で、節４共済費において２１６万２,０００円の不用額と節７賃金におい

て３３３万６,０００円の不用額でございます。これにつきましては、土曜保育と日曜・祝日・休日の保育を

するために必要な代替保育士や休日対応の保育士の確保をする予定でしたが、保育資格を持つ臨時職員の確保

ができなかったことによる賃金、共済費等の不用額になります。 
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  次に、１０５、１０６ページをお願いします。 

  目４の母子福祉費で、節２０の扶助費において３２１万５,０００円の不用額でございます。このうち、健

康福祉課所管のものにつきましては、ひとり親を対象にした技能等の資格取得等を目的に行う高等技能訓練促

進費等事業と自立支援教育訓練給付金事業における対象者がなかったということで、不用額１３４万

９,０００円のほか、市民課所管のひとり親家庭等の医療費助成の不用額であります。 

○戸上 健委員長 健康福祉課長。 

○下村健康福祉課長 交代させていただきます。 

  次ページの１０７ページ、１０８ページをごらんいただきたいと思います。 

  ３款民生費、３項生活保護費、２目扶助費で、節２０扶助費におきまして１,５４３万９,０００円の不用額

がございます。これは主に生活保護受給者の減少に伴う生活扶助と医療扶助の減少によるものでございます。 

  次に、同ページの災害救助費でございます。節１９の負担金補助及び交付金におきまして、７５０万円の不

用額がございます。これは、災害弔慰金等の対象になる災害がなかったことにより生じたものでございます。 

  続いて、衛生費の不用についてご説明申し上げます。 

  １１３ページ、１１４ページをごらんください。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費で、節１３委託料に４０７万１,０００円の不用額がございます。

これは、予防接種事業において出生数が見込みより少なかったことのほか、日本脳炎の予防接種において接種

勧奨を差し控えの時期があり、対象者がつかみにくく、見込みより接種者が少なかったことによるものでござ

います。 

  次に、同じく２項予防費のところでございますけれども、節２０扶助費に１０３万１,０００円の不用額が

ございます。これは、未熟児養育医療の対象者が見込みより少なかったことによるものでございます。 

  １１７ページ、１１８ページをごらんください。 

  目６へき地診療所費の節３職員手当等に６３２万６,０００円の不用額がございます。これは、本年より神

島診療所以外の診療所において、医師が通勤勤務となったため、医師の時間外勤務手当及び特殊勤務手当が見

込みより少なくなったことによるものでございます。 

  次に、節８の報償費に１６７万８,０００円の不用額がございます。これは、診療所の医師が学会や休暇等

の際、かわりの医師に代診を依頼いたしますが、この機会が見込みより少なかったことによるものでございま

す。 

  次に、節１１需用費に１,３４３万６,０００円の不用額がございます。これは、患者数の減少により、医薬

材料費が減少したためでございます。 

  次に、節１３委託料に１１６万１,０００円の不用額がございます。これは、患者数の減少と診療内容によ

り、検査業務に係る委託が減少したためでございます。 

  次に、節１４使用料及び賃借料に２１１万３,０００円の不用額がございます。これは、在宅酸素法を行う

患者数が当初見込みより少なかったことによるものでございます。 

  次ページ、１１９ページ、１２０ページをごらんください。 

  同じくへき地診療所費の節１９に負担金補助及び交付金１９０万４,０００円の不用額がございます。これ
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につきましても、先ほどの報償費と同じく、代診医師を依頼する機会が少なかったことによるものでございま

す。 

  以上、健康福祉課所管の総務費、民生費及び衛生費についてのご説明とさせていただきます。よろしくご審

議いただきますようお願い申し上げます。 

○戸上 健委員長 説明は終わりました。 

  昼食のため午後１時まで休憩します。 

（午後 ０時０２分 休憩） 

─────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○戸上 健委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  健康福祉課所管１３２ページ、２款総務費、項１総務管理費、目１財産管理費から、１４２ページ上段の

３款民生費、項１社会福祉費、介護保険事業特別会計繰出金までの範囲でご質疑はございませんか。１４１ペ

ージの最後まで、１３１から。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 １３２ページの集落支援員事業、市民課のほうでもお話しさせてもらいましたけれども、この

２９年度に、先ほど課長の説明の中でアンケートを実施したという答弁があったと思うんですけれども、その

アンケートの結果、どういう実情と課題が浮き彫りになったか、紹介できる分だけ教えていただけますか。 

○戸上 健委員長 辻川係長。 

○辻川介護保険係長 介護保険係、辻川です。よろしくお願いします。 

  こちら神島の集落支援員は、どちらかというと福祉ですので、高齢者を中心にした部分を担ってもらってい

るところになっております。１６８世帯、こちら神島の世帯数全部になるんですが、高齢者がいらっしゃる世

帯を中心にアンケートを回収いただいております。設問の中で、毎日の生活の中で困っていることはあります

かという質問をさせていただいたところ、約四十数％の方が困っていることがありますという回答がありまし

た。その中で、困っていることの内容を教えてくださいという中で、買い物、これが困っているという方、こ

れが四十数％ありました。こちらの神島のほうは商店がなくなってしまったというようなこともあって、高齢

者の方はやはり買い物に困っているというところで、このあたりを、昨年度中心に、支援員さんのほうにも検

討いただいているところです。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 じゃそういうアンケートの結果が出て、買い物困っていると。今の集落支援員さんが例えば買

い物の代理をしてあげるとか、そういうところまではいっているのかな。 

○戸上 健委員長 辻川係長。 

○辻川介護保険係長 集落支援員さんと、あと民生委員さんであるとか地域の方とも相談をしていただきながら、

３０年２月ぐらいから試験的になんですけれども、そういう買い物代行的な部分をちょっと実施していただい

ているところです。 
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  以上です。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 当然、買い物して代行してもらうと、定期船代も往復結構高い定期船代もかかってしまいます

んで、また後の振り返りで言いますけれども、この集落支援員事業というのは、これからますます必要になっ

てくると思うんで、またその辺の話は振り返りでさせていただきます。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 １４０ページの虐待防止ネットワーク事業についてお伺いをいたします。 

  昨年もお伺いしたと思うんですけれども、このデートＤＶの啓発講座ということで事業展開をされたと思う

んですけれども、どのような取り組みをしてきたのかということと、それとどのような効果があったのかをお

伺いしたいと思います。 

○戸上 健委員長 松村主査。 

○松村主査 健康福祉課の松村です。よろしくお願いします。 

  デートＤＶ講座につきましては、平成２８年度から取り組んだ事業でございます。平成２８年度に鳥羽商船

で１回目のデートＤＶ講座を行いました。その後、生徒さんにも全員アンケートをとりまして、初めて聞いた

言葉であるとか、そういう感情が湧くのだなというようなさまざまな感想をいただけたことで、生徒に今現在

気づかないことでも、将来こういうことがあったときの対処のための効果が出るかなというのは、アンケート

で感じているところでございます。 

  商船さんのほうからは、このような取り組みは継続して行っていただきたいというお言葉をいただきました

ので、平成２８年、２９年、３０年、今年度ももう終了しております。引き続き、市内高校の鳥羽高校さんの

ほうにも、平成２８年度から取り組みのほうのご依頼をかけましたところ、快くお受けいただけまして、

２９年度に１回、３０年度にも１１月に行う予定をしております。全員２年生を対象に講座を開かさせていた

だいておりまして、終わった後には全員のアンケートをいただいて、感想等をいただいております。 

○戸上 健委員長 坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 ありがとうございます。 

  大きく言えば虐待ということでありますので、そういうふうな人権的な部分につながっていくということか

ら、やはりこういう事業をしていただくということはとても大事なことかなと思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

  委員長、次、よろしいですか。 

○戸上 健委員長 坂倉広子委員、どうぞ。 

○坂倉広子委員 １４１ページの生活困窮者自立支援事業についてお伺いいたします。 

  この内容の中に、学習支援の登録者１３名ということですが、子供の生活、学習支援事業を含むということ

ですので、この中の事業の成果、あるいは効果、そしてどのようにつなげてきたかということをお伺いしたい

と思います。 
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○戸上 健委員長 榊原係長。 

○榊原係長 健康福祉課の榊原です。よろしくお願いします。 

  この事業につきましては、昨年度から子供の貧困の連鎖を防ぐために、学習意欲の向上とか、また居場所づ

くりということを目的で始めさせていただきました。 

  事業の内容につきましては、有償のボランティアの方が日々子供たちに教えていただいておりまして、事業

成果として、年度末に子供と保護者に対してアンケートを実施させていただきました。その結果としまして、

回答率が約半分ぐらいやったんですけれども、生徒としましては、ＹＥＬＬに行くことについては、５０％の

方が「楽しい」という意見をもらっておりまして、また「普通」という意見で５０％、「行きたくない」とい

う意見はゼロでございました。また、成績については、「よくなった」という方が１７％、「変わらない」と

いう方が５０％、「わからない」という方が３３％というのが子供の成績でございました。保護者の方につき

ましては、同じように５０％の回答率をいただいたんですけれども、「子供が楽しそうに行っている」という

のが６０％の回答でありましたりとか、「行きたくないが、促されて行っている」というのが一部２０％あっ

たような状況でございます。 

  成果としましては、去年、中学３年生の子供が３人いたんですけれども、その子たちは最初から第１志望の

高校を目指して一生懸命勉強していたんですけれども、その子たちがみんな３月に卒業するときには、第１志

望の高校に受かって卒業されて行きました。そういったような成果がございました。 

  以上でございます。 

○戸上 健委員長 坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 ありがとうございます。 

  もうこんなに早く成果が出るとは思っておりませんでした。第１志望の高校がこうやってあったということ

は、やっぱり未来ある子供さんが、やがて鳥羽市で育てられた子供さんが大きく未来に羽ばたいて、そしてま

た鳥羽市でこういう教育を受けたということで、こういう支援をしていただいているということは、本当にす

ごいことだと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 関連というか、同じ項目のところで、生活困窮者自立支援事業なんですけれども、プラン作成

２４件というところで、これ大変優秀な数字といいますか、そういうふうにお伺いさせていただきました。大

変寄り添いながら自立に向けた支援を行っていただいておるんやなと思うんですけれども、もう一つ踏みこん

で、例えばそこから自立できましたよとか、そういうところの数字とかというのはありますでしょうか。 

○戸上 健委員長 榊原係長。 

○榊原係長 自立というところの判断ではないんですけれども、いろんな制度を活用してほかへつないだという

パターンがあるんですけれども、例えばちょっと障がいがお持ちやけれども、障がいの手帳とか持っていなく

て、障害年金も受給できなかった方がそちらのほうへつないだという事例で今回５件程度あるのと、どうして

も自立というわけじゃないんですけれども難しい方について、生活保護での対応という形になりますので、そ
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ういった方については、昨年５件、生活困窮から生活保護という形になっております。 

  あと、また日常の金銭管理が難しいという方で、自立支援事業で金銭管理していただく事業、社協さんであ

るんですけれども、そういった形で自立して、社協さんに金銭管理してもらいながら日常生活を送ってもらっ

た方が１件あるという状況でございます。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

  自立と一言ではなかなか言うところというのはすごい難しいところなんかなと思うんですけれども、プラン

の数がふえてくればそういう部分もふえるのかなと思うので、目的のところは、プランをたくさん作成するの

が目的ではないのかなというふうなところで、プランを作成して自立を支援するというところで、その支援の

ほうもしっかりと引き続きしていただきますようにお願いしたいなと思います。 

  続けてよろしいでしょうか。 

○戸上 健委員長 山本委員、どうぞ。 

○山本哲也委員 同じ項目なんですけれども、先ほど坂倉委員のほうからも質問ありましたけれども、これ今、

ＹＥＬＬ１カ所でひだまりでしてもらっておるところなんですけれども、例えばほかでの、もっと南鳥羽の地

区でもやってほしいとか、そういうような要望とか、これだけ好評でようけ来てもらっておるんやったら、ひ

ょっとしたら出てくるん違うかなと思うんですけれども、その辺、今回やってみての反応とかという部分はど

うやったのかなというところもお聞かせください。 

○戸上 健委員長 ２９年度実施して、その波及効果がこういうふうに出ていますというのを答弁してください。 

  榊原係長。 

○榊原係長 すみません、ＹＥＬＬの事業の実施場所なんですけれども、当初からひだまりと、あと離島とか南

鳥羽についてはどうしていくかというのは検討課題で挙がっておりました。そういった離島とか南鳥羽のほう

もやっぱり重視していきたいなという思いはあるんですけれども、今、有償ボランティアの方が先生として教

えていただいているんですけれども、その方に対するケアとかその配置の部分で、今ひだまりのほうでも結構

人数がふえてきている状況でございまして、先生のほうが足りないという可能性もちょっと出てきております

ので、そういったところをクリアしながら、近い将来ですけれども、そういったところで、南鳥羽であったり

離島での対応というのは、今後検討していく必要があるのかなと思っております。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

  ボランティアの方もたくさん登録していただいておったというふうにも思っていますし、それだけのアンケ

ートでもいい結果で出てきているんで、その辺は十分、今後も大きく輪を広げていっていただきたいなという

ふうに思います。 

  以上です。 

（「関連して」の声あり） 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 
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○尾﨑 幹委員 去年実績よりは下がっておるように、数字からいくとなっていくと思うんですね。それはなぜ

かというと、やっぱり１１３ページの国庫支出金の返還の部分で、自立相談支援ということは、人がやっぱり

必要な支援やと思うんですね、相談ですから。その中でも６０件やって、これはもう本当に６２万

２,０００円という数字が返還になっておるんやけれども、今、山本委員が言われたように、違うところでち

ょっとでも試しにやってみるとかいうお金には使えへんだわけなんですか。やっぱり２８年度実績で振ってき

たお金より少なかったもんで返還せないかんだわけですよね。途中で１から１０まである仕事をしましたと。

それが去年より少なかったので返すと。プラスアルファちょっとすることとか、そんなものは許されへんの、

何かもったいないなと思って。人が動く、お金で渡すやつで人数が減ってやって返還というのは２８年度の実

績やでわかるんやけれども、人が動いてお金をもらうということは、それ以上できひん。それ以上やりたかっ

たら、来年度の予算をふやしておいてやらないかんという話やんか。この６２万２,０００円返すんやったら、

６２万２,０００円で何かのもう一つプラスアルファの事業というのを今後できひんのかなと思って、ちょっ

と質問させてもうたんやけれども、どうですか。 

○戸上 健委員長 ２９年度予算に対して決算でどうだったかということを説明してください。 

  榊原係長。 

○榊原係長 昨年度の返還金の部分につきましては、人件費については満額取っているんですけれども、一部最

初の当初委託の中で持っていた事業で、研修とかであったりとか、その他部分がなくなってしまった関係から

減額しておる状況でございますので、東京の研修とかがあっても、もう既に行っておるということで、昨年度

行かなかったりとかそういった場合があって、社協さんのほうの事業の中から委託費として減額させてもらっ

ておる関係上、返還金とかが生じてくる状況でございます。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 委託料の中のその旅費とか、そういうのも含まれておるわけなんやね。それはやっぱり行かへ

んだら返さないかんという、それを違うものにというのも絶対無理なわけなんやな。国庫やで、直接来ておる

わけやもんで、わかりました。残念としか言いようがない。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 ご質疑もないようですので、次に１４２ページ、目３身体障害者福祉費から１５６ページ、

臨時福祉給付金等給付金事業までの範囲でご質疑はございませんか。１５６ページ、民生費の上までですね、

民生費、社会福祉費の上まで。 

  ご質疑もないようですので…… 

（「ちょっと待って」の声あり） 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 １５３ページ、サービス給付状況でＡ、Ｂとありますやんか、就労支援Ａ型、Ｂ型。このＡ型

については、２２名がどういうところで、鳥羽市内なんですか、就労支援は。Ｂ型もよかったら一緒に。 

○戸上 健委員長 片岡課長補佐。 

○片岡課長補佐 障がい担当の片岡です。よろしくお願いいたします。 
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  Ａ型の作業所につきましては…… 

○尾﨑 幹委員 何件というあれで。 

○片岡課長補佐 ２２名の方が、２９年度利用をいただいております。 

○戸上 健委員長 作業所の数を言うてください。 

○片岡課長補佐 施設数でよろしいですか。 

○尾﨑 幹委員 はい、それで結構です。 

○片岡課長補佐 すみません、Ａ型は一つでございます。 

○尾﨑 幹委員 すごいな、Ｂは。 

○片岡課長補佐 Ｂは５カ所ございます。 

○尾﨑 幹委員 ありがとうございます。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 質疑もないようですので、次に１５６ページ最下段、３款民生費、項２児童福祉費、目１児

童福祉総務費から、１６７ページ上段、目４母子福祉費の範囲でご質疑はございませんか。１６７ページ上段

まで。生活保護費の前まで。よろしいか。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 １５８ページ、放課後児童健全育成事業で、これ表を見させてもらいますと、エンゼルのほう

が４０人定員で４０人で、平均児童数が４０人ということは、もうぱんぱんで、もう毎日４０人定員いっぱい

来られておるイメージなんですけれども、漏れというか、来たくても来られへん子とか、そういうのはないん

でしょうか。 

○戸上 健委員長 河原副室長。 

○河原副室長 子育て支援室の河原です。よろしくお願いします。 

  エンゼルクラブにつきましては、今、鳥羽小学校と加茂小学校両方の学校から来ているというところもあり、

利用人数というのが年々ふえているような状況にあります。委員言われます４０人定員に対して、平均利用児

童数４０人というところで、いっぱいではないかというご質問に関しましては、月単位で平均利用のほうをと

っておりまして、１日１日というところでいきますと、そこまでの利用はない。利用している人数が実人数が

どうかというところでさせてもらっていますので、そこまでの状況ではないものの、かなり利用が多く、実際

現場を見に行っても、かなり子供たちでにぎやかな状態かなというところではあります。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 あぶれていないのかという質問です、あぶれていないのかという質問。定員４０人以上にな

っていないのかということです。それ以内なんですね。 

  河原副室長。 

○河原副室長 ４０人定員を、受け入れとしては年間利用の申し込みの方、常に利用する申し込みについては

４０人という状況ではあるんですけれども、どうしてもこの日に利用したいという短期利用という申し込みの

形態がありまして、そういった方の受け入れも行っておりまして、家庭の状況に応じて年間利用の申し込みを
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希望されていますけれども、よくよくご家庭の状況を聞かせてもらいながら短期利用をお勧めさせてもらって、

そちらに移ってもらうという方はいらっしゃいます。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

  ちょっとすみません、自分も勉強不足なのであれなんですけれども、例えば短期利用できょう、あしたとか

という部分で預けたいんやけれどもというときに、定員がいっぱいでごめんなさい、あしたいっぱいなんです

とかというので断るようなことはないという認識でよろしいですよね。 

○戸上 健委員長 河原副室長。 

○河原副室長 現在のところ、そういった形でお断りしているという事例はありません。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

（「関連で」の声あり） 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 同じく放課後児童クラブで、主な経費の中にエンゼルクラブへ加茂小学校から送っていますわ

ね。帰りは各保護者が迎えに来るということですけれども、これ何人ぐらい加茂小学校からエンゼルクラブの

ほうへ送っている実際の数字というのはどれぐらいありますか。 

○戸上 健委員長 河原副室長。 

○河原副室長 ２９年度に加茂小学校のほうからエンゼルクラブへ移送で、マイクロバスのピストンという形で

させてもらっていますけれども、利用実績として２１名になります。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 私の知っておる人も車の運転手がおって、２４人運ぶにはやっぱり毎日３往復しやないかんの

やというふうなことをおっしゃってみえた。それだけ加茂小学校の地域でも希望者というかいうのがあるとい

う現状だと思うんですけれども、その辺で、以前にもちょっと聞いたこともあるんですけれども、小学校でま

たこういう加茂地区で放課後児童クラブを開くというふうな、そういうふうなことの体制、そういう検討はさ

れているのか、されたのか、その辺ちょっとお伺いします。 

○戸上 健委員長 ２９年度で、山本副参事、検討したかどうか、それを言うてください。 

○山本副参事 加茂地区の放課後児童クラブについても、現在も検討、２９年度も検討を始めていまして、今も

検討の途中であります。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 ２４人も希望者がおる。その日によっていろいろと違うだろうけれども、それだけの希望者が

おるということですので、ぜひ加茂地区でもいろんな設備とかそんなんも必要になってくるかとも思いますけ

れども、ぜひ前向きな検討をお願いしたいということです。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 ご質疑もないようですので、次に、１６７ページ下段、３款民生費、項３生活保護費、目

１生活保護…… 



－48－ 

（「委員長」の声あり） 

○戸上 健委員長 まだあるの、ごめん。 

（「１６６ページは入っていますよね、さっきの範囲に」の声あり） 

○戸上 健委員長 １６６ページ、入っています。 

  ごめん、河村委員。 

○河村 孝委員 １６６ページのシングルペアレント、説明の中で応募者なしという説明だったと思うんですけ

れども、課の中でなぜ応募がないのかという分析はしっかりできているんでしょうか。これは３０年度もつい

ている予算なんで、同じ理由でまた応募がなしという形になってもいかんと思うんです。課長の予算の中では、

いや、引き続きやっていかないかんのやという思いは言っていましたけれども、その２９年度の時点での応募

がなかった明確な理由、分析できているのかどうか。 

○戸上 健委員長 河原副室長。 

○河原副室長 シングルペアレントの応募に至らなかった部分についての分析についてですけれども、これは、

２８年度に事業のほうを始めまして、まずは本土での雇用ということで、２８年度は１件の応募、そして雇用

という形に結びつけることができました。２９年度につきましては、地域を限定して、答志島で、答志保育所

で働いていただくというふうに、かなり狭めた形をとらせていただきました。そういった部分が一つハードル

になったところはあるかもわからないですし、こちらのほうの反省としましては、島での生活という部分で暮

らしやすさであったりとか、地域の方全体が子育てを温かく見守ってくれるというような部分のＰＲをもう少

し前面に出しながら魅力を伝えることができればなというふうに思っております。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 ちなみに３０年度募集して、今、問い合わせというのはあるんですかね、今の段階で。 

○戸上 健委員長 河原副室長。 

○河原副室長 ３０年度に関しましても、ちょっと申し上げづらい状況ではありますけれども、ない状況ではあ

ります。この９月下旬にＰＲのための移住・定住係のほうと一緒に、広報していくための雑誌の取材が入って

おりまして、そういったところにも今後期待していきたいなというふうに思っております。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 地域おこし協力隊を通じて、移住・定住の雑誌とかの取材も入っていたと思うんですよね。そ

ういうところにでもＰＲできると、また移住・定住に興味を持っている方が、コアのファンとしてそういう雑

誌を読んでいるんで、またそういうところでも企画と情報交換しながら上手にＰＲして、何とか決まるのが一

番だと思います。もし決まらなければ、また３０年度の決算で言いたいと思います。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 次に、１６７ページ下段、民生費、生活保護総務費から、１７０ページ上段、災害救助費の

範囲でご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 ご質疑もないようですので、次に、１７０ページ、４款衛生費、項１保健衛生費、目１保健

衛生総務費から、１７７ページ中段の目２予防費、健康に関する啓発事業までの範囲でご質疑はございません



－49－ 

か。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 ご質疑もないようですので、次に、１７７ページ下段、目５休日診療所費から、１８３ペー

ジ、項３水道費、目１水道費までの範囲でご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため休憩します。 

（午後 １時３０分 休憩） 

─────────────── 

（午後 １時３６分 再開） 

○戸上 健委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  次に、農水商工課の決算成果について審査を行います。 

  担当課長の説明を求めます。 

  農水商工課長。 

○中村農水商工課長 農水商工課長、中村です。よろしくお願いします。 

  説明に入る前に、本課の取り組みに関し、叱咤激励とともにご尽力いただき、ご逝去されました石原義剛氏

に対し、哀悼の意を表するとともに、ご冥福をお祈りいたします。 

  それでは、説明に入ります。 

  成果説明書の１９７ページをお願いします。 

  総括につきまして、ポイントに絞ってご説明をさせていただきます。 

  まず、冒頭ですけれども、平成２９年度は、５月にお伊勢さん菓子博２０１７が開催され、菓子類を通じて

地域ならではの食としておりますけれども、鳥羽のアオサ、それからヤマトタチバナを活用したお菓子、お菓

子以外にも、会場でブース出店した鳥羽の食、これにつきましては、行列が絶えないほどの人気を博し、地域

ならではの食というコンテンツが持つ集客力を改めて実感する幕あけとなりました。 

  この食というコンテンツを活用していくことは、本市の産業振興を担う本課における役割として大きなもの

があり、稼ぐ力を蓄えるための地方創生推進交付金を活用した各種事業を展開する中で、地域の食の安定生産

の必要性、地域産業の担い手育成や後継者不足といった課題を改めて認識し、その課題解決に向けた取り組み

を進める年度になりました。 

  それから、ここには書いておりませんけれども、歳入のほうで説明のあった地方創生推進交付金につきまし

て、市全体で２,７００万円ほど活用しておりますけれども、そのうち１,０００万円、約４０％を本課で活用

しておりますので、職員が積極的に切り込んだ結果だと考えております。 

  ここに挙げております農林水産の商工労政の主な取り組み状況は、各事業ごとに後ほど説明をさせていただ

きますので省略しますが、水産研究所の動きだけここで説明をさせていただきたいと思います。 

  中ほどより少し下ですけれども、かねてからの懸案事項であった水産研究所の本土移転について、地元との

協議などさまざまな経過を経て、今後の方向性を見出すことができました。大学を初めとしたとありますけれ

ども、現在も三重大学、それから鳥羽商船高等専門学校を初めとするさまざまな機関と連携をしておりますが、
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本市にとって大きなプロジェクトに位置づけられるものであり、平成３２年度の供用に向けてよりよいものに

なるよう、引き続き協議を進めているところでございます。 

  １９８ページの上段ですけれども、地方が元気になるためには、地域産業のさらなる発展を目指していくこ

とが重要であり、それを実現していくためには、関係する他市の機関との協議を重ね、同じ方向を向いて連携

していくことが必要です。今後も本市の産業振興を支える課として何ができるかを考え、地に足をつけた事業

を展開していきたいと考えております。平成２８年度に引き続きまして、２９年度につきましても、三つの係

の職員と、それから水産研究所職員全員が係間の垣根をなくしまして、アップアップしながらですけれども、

一丸となって取り組みを進めてきました。 

  次に、新たに実施した事業につきましては、海女の労務環境の改善、それからアワビの中間育成、離島漁業

再生支援ですけれども、内容につきましては、各項目で説明をさせていただきます。 

  次に、予算執行を伴わない事業について、主なものは、以前から連携をしておりますけれども、鳥羽商船高

等専門学校とのドローン活用による黒ノリ漁場の監視、それから鳥羽マルシェの指定管理を継続して農協、漁

協が組織するＬＬＰを管理者に認定したことで、本市の農水産物のさらなる普及に努めることができました。 

  それでは、各事業の説明に入りますけれども、前年度の事業につきましては、説明を省略させていただきま

すので、ご了承願います。 

  成果説明書１９９ページをお願いします。 

  款２総務費、項１総務管理費、目１４地域振興費のうち、農水商工課分ですが、予算現額は２,０９４万

８,０００円、決算額は１,０９６万９,０００円です。そのうち、地域おこし協力隊事業（水産振興）ですが、

予算現額は４９９万２,０００円、決算額は２５８万３,０００円で、「しんちゃん」の愛称で親しまれてきた

佐藤慎也隊員に係る経費で、地域の農水産物の掘り起こし、朝市支援等、農水産物の６次産業化に関する活動

や地域界隈に応じた支援活動を展開してきました。本隊員につきましては、起業に向けた活動に転じるため、

年度途中での退任となりましたけれども、現在、市内において水産加工に係る起業を行い、本市への定住につ

ながることができました。現在、鳥羽マルシェにおきましても、加工品の一つとしてタコのアヒージョという

ふうな製品を出荷していただいておりまして、大変人気を博しております。 

  同じく地域おこし協力隊事業（海女文化）ですが、予算現額は１,５９５万６,０００円、決算額は８３８万

６,０００円で、残念ながら石鏡町、それから国崎町で活性化に取り組んでいただいた２名につきましては、

家庭の事情等により途中解職となりましたけれども、平成２７年から海女後継者、それからフォトグラファー

として活動をしてきた「あいちゃん」こと大野愛子隊員につきましては、本年７月末までの任期を満了し、石

鏡町へ定住していただく運びとなりました。現在は、海女の傍ら、写真スタジオと、それからゲストハウスを

兼ねた拠点の整備を開始したところで、今後の活動に期待したいと思います。今も名古屋市内で、石鏡町の海

女を題材にした写真展を開催していただいております。 

  鳥羽市の地域おこし協力隊としましては、本課が初めての取り組みでありまして、なかなか全てはうまくい

きませんけれども、２名の方が鳥羽市民として、そして産業の担い手として定住していただいたことは、大き

な成果であります。観光課も含めた歴代の本課の職員が手探りで努力してきた結果だと思っております。 

  次に、２０２ページをお願いします。 
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  款５農林水産業費、項１農業費、目２農業総務費ですが、予算現額は８１９万９,０００円、決算額は

７４０万８,０００円となっております。そのうち農業振興鳥獣害対策事業ですが、予算現額３８０万

５,０００円、決算額３６５万２,０００円で、有害獣捕獲報奨金、それから防護柵等の資材費補助、猟友会へ

の有害鳥獣駆除業務委託等を行いました。駆除報奨金による駆除頭数は、イノシシが８６頭、鹿が３３頭、猿

が１２頭で、合計１３１頭となっておりますけれども、狩猟期間も含めた２９年度の捕獲数は、合計５９５頭

となっております。その他、鳥羽市獣害対策協議会補助金９６３万円で、捕獲おり等を購入しております。 

  戸上議員の一般質問でお聞きいただいたんですけれども、ちょっと答弁し切れなかったところがありますの

で、それもちょっと合わせて説明させていただきますけれども、過去５年間の狩猟期間も含めた捕獲数、これ

につきましては、イノシシが１,４２５頭、それからニホンジカが６８７頭、ニホンザルが５７頭、合計しま

すと５年間で２,１６０頭を捕獲しております。これだけ多く捕獲しているんですけれども、２８年度に市内

農業者に実施したアンケート結果では、獣害がふえたと感じている方が大半でした。捕獲数が多いとは思うん

ですけれども、この鳥羽市の規模にして、捕獲数よりも繁殖力がすごいというか、追いついていないというの

が現状かと思います。悩ましい状況ですけれども、拡充も含めて引き続き研究していきたいと思います。 

  次に、２０４ページの下段をお願いします。 

  目４の農地費ですが、予算現額は１,７８８万８,０００円、決算額１,４７４万２,０００円となっておりま

す。そのうち、農業基盤整備事業ですが、予算現額１,４２０万４,０００円、決算額１,３６４万９,０００円

で、新たな事業としましては、２０５ページの上段にありますけれども、長岡地区の排水路整備工事に取りか

かりましたので、その工事費７００万１,０００円が新たな事業となっております。延長が５００メートルあ

りますので、今後、複数年かけて整備を予定しております。 

  ２０６ページをお願いします。 

  加茂川井堰等農事用水路管理業務ですが、予算現額は３６８万４,０００円、決算額１０９万３,０００円で、

主な内容は、県営加茂川改修事業で整備された三つの井堰のうち、松尾町にある大井井堰を修繕しております。 

  次に、２０７ページをお願いします。 

  項２林業費、目１林業総務費ですが、予算現額は５９６万３,０００円、決算額は５３９万６,０００円で、

森林環境保全管理事業ですが、新たなものとしまして、森林台帳システム業務委託４１５万８,０００円です

が、これにつきましては、森林法の改正により、効率的な施業集約化を目的に、林地台帳の作成・公表が義務

づけられたことに伴い、森林所有者情報、地図情報などを管理するための森林台帳システムを市町村が導入す

ることなったため、その導入経費となっております。 

  次に、２０８ページをお願いします。 

  目２林業振興費ですが、予算現額は２,４８３万８,０００円、決算額は１,９３３万４,０００円となってお

ります。そのうち、森と海・きずな事業（環境林整備促進）ですが、新たな業務としましては、みえ森と緑の

県民税市町交付金を活用した１０月８日、鳥羽の日に佐田浜で行った、木に触れ合うイベント、植樹祭を行い、

また同交付金を活用し、県産木材を活用した農水産物直売所の看板を整備しました。その他は前年同様でござ

います。 

  次に、２１０ページをお願いします。 
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  項３水産業費、目２水産業振興費ですが、予算現額は２億５,３２５万７,０００円で、決算額は２億

１,９４２万円で、例年と変更のあるものについて説明をさせていただきます。 

  ２１２ページをお願いします。 

  種苗放流事業ですが、予算現額は１,００６万７,９００円で、決算額は８７０万８,０００円となっており

ます。平成２８年度に整備しましたコンクリート板漁礁へアワビの種苗放流を行い、経過観察を目的としたモ

ニタリングを継続的に実施しました。現状としましては、コンクリート板の上にしっかり海藻が繁茂し、稚貝

もしっかり成長している地域もあれば、場所によっては、台風等で砂がかぶってしまったところもあります。

自然相手ですので、そう簡単にはいきませんけれども、よくない結果も含めて検証し、次につなげていきたい

と考えておりますので、引き続きモニタリングをしていきます。 

  次に、６次産業化推進事業ですが、予算現額は１４１万１,０００円で、決算額は６６万３,０００円となっ

ております。６次産業を目指す生産者がビジネスとして自立していけるよう、研修会や個別相談等、支援とと

もに新たに補助制度を創設し、ラベルやパッケージデザイン等に係る経費について、５件の補助支援を行いま

した。 

  申しわけありませんけれども、１件訂正をお願いします。２１３ページ上段の６次産業化推進事業の主な財

源、県支出金、６次産業化ネットワーク交付金４２万３,０００円とありますけれども、この金額、４２３を

２４０に訂正をお願いします。申しわけありません。 

  ５件につきましては、海藻、「海女もん」の商品化、それからアワビの新商品、もち米・海藻を活用した商

品、それから海藻を干すコンポート等を支援しております。 

  次に、２１３ページ、海女文化継承啓発事業ですが、予算現額は２,２４２万８,０００円で、決算額は

１,５７３万８,０００円となっており、継続事業のウエットスーツ等購入補助を拡充しまして、新たに海女に

なろうとする人へは上限６万円の１０分の１０の補助を行いました。全体では８８名の海女さんに補助支援を

し、そのうち新人海女２３名がこの補助を活用し、海女漁に取り組みました。また、海女小屋等就労環境整備

補助としまして、６地区の海女小屋や漁場までの階段等の整備を支援し、海女の労務環境改善に努めました。 

  また、新たな取り組みとしまして、アワビ稚貝を３センチから５センチ以上に育てて、放流貝の歩どまりを

上げるため、中間育成用のいかだを整備しました。本年６月からこのいかだに種苗を投入しまして、アワビの

権威であります東京海洋大学の山川先生、それから県の水産研究所の指導を仰ぎながら、鳥羽磯部漁協、観光

協会、市水産研究所が連携をしまして、実証実験をスタートしております。現在の状況ですけれども、この夏

の高水温、それから台風を何とか乗り切りまして、今のところ順調に生育をしているという状況です。この取

り組みにつきましても、地方創生推進交付金を活用しました。 

  次に、漁業経営構造改善事業ですが、予算現額は２億４５１万１,０００円で、決算額は１億８,５５３万

２,０００円となっております。これは、鳥羽磯部漁業協同組合が舟越漁港に整備した製氷施設に対する補助

で、県を通じ国からの補助金を交付しております。これによりまして、離島地域での氷の安定供給が可能とな

り、これまで氷が不足する時期に津や鈴鹿まで漁船で調達に走っていた漁業者の経費、時間の削減、それから

鮮度保持、所得向上につなげることができました。これについて、市の持ち出しはございません。 

  次に、２１４ページをお願いします。 
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  中段の漁業就労応援事業につきまして、予算現額５０万円、決算額４９万９,０００円で、継続ですけれど

も、今回、ワカメ漁体験に参加した７組の中から、体験を通じて２名の方が鳥羽で漁業をしたいと希望があり

まして、１名が現在、答志和具で見習い中であります。もう１名につきましても、鳥羽での就労に向けて調整

中となっております。これも地方創生推進交付金を活用しております。 

  次に、その下の下段の離島漁業再生支援交付金ですが、予算現額は１,２９０万９,０００円で、決算額は

７５３万円となっております。離島地域の基盤産業である漁業の維持・再生を図ることを目的に、各集落が実

施する海底耕うんや漁業監視、体験授業等の取り組みに対し補助支援を行いました。特に、海底耕うんにつき

ましては、耕すわけなんですけれども、答志の漁業者にお聞きしましたところ、底引き網をやっている漁業者

は海底の状況を肌で感じているということで、この取り組みへの感謝、それから今後もぜひ継続してほしいと

いう声をお聞きしております。財源は、県を通じ、国の離島漁業再生支援交付金１０分の１０を採択いただい

ております。 

  次に、２１５ページをお願いします。 

  水産研究所維持管理業務ですが、予算現額は２,３３５万５,０００円、決算額は２,２０４万９,０００円で、

海藻の種苗生産に係る人件費、原材料費等のほか、水槽の修繕、それから太陽光を調整する遮断幕の改修を行

いました。これにつきましては、移転を進めている段階ではありますけれども、老朽化が激しく、事業継続も

厳しい状況でしたので、地方創生推進交付金を活用し、安定生産につなげました。 

  次に、２１６ページの下段をお願いします。 

  目５漁港建設費ですが、予算現額１億５,３８７万９,０００円で、決算額は１億３,８９８万８,０００円と

なっております。そのうち、国補事業としまして、予算現額４,２６１万５,０００円、決算額は２,９９９万

７,０００円、翌年度繰越額１,２６１万７,０００円となっております。主なものは、答志漁港の県営化に伴

う耐震・耐津波診断業務、和具漁港舗装工事、桃取漁港舗装工事でございます。翌年度繰越額１,２６１万

７,０００円につきましては、答志漁港耐震診断業務におきまして、一部施設で検討断面の追加が必要となり

まして、年度内完了が見込めなかったことから、翌年度へ繰り越しております。 

  次に、２１７ページの国補事業繰越分ですが、予算現額は８,３３４万７,０００円、決算額は８,３３４万

７,０００円で、２８年度からの繰り越し事業としまして菅島定期船待合所新築工事、和具漁港船揚場改良工

事、桃取漁港浮桟橋改良工事を行っております。 

  次に、下段の県単事業ですが、予算現額４００万円、決算額３７５万１,０００円で、小浜漁港防波柵設置

工事を行いました。これによりまして、台風時に被害のあった箇所を守ることができました。 

  続きまして、２１９ページをお願いします。 

  款６観光商工費、項２商工費、目２商工振興費で、予算現額は６,８４３万６,０００円で、決算額は

６,７４３万５,０００円でございます。新たなもの及び重点事項について説明をさせていただきます。 

  ２２０ページの下段をお願いします。 

  中心市街地にぎわい創造事業ですが、予算現額４１０万円、決算額４１０万円で、中心市街地の空き家等を

活用し商業利用する方に補助支援し、５件の店舗が新規に開設し、中心市街地のにぎわい創造に寄与すること

ができました。 
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  次に、２２１ページの下段をお願いします。 

  地域資源活用促進事業ですが、予算現額１,１９３万９,０００円、決算額１,１６２万１,０００円で、全国

菓子博覧会への負担金１,０００万円が主なもので、先ほど総括で説明させていただきました鳥羽の食の発信

という部分も含め、伊勢志摩圏域一丸となった取り組みを支援しました。来場者は５８万４,１００人で、県

内に及ぼした経済波及効果は、来場者の消費支出など経済波及効果が約５６億６,８００万円、メディアに取

り上げられた回数などを広告料金に換算した広告宣伝効果は３０億１,４００万円で、合計８６億円との百五

総合研究所の調査結果が出ております。始めての取り組みで、多くの課題も指摘がたくさんあり、期間中にそ

れぞれの課題や問題点を改善しながらではありましたけれども、結果としては、よい成果を残すことができた

と考えております。 

  次に、２２３ページの下段をお願いします。 

  地域の仕事魅力発信事業ですが、予算現額１０４万７,０００円、決算額は８９万９,０００円で、鳥羽の仕

事の魅力を発信するための冊子を若者向け、中学生向けの２種類を作成し、それぞれ対象者に配付をしました。

本年３月に議員の皆様にも配付させていただいておりますけれども、今回データとして参考に提出をさせてい

ただいております。これにつきましても、地方創生推進交付金を活用しております。 

  次に、２２５ページの中段をお願いします。 

  地域就業促進事業ですが、予算現額は１００万円、決算額１００万円で、市外から移住して、起業する際の

施設整備に要する経費を支援し、２件の店舗が新たに開設していただきました。 

  続きまして、２２６ページをお願いします。 

  款１０災害復旧費、項１農林水産業施設災害復旧費、目１漁港災害復旧費ですが、予算現額は２,４２９万

２,０００円、決算額は１,７６２万１,０００円、翌年度繰越額５６７万円で、主なものにつきましては、台

風２１号により各漁港に漂着した漂着物の回収に要した費用１,２５０万１,０００円と、同じく台風２１号に

より破損しました答志漁港の浮桟橋復旧工事の前払い金３６０万円を支出しております。翌年度繰越額につき

ましては、破損した浮桟橋のパーツが特注品で、製作に係る期間の都合上、次年度へ繰り越しております。特

に浮桟橋につきましては、認定が厳しい状況でしたけれども、担当職員が分析した当日の風速や波浪データ収

集の努力により、国の災害認定を受けることができました。 

  それから、漂着物につきましては、漁港から除去はできたものの、国の追加補正はなく、処分費用まで対応

することができませんでしたので、苦肉の策で松尾工業団地に仮置きをしました。今年度の予算でやっと除去

をすることができました。ご迷惑をおかけしました。 

  続きまして、２２７ページをお願いします。 

  目２農地・農業用施設災害復旧費ですが、予算現額６９０万１,０００円、決算額は５３８万５,０００円で、

台風２１号、２２号の影響により被害のあった農地・農用施設の災害復旧に係る経費で、施工場所はごらんの

表のとおりでございます。 

  続きまして、不用額について説明をさせていただきます。 

  決算に関する説明書の１２７、１２８ページをお願いします。 

  目４農地費の需用費の不用額２６１万円についてですが、先ほど説明しました大井井堰の修繕とともに、岩
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倉町の野畑井堰についても修繕費用を計上しておりましたけれども、当初想定していた工事費では対応できな

いことが判明し、２９年度での工事を見送りました。具体的には、水源地の前ですけれども、ゴム製の井堰が

川に横断していますけれども、その井堰本体の破損箇所にパッチを当てて修繕する工事を予定しておりました

けれども、ゴム井堰の底のほうの金属でとめている部分がありまして、そこが劣化して漏れているということ

が判明しました。この修繕を行うには、井堰本体を取り外して修繕工事を行う必要があるということもわかり

ました。その上で、空気は漏れているんですけれども、空気圧の調整により、今のところ機能させることがで

きていることから、２９年度での修繕を見送りまして、事業費が高額になることが想定されますので、国の補

助等が活用できないかも含めて、現在精査中でございます。 

  次に、決算に関する説明書１３１、１３２ページをお願いします。 

  林業費の目２林業振興費の委託料の不用額５０６万７,０００円ですが、この主な要因は、河内町で樹高伐

を行っている森林環境創造事業委託につきまして、国５０％、県４０％、市１０％の財源により行っておりま

すけれども、国・県に要望した事業費の３割弱しかつかなかったことから、その差額を不用額としております。 

  次に、決算に関する説明書１３３、１３４ページをお願いします。 

  水産業費の目２水産業振興費の委託料の不用額２００万１,０００円ですが、海女の漁獲物を加工した「海

女もん」を推進していくためのブランド戦略のために予算化をしましたが、鳥羽市と志摩市で組織する海女振

興協議会で事業展開していくこととしたことから、市単独のブランド戦略としては保留し、不用額としており

ます。なお、振興協議会事業としましては、「海女もん」の加工場所等に関する海女からのヒアリング調査、

それから各種研修会等開催、県内外イベントでのＰＲ事業等を実施するなどし、ブラッシュアップにつなげる

ための事業を展開しました。この「海女もん」につきましては、石原館長が海女の所得向上のために取り組む

必要があると進めていただいた事業ですので、ぜひ引き続き前へ進めていきたいと考えております。 

  次に、その下の工事請負費の不用額４２３万５,０００円ですが、アワビ中間育成所設置工事に係る入札差

金でございます。 

  次に、負担金補助及び交付金の不用額２,６０９万８,０００円の主なものは、鳥羽磯部漁業が舟越漁港に整

備しました製氷施設の入札差金１,８９７万９,０００円、それから離島漁業再生支援交付金事業において、国

の上限いっぱいまで交付決定をいただきましたけれども、例えば先ほど説明した海底耕うんの機材、これを鳥

羽に合った大きさに縮小するなど、実情に合った事業を展開する中で５３０万円の不用額としております。 

  そのほか、種苗放流事業におきまして、種苗購入元であります三重県水産振興事業団において、種苗生産過

程におけるへい死などで放流個数が減少したことにより、１８０万円の不用額が生じました。 

  次に、決算に関する説明書１８７、１８８ページをお願いします。 

  １０款災害復旧費、１項農林水産業施設災害費、目１漁港災害復旧費委託料の不用額１００万円につきまし

ては、入札差金でございます。 

  次に、目２農地・農業用施設災害復旧費の工事請負費の不用額１５１万６,０００円につきましては、軽微

な災害箇所を職員が手探りで行い節約したもの、それから入札差金でございます。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

○戸上 健委員長 説明は終わりました。 
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  １９８ページ、２款総務費、項１総務管理費、目６企画費、友好都市提携事業から、２１０ページ、５款農

林水産業費、項２林業費、目２林業振興費、森林病害虫防除事業までと、２２７ページ、１０款災害復旧費、

項１農林水産業施設災害復旧費、目２農地・農業用施設災害復旧費までの範囲でご質疑はございませんか。農

林関係のところです。 

（何事か発言するものあり） 

○戸上 健委員長 獣害なかったか。 

（「獣害はここ違うよ」の声あり） 

○戸上 健委員長 ２０２ページ、獣害は。よろしいか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 課長の説明が非常に情熱的な、職員の情熱を反映しておるもんで、質疑はないそうです。 

  ご質疑もないようですので、次に、２１０ページ、項３水産業費、目１水産業総務費から、２１８ページ前

段、目５漁港管理費、漁港整備事業の市単事業と、２２６ページ中段の１０款災害復旧費、項１農林水産業施

設災害復旧費、目１漁港災害復旧費の範囲で質疑はございませんか。水産関係です。 

  世古委員。 

○世古安秀委員 ２１２ページの種苗放流事業、この決算額８７０万８,０００円、予算が１,０６７万円で、こ

の辺の２００万円の差額があるんですけれども、どの辺どういうふうに変わったのか、その辺を。 

○戸上 健委員長 農水商工課長。 

○中村農水商工課長 先ほど不用額のところで説明したとおりなんですけれども、振興事業団で種苗を生産して

います。たまたまこの年に病気が発生しまして、ビブリオ症という病気らしいんですけれども、それが発生し

てしまうと、その水槽の中がいわば全滅してしまうような病気なんです。そういうことが発生しまして、今は

それはクリアできておりますので、県のほうも大変やったと思うんですけれども、できる限りのその後も種苗

も配付はしていただいたということで、その差額、どうしても１８０万円分が調達できなかったということで

ございます。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 わかりました。 

  今年度は、新年度はもう従来のような数をまた放流できるというふうに理解させていただきます。 

  次、よろしいですか。 

○戸上 健委員長 どうぞ、世古委員。 

○世古安秀委員 それでは、次のページの２１３ページの海女さんの応援事業補助金というふうなところで、評

価のところがちょっと、企画のほうから資料をもらっておった中で、６７番の海女さん応援事業補助金、市内

に住所を有する女性の海女さんというのが、評価がこれＢになっておるんですけれども、これはもう非常にこ

の事業は、海女さん自体もありがたがってしていますけれども、評価がこれ何でＢになっておるんか、その辺

の理由はどういうふうに分析していますかね。２６２万９,０００円ですよね、海女さん応援事業補助金。 

○戸上 健委員長 宮本係長。 

○宮本係長 農水商工課の宮本です。よろしくお願いいたします。 
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  この事業につきまして、平成２７年度からスタートをさせていただきまして、今回で３年目の、ごめんなさ

い、平成２８年度からですね。平成２８年度からスタートさせていただきまして、平成３０年度で３年目を迎

えるようになります。当初３年間補助の期間をとらせていただけると、鳥羽市内の海女さん全員にほぼこの補

助のほうが受けていただけるということで、３年間の事業で計画をしておりました。評価のほうをＢにさせて

いただいた理由につきましては、来年３年目を迎え、平成３０年で３年目を迎えるに当たりまして、その翌年

度以降、また新たな支援の方策を新たに模索していきたいということもありまして、評価のほうは、今回Ｂに

させていただいているという理由でございます。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 ３年間という期限が来たので、もうことしで３０年で区切りということでＢということですけ

れども、また新たな枠組みで、ちょっと今回はスクラップしても、ビルドという部分でのまた違う補助という

ふうな応援をするというふうにとって、考えていいんですかね。その辺はどうですか。 

○戸上 健委員長 宮本係長。 

○宮本係長 海女文化、それから海女業の振興につきましては、本課にとっても一番最重要課題の一つだと思っ

ておりますので、また何か新しいアイデアも含めて前向きに考えていきたいと思っています。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 ３回目。ぜひ本当にこのウエットスーツとかいろんなことに関しては、これ希望者もあったら、

新年度ももう募っているかと、まだ締め切りしていないんかな。９月末かと思うんですけれども、結構やっぱ

り情報を知らなんだというふうな人もおりますので、そういう情報もきちんと各漁協へ言うても、漁協から海

女さんのほうへ伝わっていないというふうな例もちょっと耳にしますので、その辺は十分、広報とばもですけ

れども、漁協も出しておる便りとかそういうのとか、漁協のほうへもいろいろ指導してこういうのがあります

よということで周知を十分にしていただきたいと思いますので、その辺よろしくお願いします。 

  以上です。 

（「委員長、関連で」の声あり） 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 大まかなところでは、世古委員の言われたとおりだと思います。私のほうにも、海女さんのほ

うからこの応援事業の補助金と労働環境の整備事業について、もうすごく助かったというお礼がぞくぞくと届

いている。これをもう２９年実施していただいた、もう非常にありがたい話です。課長は、２３人新人に補助

したことも遠慮ぎみに言いましたけれども、これはすごいことで、今まで海女さんの後継者いなかったわけで

すよ。それが２７年度からの事業で、２７年、２８年かけて海女後継者の地域おこし協力隊を呼び込んで、鳥

羽市が水産事業の漁業者の後継者育成に力を入れるという姿勢を見せた途端、じゃ私らも海女をやってもええ

んやという、移住者だけじゃなくて、周りで見ていた地元の人たちが海女でまた再開をするとか、また若い子

が、よそから嫁さんに来た人たちが、その補助金を使って新たに海女になったという事例が、この２３人の中

に入っているわけですよ。石鏡地区でも何人かこれが出てきたわけですよね。もうすごいことで、引き続きこ

れは力を入れていただきたいなというのと、私としてはもうこれは非常に頑張っていただいたということで評

価をさせていただきたいなと思います。 
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  委員長、以上です。 

（「関連」の声あり） 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 今、世古さんが言われたように、温度差が出ておるということが一番問題であって、やっぱり

この２６２万９,０００円、その中でも余っておるわけやで、決算額が。これもっと多かったらふえるわけで

すよね。その世古さんが言われておるのと、河村委員が言われておるように、すごく助かったような言葉をい

ただいておるというところと、私ら知らんだわという言葉をいただいておるところが、どうやってそれを今後

埋めていくかというのがおたくらの課題なんやけれども、それよりこちらの２１２ページの放流事業ですよね。

放流事業で２５ミリの７万６,５００、これで３２６万２,０００円、これも海女の啓発事業のウエットを買え

るんやったら、これを買うて、こちらへ入れるということはできないわけですか。費目をやっぱり変えるとい

うことは無理なん。さっきも言うたような、余った金を違う道ができるということができるならば、これ過疎

地域の主な財源、国庫補助はこんなもん返さな、ちゃんと計画やってやっていくんやけれども、ふるさと創生

を使っておる部分があるもんで、ふるさと創生は自主財源ですやんか、うちの。そういうお金を余らせておい

て、こちらもふるさと創生で使っておるんさな。何かそこら辺をもうちょっとうまいことやって、海女さんに

応援事業にかかわらんだ地域に関しては、アワビの放流をふやしてやるとか、そうやってやっていくと、何せ

資金を守って海女さんの漁獲高を上げることが目標であって、検証ももちろん必要なことなんやけれども、漁

獲高が上がれば、海女さんふえるわけよ。そういうことまでやっぱり精査できるような流れをもうちょっと考

えてもらうといいんかなと。その原資が、財源の主なものがふるさと創生というものが入ってきておる限り、

これはうちで精査できひんのかな。 

○戸上 健委員長 課長、事業ごとに予算で決定した事業費が余れば、他の事業に流用できるかどうかというこ

とを答弁してください。 

○中村農水商工課長 ふるさと創生基金につきましては、そういうことは可能やと思うんですけれども、今回の

ケースは予算額を１８０万円余らせておるんですわ。それはなぜかというと、種苗の調達ができなかったとい

いうのがまず大前提にありますので、それが自由に調達ができればもっと欲しかったですし。ただ、これ漁協

への補助金ですので、３分の２市が負担して、３分の１を漁協、もしくは自分のところが負担するということ

ですので、あくまで要望いただいた数です。ただ、これを今までずっと続けておるんですけれども、歩どまり

が３％とか、よくて５％、そういう状況ですので、今新たな取り組みとして中間育成、５センチまで育てて、

これが成功すれば、各支所とかグループ単位でそういうやり方を取り組んでもらえればなというふうには思っ

ております。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 応援事業に関しては、やっぱりちょっと話聞いておるだけでも温度差が出ておるんじゃないか

なと。やっぱり満遍に公平で平等な応援になっていくように期待しております。 

  次、いいですか。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 
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○尾﨑 幹委員 離島漁業再生支援交付金、これ約４割ほど余らせたわけですよね、決算額が。そうじゃなしに、

これはどこへ交付しておるんですか、離島の漁協は組合ですか。 

○戸上 健委員長 宮本係長。 

○宮本係長 こちらにつきましては、離島漁業集落というのを神島、それから菅島、答志地区でつくっていただ

いて、漁協ではなくて、あくまでも漁業者の方でつくっていただく集落のほうに交付のほうをさせていただい

ているという形をとっています。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これは何年目ですか。 

○戸上 健委員長 宮本係長。 

○宮本係長 平成２９年度、これが１年目の事業のスタートになります。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱりこれ１年間していただいて、監視、もしくは海底の耕うんというんですか、こういう

ことまでやっておるわけやで、それについて、いいものができるものならもっとふやしていかないかんわけで

すよね。その点はどうなん、２９年度の結果として。 

○戸上 健委員長 宮本係長。 

○宮本係長 この事業につきましては、単年度で終わるというわけではなくて、継続事業で考えています。平成

３０年度も同じ事業で交付金活用させていただいて、事業化のほうをさせていただいていますので、１年目の

事業実績をもとに２年目、今年度しっかり継続していきたいなと思っています。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員、まとめてください。 

○尾﨑 幹委員 これこそやっぱり結果重視であって、漁獲高が上がるとか、新たな製品がつくれるとかなるの

は、これ県支出金が半分あるわけやな、７５３万円か。 

（「全額です」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 全額。そしたらもっと取りにいかな。そんなもん１０倍取ってもええよ、県から。 

○戸上 健委員長 いや、もう答弁結構、その辺で抑えてください。 

  世古委員。 

○世古安秀委員 もうよろしいです。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 その上の漁業就労応援事業で説明いただいたところで、２名が希望で、１名がもう見習いで答

志和具のほうでやってもらっておるというようなことをお話いただいたんですけれども、これ僕すごいええこ

とやなと思っていまして、もちろん鳥羽の漁業の活性もそうなんですけれども、１人の若い子の夢をかなえて

あげられる、まだ見習いなんで、入り口に立てたんかなというような、そういう機会を提供できたというのは、

僕すごいすばらしいことやと思います。できれば、その夢が入り口からもう夢を鳥羽でかなえられるところま

でしっかりサポートというのを期待したいなというふうに思っています。その辺ちょっとどういうふうな考え

あるか、教えていただければなというふうに思うんですけれども。 
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○戸上 健委員長 これ課長、若い人なの。 

○中村農水商工課長 そうです。 

○戸上 健委員長 答弁してください。 

○中村農水商工課長 今お話のありました２名につきましては、１０代から２０代という若い世代のやる気のあ

る子たちです。今現在、水産庁から漁連を経由して、漁業人材育成総合支援事業というのがございまして、そ

れの長期研修支援事業というのにエントリーをしております。この事業が全国でいろいろ取り組まれ、先進地

で取り組んでいるところが活用しているんですけれども、全体枠がなかなかまだ不明な点がございまして、最

終的にどこまでいただけるかというのがちょっとわからない状況が今も続いております。ですので、市として

同じような新規事業を立ち上げていくというのはなかなか難しいなと思っておりまして、そこを国とか県が予

算次第ですくい切れないところを市として助けるようなことを検討していきたいなと今思っております。 

  もう一人の方についても、来ていただけそうなという話は聞いておりますので、もし鳥羽に見習いでも一旦

漁師を目指して来ていただけるということであれば、積極的に支援はしていきたいなと思っております。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

  本当、鳥羽としても水産の振興とかそういう漁業の部分において、多分漁師さんというのはもっともっと稼

いでもらいたいし、成り手という部分、後継者の部分というのも大きな問題やと思うんで、できたら鳥羽とし

てどういう応援ができるかとか、鳥羽市としての姿勢を、鳥羽独自の政策でも何でも僕はいいかなというふう

にも思うんで、そういう部分も出してあげたら、こういう事業というのがつながっていって、もっともっと漁

業やってみたいわというような子もふえてくるんかなというふうにも思いますので、引き続きいろいろご支援

とか知恵を絞っていただければなというふうに思います。 

  以上です。 

（「関連で」の声あり） 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 もともとこれワカメの体験をメーンとしての委託をしてもらっています。この５０万円という

金額で７名来てもらって、移住まで結びつけて、これかなりの確率で定住までいくと。漁業後継者を育てる上

に定住までつなげられるかなり可能性の高い事業がこの予算の中で行われているというのは、またこれもすご

いことで、予算の審議のときにも言いましたけれども、ぜひ今後とも続けていってほしいし、山本委員から指

摘があったように、鳥羽市らしさを出すとともに枠を広げてほしいというか、今課長からは、国のお金を取り

に行くという、そういう姿勢も聞かせていただきました。それと同時に、なかなか受け入れてくれる地区がな

いんだけれども、ここはちょっと水産のほうが頑張って半歩踏み出してもらって、例えば海女体験とか、刺し

網体験とか、一本釣り体験とかというところの部分で拡充、門扉を広げてもらってしてもらうと、より漁業後

継者、移住・定住につながるというところで、可能性の高いところになってくるんではないのかなと思うんで、

引き続き頑張っていただきたいなと思います。 

  課長、何かありますか、そこで。 

○戸上 健委員長 ご質疑もないようですので、次に、２１８ページ後半、６款観光商工費、２項商工費、目
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１商工総務費から、２２６ページ、項２商工費、目３消費者行政推進費の消費者生活安定向上推進事業までの

範囲でご質疑はございませんか。商工全部です。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 ２２５ページの企業育成支援事業、セミナーのお話です。これセミナーを開いて９名、２９年

度は参加していただいたと解釈しますけれども、そこからこういうふうな起業につながったとか、そういう具

体的ないい事例があれば、ここで紹介していただければ。 

○戸上 健委員長 松川係長。 

○松川商工労政係長 農水商工課の松川です。よろしくお願いします。 

  平成２９年度も昨年度に続きまして、９名という多くの方にセミナーのほうを参加していただきました。平

成２９年度の参加者のうち、まだちょっと起業という形には至っていないんですけれども、ちょっといい例が

二つありますので、ご紹介させていただきたいなと思います。 

  まず一つ目が、飲食店が少ない神島で飲食店プラスエステ店、その二つの店舗を一つにして起業するという

形をとろうという形の方がいらっしゃいます。あと、二つ目としまして、小浜の方になるんですけれども、買

い物が困難な高齢者などをターゲットに移動販売という形で創業をしようかなという形で予定されている方が

いらっしゃいまして、こういった前向きな話をいただいておりまして、この件に関しましても、結構しっかり

した計画を立てていらっしゃいまして、もう近いうちには起業されるのではないかなと考えております。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 その辺の情報というのは、福祉のほうと情報は共有されているんですかね。 

○戸上 健委員長 松川係長。 

○松川商工労政係長 福祉のほうとはちょっと連携していないんですけれども、移住・定住係とか、あと建設課

とか、そういった起業に関する担当課とは連絡をとり合っているんですけれども、今後はちゃんと移動販売と

かありますので、福祉のほうとも連携をとって情報共有したいなと考えております。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 僕、実はこの質問をするときに、松川君が夜遅くまでセミナー、僕も参加させてもらって見さ

せてもらったときに、夜遅くまで頑張ってもらっているのをあれで、実はこういった業務は、本来ならお金を

借りるということも発生するわけですよね、起業するというところは。そうなったら、商工会議所で一括でや

っていただくのが私は本来ではないのかなと思って、その辺を提案しようと思ったんですが、こういういい事

例が出ているものを、今すぐには動かさなくてもいいのかなと思うんで、商工会議所と商工課が上手に連携し

ながら頑張っていただければいいのかなと思います。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 僕、２２２、中小企業振興資金貸付事業、これ３年間ゼロになっています。この２６年度まで

２５、２６と２、３と、これどれぐらいのお金が動いて、貸付期間というのはどれぐらいあるんですか。 

○戸上 健委員長 松川係長。 

○松川商工労政係長 まず、この中小企業振興資金貸付の、先に内容のほうをちょっと説明させていただくんで
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すけれども、中小企業の経営安定化を目的に、百五銀行の鳥羽支店と鳥羽東支店に１,６００万円ずつ預託し

ていて、１事業者上限１,２５０万円で融資を行っていただいております。ここで、預託というのは、融資額

に応じて金融機関へ税金が預けられる預金となっておりまして、それが融資の原資として活用できるので、そ

の分、金融機関の負担が軽くなりますといった制度に、簡単に説明させていただくと、そういった内容になっ

ております。 

  あと、この資金が何年使えるかといいますと、運転資金としまして５年、設備資金の融資として７年使用で

きる形となっております。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ありがとうございます。 

  これぐらいの大きなお金を貸してもらえるということは、それなりに審査が厳しいと思いますけれども、頑

張っていただいて、これを活用してもらって活性化に向けてやってくれることを期待したいと思います。 

  いいですか、続けて。 

○戸上 健委員長 どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 ２２４、企業誘致。松尾の工業団地、塩漬けのようになっておるわけですけれども、これ自体

を工業団地としていつまで誘致を続けるのか、また用途変更というか違うものも誘致できる、いろいろな形を

もう模索していかな、このまま工業団地という形で本当にいいのか。これ結局１６万６,０００円ついておっ

て、決算額１万８,０００円は、何かちょっとパンフレットを送付しただけの金額やと。その送付するパンフ

レットの中身が、余りにもよそとの温度差というたらおかしいけれども、古いというか、考え方が。やっぱり

そこはもうちょっと考えていくべきじゃないかと思うんやけれども、これについてはこのままでええか、どう

ですか。 

○戸上 健委員長 ちょっと待ってください。それは担当課としては、政策のときの方向やで難しいと思うけれ

ども、副市長、そのあたり方向性についてちょっと答弁してください。松尾工業団地をこのまま企業誘致でし

ておいてええのか、他の方向性も考えるべきときに来ているんじゃないかというのが、尾﨑委員の質問の趣旨

です。 

○立花副市長 この判断というのは非常に難しいところがあって、前にもちょっとお話させていただいたように、

社会構造の変化で物すごく影響を受けるわけなんです。例えば、前も話させていただいたように、まちなか跡

地のところが伊勢市が工業団地持っていましたけれども、全然しばらくの間売れなかったんです。東日本大震

災があってから海岸部の企業が全部移ってきたんですね、山のほうへ。そういう意味では、あそこ内陸のとこ

ろにありますんで、そういう社会背景の変化によって持っておって初めて生きたということもこれありの話で、

今まで長いこと売れなかったやないかということやったんですけれども、つくったときも逆に言うと、第１期

つくって、第２期もう入るぞと思ってつくったんですよね。なかなかその辺の社会背景への影響がすごく大き

いもんで、私自身は、伊勢の姿を見ていると、鳥羽の中でも沿岸部のところで中へ入ってこようかとか、あと

志摩のほうなんかでも津波が心配で入ってこようかとかというふうな、ちょうど自分のところが設備投資する

タイミングでそういう新たに設備投資せないかんときに、もういっそのこと中へ移っていこうやんかというふ
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うなものがないとは限らないというのがあって、なかなか難しい判断だと思います。 

  ただ、ほかに用途、ほかの用途何かないかと今言っていますけれども、何かがあれば、例えば住宅団地でえ

えんやよと、需要があるよというんやったら移ればいいんですけれども、何かないかの状態の中で何かを無理

やり探しに行くというのは、非常に難しい判断かなというふうに思います。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 わかりました、ありがとうございます。 

  そしたら、その下の企業立地促進法基本計画推進事業という、いろいろな形で本当にいろいろなところへ行

っていただいて、協議をしていただいて、セミナーにも参加していただいておるんですけれども、やっぱりこ

ちらのほうに、企業は工場だけじゃないわけですよね。いろいろな職種の取り組みをこちらへ入れようと思う

と、もうこういう公益で物事を進めても、向こうも公益で、現実と建前だけの交流になってへんかなと思って。

現に企業さんへ直接回れるような形のほうが、ひょっとするといろんな向こうの特色、もしくは本当に今関東

はデメリットな部分が多いと思うんです。そういうものをこちらへ本当に誘致できるような受け皿がない限り、

来たくても来れへんわけやもんで、そういう検討に入るほうが、何か推進法がある限り、これはうまいこと使

えるん違うかなと思うんやけれども、このまま２９年度はいろいろな人材育成まで開催されたとなりますけれ

ども、やっぱり結果出して何ぼのものやと思うもんで、ここら辺はもう一歩踏み込んだ取り組みを本当は希望

したいんやけれども、この３０年もまたこの同じような状況でセミナーとか公益で物事をするぐらいで、どう

なんですか。手応えはこれ１回でもありましたか、何か話が進んだとか。 

○戸上 健委員長 松川係長。 

○松川商工労政係長 ３０年度も同じような形になります。実際つながったという話は聞いておりません。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 僕が提案するわ、今度。 

  以上です。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 質疑もないようですので、説明員交代のため１０分休憩します。 

（午後 ２時４２分 休憩） 

─────────────── 

（午後 ２時４８分 再開） 

○戸上 健委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、観光課の決算成果について審査を行います。 

  担当課長の説明を求めます。 

  観光課長。 

○濱口観光課長 観光課長、濱口です。どうぞよろしくお願いします。 

  本日は、高浪補佐と小島係長の３名で説明させていただきますので、どうぞよろしくお願いします。 

  それでは、決算成果説明書のほうに沿ってご説明をさせていただきますので、よろしくお願いします。 
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  決算成果説明書２２８ページをお願いします。 

  まず、総括でございます。平成２９年度は、第２７回全国菓子博覧会が伊勢市で開催されたことにより、多

くの観光客がこの地を訪れております。また、それに先駆けまして、平成２９年３月１１日、伊勢鳥羽二見ラ

インの全線無料化が実現されましたことなど、全国各地から多くの観光客が訪れやすくなり、それに対応すべ

くさまざまな事業を展開し、誘客に努めたところでございます。 

  鳥羽の観光の象徴といたしまして、海女文化につきましては、鳥羽・志摩の海女漁の技術の重要無形文化財

の指定を皮切りに、また議員発議によります全国で初となります鳥羽市海女のまち条例の制定、海の博物館の

市立化など、他の地域にはない魅力の訴求ができるチャンスにもなりました。 

  そのような中、３月に行いました海の博物館でのイベント、旅するマーケット海音では２,０００人を超え

る来場者があり、満足度の高い新しい鳥羽観光の形をつくり出しております。 

  また、課題といたしましては、さまざまな分野での人材不足という一面が見えてまいりましたので、島旅の

推進であったり、宿泊産業における人手不足など、観光情報発信だけでない取り組みが求められております。 

  昨年度は、台風の影響により観光産業への影響も大きな都市でありました。台風など災害時における帰宅困

難者への対応も含め、今後も引き続き、観光客の安全のための防災対策にも努めていきたいと考えております。 

  次に、新たに実施した事業でございます。先ほどの総括の部分でも触れましたが、宿泊事業の人手不足と市

民の働く場所がないという声をつなげる目的で、とばびと活躍プロジェクトによる就労体験バスツアーを企画

しまして、ホテル・旅館で働きたいという若者を募りまして、市内のホテル・旅館をめぐるツアーを実施して

おります。また、スポーツ合宿を行う大学などにターゲットを絞ったスポーツ観光による誘客や、芸術を生か

した観光振興にも取り組んでおります。引き続き、新たな観光の魅力発信として確立していく必要があると考

えております。 

  なお、スポーツ観光や芸術を生かした観光振興など、新たな事業の詳細につきましては、各事業の成果のと

ころで説明をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  次に、予算を伴わない事業といたしましては、観光課職員、特に嘱託職員を中心にＳＮＳによる情報発信に

努めております。リアルタイムな更新を心がけており、特に台風などの影響による公共交通の運行状況を初め、

観光施設の営業等について、またさまざまなイベント情報についても随時更新するように心がけております。 

  それでは、２２９ページ、次のページをごらんください。 

  まず、総務費の中の観光課所管分について説明をさせていただきます。決算に関する説明書のほうは５６ペ

ージになります。 

  款２総務費、項１総務管理費、目５財産管理費、事業区分３、基金積立金で、観光振興事業では、観光振興

基金１億１,６１６万４,０００円を積み立てさせていただきました。前年度と比較しますと６４４万

２,０００円の減少となっております。 

  次に、下段の目６企画費、事業区分３、友好都市提携事業では、決算額１０万５,０００円となっておりま

す。例年どおり、物販販売と観光ＰＲを実施しまして、各友好都市総合の交流促進に努めております。 

  次ページ、２３０ページをお願いします。 

  上段、目１４地域振興費、事業区分４、集落支援事業では、決算額３５１万６,０００円となっております。
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平成２８年度から引き続き集落支援員２人を委嘱しまして、地域に点在する写真や資料を鳥羽市デジタルアー

カイブスへ掲載し、地域資源のデータの活用拡大につなげております。平成２８年度では６,８２０点の保

存・整理と報告をさせていただきましたが、平成２９年度、昨年度時点では２万５,７４３点の資源画像数と

なっております。集落支援を活用した事業は平成２９年度で終了しますが、引き続きデータの保存・整理を進

めながら、地域の魅力発信や観光客の誘客につなげていきたいと考えております。 

  ここまでが総務費の関係の事業でございます。 

  次に、同ページ下段の款６観光商工費、項１観光費、目１観光総務費でございます。予算現額は

７,７２９万６,０００円で、決算額は７,５５６万１,０００円でございます。事業区分１、観光給与等管理費、

観光一般管理費決算額といたしまして、６,１８０万４,０００円を支出しております。ここでは、観光課７名

及びコンベンションの派遣職員２名、合計９名の人件費が主な内容でございます。全体の支出額は昨年度から

減少しておりますが、特に内容的に大きな変化はございません。 

  次に、２３１ページをお願いします。 

  事業区分２、観光基本計画管理事業でございます。決算額は７３３万８,０００円となっております。ここ

では、第２次鳥羽市観光基本計画前期アクションプログラムの実行に当たりまして、観光関係団体と事業の方

向性の検討、進捗管理、評価、見直しなどを行っております。昨年同様に、市民等と委員とアドバイザーとの

意見交換を交え、三つの会議を開催しております。一つ目は、鳥羽うみ文化ネットワーク会議、もう一つは、

芸術を活かした観光振興施策会議、最後にアクションプログラム管理会議、この三つの会議を開催しておりま

す。特にアクションプログラム管理会議では、関係する団体とさらなる連携強化と効率的かつ確実に効果が得

られる事業としての調整を図りまして、今後の中期アクションプログラム策定の足がかりにしていきたいとい

う考えのもとに進めてまいりました。 

  また、昨年度比較での決算額の減少の要因は、昨年度実施の観光経済波及効果調査業務の委託分が皆減とな

ったものでございます。 

  次のページをお開きください。２３２ページでございます。 

  観光コンベンション機構につきましては、決算額６４１万９,０００円となっております。昨年度はここの

事業で大きな変更等はございません。引き続き、伊勢志摩広域連携による官民一体となったスケールメリット

を十分生かした事業展開を進めていけるよう取り組んでいきたいと考えております。 

  次に、２３３ページ、目２観光振興費でございます。予算現額は２億２,４０１万７,０００円で、決算額は

２億１,３９７万７,０００円となっております。事業区分１、観光振興事業で、決算額１億３,０７０万

９,０００円となっています。そのうち、まず観光振興推進事業といたしまして、１億３,０１９万

６,０００円の決算となっております。内容につきましては、観光案内所の運営につきまして、鳥羽市及び伊

勢志摩広域での観光案内とますます増加しております外国人観光客への対応を含めた体制強化としまして、外

国語の堪能な職員を配置しております。利用状況の内訳につきましては、表のとおりでございます。 

  次のページをお願いします。 

  ２３４ページから２３６ページまでの上段は、負担金の支出の部分を掲載しております。昨年度と比較しま

して、負担金総額が３５０万円ほど減少しておりますが、昨年度は伊勢志摩国立公園指定７０周年記念事業や
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三重の観光拠点事業などの負担があったことによるものでございます。 

  平成２９年度として新たなものといたしましては、成果説明書の２３５ページの中段にございます三重の観

光の産業化推進委員会への負担金５０万円がございます。これは、東京ビッグサイトでのツーリズムＥＸＰＯ

ジャパン２０１７へ、三重県、伊勢志摩コンベンション、伊勢市、志摩市とともに出店をし、情報発信と誘客

促進を図ったものでございまして、これまでの最高の来場者数１９万１,０００人の中で鳥羽市のＰＲを行う

ことができております。 

  次のページ、２３６ページの上段にございます北海道エリア誘客促進事業といたしまして、北海道の名づけ

親であります松浦武四郎生誕２００周年と、北海道命名１５０周年を記念した北海道旅行博への出店を行い、

伊勢志摩、鳥羽のＰＲを行っております。 

  次に、補助金についてであります。補助金につきましては、２３６ページの中段から２４２ページまでの上

段に記載をしております。補助金総額では１億３４１万円を支出しております。昨年度は、新たな観光魅力づ

くり異業種間連携強化による産業振興、インバウンド対策など、観光協会が実施するポストサミット企画、地

域資源を生かした宿泊産業の活性化に対しての支援を行っております。 

  ２３７ページをごらんください。 

  中段より上あたりにございます観光振興特別事業というところにおきまして、①から⑦までの事業のほうを

展開しております。この中で、新たな企画といたしましては、一番下です。鳥羽でしたいこと１０８企画や、

次ページにございます２３８ページのプロモーション企画としての「恋する鳥羽」の製作、その下の鳥羽フラ

２０１８、その下の学生セミナー企画などを行っております。 

  鳥羽フラ２０１８では、開催３日間で延べ２,３００人の来場者と１１７人のワークショップ参加者がござ

いました。また、トータルで６３１名の宿泊がございまして、当初の見込みまでは達しませんでしたが、第

１回の開催としては大きな成果が得られたと考えております。 

  また、学生セミナーでは、市内の観光業者の協力を得まして、伊勢学園高校、鳥羽高校から合計１６５名の

参加をいただきまして、若い学生たちに働く場としての観光産業の現場を知っていただく機会となったと考え

ますし、今後の選択肢として鳥羽が選ばれるよう、中長期的な雇用対策につながればというふうに考えており

ます。 

  以上が補助金の主な内容でございます。 

  次に、２４１ページをお願いします。 

  鳥羽市ユニバーサル観光サービス促進事業、それと下の鳥羽市観光駐車場対策事業につきましては、内容的

に大きな変更はございません。 

  次に、２４２ページをお願いします。 

  事業区分２、観光施設維持管理事業でございます。全体の決算額で２,０１４万円の決算となっております。 

  まず、観光施設維持管理事業では、７９５万２,０００円の決算となっております。ここでは、観光課が管

理します公衆トイレや鳥羽展望台、近畿自然歩道、安楽島海水浴場などの維持管理等について支出をしており

ます。 

  昨年度は、次のページの２４３ページの中段にございます鳥羽展望台維持管理事業におきまして、工事費で
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箱田山園地内公衆トイレの水を供給しております高架水槽へ水をくみ上げる給水タンク内のモーター及びポン

プが故障しましたので、その改修工事を行ったもので、６５５万６,０００円を支出しております。この部分

が、昨年と比較すると大きく事業費が膨らんだ要因でございます。 

  あと、小修繕などの必要なトイレもありますが、観光客等が多く利用する公衆トイレでありますことから、

快適性と安全性が十分図られるよう、維持管理に努めているところでございます。 

  次に、同ページ、２４３ページの下段から、次のページのホスピタリティ戦略事業でございます。ホスピタ

リティ戦略事業につきましては、決算額２９４万５,０００円となっております。事業内容は大きく変わって

おりませんが、昨年度は観光防災Ｗｉ－Ｆｉステーション整備を行いましたことから、その部分の事業費等々

が皆減となっております。こちらにつきましては、先ほど２４１ページのユニバーサル観光サービス事業と合

わせまして、全てバリアフリーセンターを中心に進めており、分け隔てのない誰もが訪れやすい観光地を目指

して進めているところでございます。 

  次に、２４４ページの下段のほうをごらんください。 

  旅行商品・プロモーション戦略事業でございます。決算額は１,８５５万６,０００円となっております。こ

この事業につきましては、次ページの２４５ページの中段にございますとばびと活躍プロジェクト、宿泊産業

への就労体験バスツアーを実施しております。人材不足に悩む観光事業者とともに、人材確保につながるよう、

市内外から働きたい若者を募り、職場見学や従業員との意見交換、就労体験などを実施しております。結果で

ございますが、延べ３１名が宿泊事業所での就職を希望し、最終３名の就職が決定をしました。 

  また、新たな誘客促進事業として、スポーツ観光推進の観点から、スポーツ合宿の誘客に注力するためのパ

ンフレットを作成し、合宿誘致のためのセールスを展開しております。お手元に配付の中にありますこの２枚

が今回つくったスポーツ観光のパンフレットでございます。残念ながら、補助申請団体は１件でございました

が、この効果は来年度、３０年度につながっておりまして、来年度以降ますますふえてくるものと考えており

ます。 

  次に、２４６ページのほうをお願いします。 

  鳥羽市広告宣伝戦略委員会を組織いたしまして、鳥羽の魅力発信のための柔軟なアイデアからこの中でミニ

チュアアート作品のほうを製作しまして、これらのポスター、ポストカード、ウエブなどでＰＲを行っており

ます。また、ニュースリリース後においては、６２件のウエブサイトに取り上げられ、広告換算値では約

３,１５０万円の効果となっております。また、鳥羽１０８人隊を結成いたしまして、提案型の魅力発信とし

て、メンバーが選ぶ鳥羽の魅力ということで、インスタグラムで発信するとともに、レディオキューブＦＭ三

重の５分番組での放送も行っております。 

  次のページ、２４７ページの下段をお願いします。 

  食品・土産品戦略事業で、３５万円の決算となっております。こちらでは、とばーがーのパンフレットの増

刷、ハンドタオルを製作し、ご当地グルメの情報発信を行うとともに、各種イベントでトーバ・トパティの着

ぐるみを活用した周知も行っており、子供たちからは人気を集めております。お手元のこのハンドタオルがそ

れでございます。 

  次に、２４８ページをお願いします。 
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  次に、魅力アップ事業でございます。決算額は６５２万２,０００円となっております。ここでは宿泊客の

誘致を目的に、市内五つの旅館組合が自主的に行う事業の支援を行っております。特に石神女子マラソン、鳥

羽・小浜の花火の競演などは徐々に周知されてきており、根づいてきておりますとともに、鳥羽ぶらり散歩道

として赤福さんから錦浦館さん側を通じて国道へ出る地下道に設置しました九鬼嘉隆の歴史絵巻も好評をいた

だいているとのことでございます。 

  次に、２４８ページの下段から２４９ページにかけて、離島の魅力創出事業でございます。離島の魅力創造

事業につきましては、決算額４５０万円となっております。ここでは、離島の魅力を創出し、観光誘客を図る

ため、島遺産１００選を通した人材育成と答志島、菅島、神島を中心とした離島への旅行商品の造成などの構

築も行っており、島の旅社を中心に離島の魅力発信を行うことができております。また、テレビ、雑誌などの

取材も多く、発信力のあるメディアを通じた情報発信ができております。 

  次に、２５０ページをお願いします。 

  鳥羽ＨＯＳＵプロジェクトにつきましては、平成２５年度から５カ年で取り組んできておりましたが、平成

２９年度、昨年が最終年となりました。決算額は３６５万円となっております。ここでは、日本の祝い魚を中

心にさまざまな切り口から、食の魅力づくりとして観光振興と魚食の消費拡大に努めてきました。最終年度と

して、イセエビ、アワビ、鯛の３種類を「日本の祝い魚鳥羽言祝ぎ干物セット」としてギフト化をいたしまし

て、それを鳥羽マルシェやふるさと納税の返礼品として販売をし、商品拡大に取り組んだところでございます。

また、魚食の拡大事業としましては、昨年に引き続きまして、市内小・中学校、幼稚園、保育所に給食として

答志島の天然真鯛を提供しております。 

  次に、２５１ページをお願いします。 

  漁業と観光の連携事業でございます。決算額は４７２万円の決算となっております。漁業と観光の連携事業

につきましては、これまでの取り組みを継承いたしまして、鳥羽市の産業活性化を目的に、各種事業のほうを

展開しております。平成２９年度は、これまでに引き続きアワビの増殖と種苗中間育成などを中心に増殖技術

のアドバイスを受けた事業の展開や稚貝の大型化に取り組むぼっちゃんあわび養殖事業の視察などを行ってお

ります。 

  天然アワビプロジェクトにつきましては、実験を通じて、市内の漁業者を初めとし、三重県水産研究所、学

識経験者など多くの方々がかかわっていただいており、漁業と観光の連携事業に対する意識も高まってきてお

りますことから、しっかりとした礎が築けるよう、さらなる連携強化を図っていきたいというふうに考えてお

ります。 

  また、サワラのブランド化に向けた最終的な検証、体制づくりについては、またここで検討して進めてまい

りました。 

  次も２５２ページのほうをお願いします。 

  芸術を活かした観光振興事業で、５００万円の決算となっております。芸術を活かした観光振興事業につき

ましては、平成２８年度からの１０カ年で掲げている前期アクションプログラムの重点施策として進めてまい

りました。平成２９年度は鳥羽うみアートとして、各種団体が実施するアート展や芸術大学とのコラボレーシ

ョン企画による取材や撮影を行いまして、鳥羽うみアートプロジェクトの冊子を作成いたしました。お手元の
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冊子があると思いますが、こちらのほうがその成果物でございます。 

  今後も引き続き新しい鳥羽の観光、魅力として根づかせていくよう取り組む計画でございますが、市全体と

してのくくりや事前告知など、まだまだ十分でないと考えますことから、市民や観光客との交流、アートイベ

ント企画など、しっかりとした形を確立していく必要があるというふうに考えております。 

  次に、２５３ページをごらんください。 

  上段でございます。中心市街地の賑わい・魅力創出事業でございます。決算額は３００万円となっておりま

す。この事業につきましては、平成２８年度に引き続き、前期アクションプログラムに沿って、鳥羽の歴史文

化を生かしました周遊促進に取り組み、九鬼水軍楽市の開催やフォトコンテストを実施し、２回の開催の楽市

には、合計で８,０００人の来場者がありましたとともに、フォトコンテストの応募者数も１,１４３件ござい

まして、一定のＰＲ効果はあったというふうに考えております。 

  次に、同ページ下段のインバウンド対策事業でございます。インバウンド対策事業につきましては、

１,３１６万３,０００円の決算額となっております。平成２９年度は外国人観光客数が１０万９,２３３人と

なりまして、第２次観光基本計画で掲げました平成３２年度の目標数値を既に上回ることとなりまして、大変

大きな伸びとなったところでございます。そのようなことから、急増する外国人観光客に対応すべく、誘客の

促進と受け入れ態勢の構築に取り組んだところでございます。インバウンド対策としましては、鳥羽商工会議

所内に外国人ダグラス・クリストファーを雇用しまして、ファムトリップを通じたアテンドや外国人目線によ

る受け入れに対するアドバイス、市内周遊マップの制作、旅行会社等との商談会などを行っております。 

  また、海女文化魅力発信番組制作放映事業といたしまして、海女文化や食、自然環境などを紹介する３０分

番組として制作をいたしまして、世界約１６０の国と地域での放映を通しまして、諸外国への鳥羽の魅力の発

信をすることができております。これは、ＮＨＫワールドという番組でございます。 

  インバウンド対策における事業費におきましては、昨年度より大きくふえてございますが、その要因につき

ましては、この番組制作の放映事業の部分でございます。 

  事業は以上でございます。 

  続きまして、不用額のほうについてご説明をさせていただきます。 

  決算に関する説明書１４２ページのほうをお願いします。 

  観光振興費におきまして、１４２ページの負担金及び交付金の欄でございます。不用額８２９万

３,０００円となっております。このうち１００万円以上の部分となる不用額の要因についてご説明をさせて

いただきます。 

  まず、成果説明のほうは２３９ページになりますが、観光振興事業における佐田浜駐車場の観光対策支援事

業費において、補助金のほうが３０８万１,０００円という金額が不用となった部分でございます。これは、

離島観光における駐車場利用者の減少によるものでございます。 

  次に、決算成果説明書の２４５ページの下段に記載しておりますスポーツ観光推進事業における補助金の部

分でございまして、補助金額１０５万５,０００円が不用となった部分でございます。この部分につきまして

は、合宿誘致のためセールスのほうを実施したわけでございますが、初年度ということもありまして、なかな

か実績にはつながらなかったということによるものでございます。 
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  次に、成果説明書は２５４ページ、インバウンド対策事業のところの部分でございます。ここでも補助金の

ほうが１７１万７,０００円が不用となってございます。これにつきましては、インバウンド受入環境整備促

進事業補助金が、平成２７年から３カ年で実施をしておりまして、平成２９年度が最後の年となりましたこと

で、これまでには多くの観光事業者が活用してきてございますが、昨年度はほとんどもう整備が完了したこと

により、利用が少なかったということによるものでございます。 

  それから、本日、観光課の資料といたしまして、別に資料で、ペーパーのほうで…… 

（「データベースです。データでのお渡しです」の声あり） 

○濱口観光課長 データベースで、平成２９年度の観光振興基金の繰入金の対策事業内訳表というものを提出さ

せていただいておりますが、また後ほどごらんいただければと思います。全体の実績といたしましては、観光

振興基金の繰り入れとしまして８,５６７万７,０００円を各事業に充当させていただきましたので、あわせて

ご確認いただければというふうに思います。 

  以上が観光事業の決算の成果でございます。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○戸上 健委員長 説明は終わりました。 

  ２２９ページ、２款総務費、項１総務管理費、目５財産管理費から、２３２ページ、６款観光商工費、項

１観光費、目１観光総務費の事業、観光コンベンション機構までの範囲でご質疑はございませんか。観光総務

費です。２３２ページまでよろしいか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 ご質疑もないようですので、続いて、目２観光振興費のうち、２３３ページから２４２ペー

ジ上段の事業区分１、観光振興事業に係る範囲でご質疑はございませんか。２３３から２４１最後まで。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 ちょっと教えてください。２３７ページ、観光振興推進事業の６番、鳥羽ＣＭプロモーション

映像制作のところでございます。これたしか補正で出てきたやつやったん違うかなというふうに思うんですけ

れども、たしか補正のときには、ＣＭをつくって情報発信して周遊促進を図るんやというような書きっぷりや

ったかなと思うんですけれども、これ読ませてもらうと、制作しましたで終わってしまっておるというところ

があるんですけれども、その情報発信をして周遊促進を行えたのかどうなのかとか、その制作した結果、どう

いうふうに活用されたのかというところをお聞かせください。 

○戸上 健委員長 観光課長。 

○濱口観光課長 私のほうからわかる範囲で説明させていただきまして、詳細、細かいところは。私が情報発信

の中で拾った中では、実績としまして、ホテルであったり、駅構内であったり、そこで全て放映をいたしまし

て、多数の方に見ていただいております。補足は高浪補佐のほうに。 

○高浪課長補佐 ありません。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 ほんだら、これはもう各宿泊施設とか各施設のほうで流す用のＣＭをつくって、各施設が鳥羽

のスポットであるところをナレーションも入れて流すことで、周遊促進を図ったというようなことでいいとい

うことですか。 
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○戸上 健委員長 観光課長。 

○濱口観光課長 そのようにしていただきました。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 これもう最後なので、３回目、そういう成果のところ、つくるのはもうつくると聞いておった

んで、何をやったかというところだけ。どういう効果があったかというところだけ、拾いにくいとは思います

けれどもお願いします。 

○戸上 健委員長 観光課長、どういう効果があったかということをちょっと詳しく説明してください。 

  観光課長。 

○濱口観光課長 すみません、私、これ実は補助金ですので、協会の実績を見ていろいろ読ませてもらいました。

ここへ書き出すとすごく多くなるというのもありまして、ちょっと本当にそこまで、その辺の効果はやっぱり

必要やったかなというふうに思いますので、今後そういった部分も効果として拾い上げて明記したいと思いま

す。申しわけございませんでした。 

  以上でございます。 

○戸上 健委員長 山本委員、よろしいか。 

○山本哲也委員 はい、お願いしますということで。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ２３７ページの菓子博運行事業、これは幾ら使ったの。 

○戸上 健委員長 観光課長。 

○濱口観光課長 トータル的には３２８万５,０００円のほうを支出しております。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 結局、その菓子博入場プランで１３９件、３３５人しか来ないんだとか、もともと菓子博のゴ

ールデンウイークの期間中、本当にやられたわけですよね、鳥羽の。そうやのに、かなりの負担金というんで

すか、これ３,０００万円鳥羽市出しておったと思うんですよね。この運行事業に関しては、これでも

３２８万円も出して、たかだか３３５人しか…… 

○戸上 健委員長 これは違うんやろ。観光課長、それはそうやないということを答弁してください。 

○濱口観光課長 尾﨑委員言われるのは、農水がメーンでやってこの菓子博の事業をやっていまして、この観光

の部分は観光プランをセットにした観光プランを造成しました。それを売り出した費用として３２８万

５,０００円使っていまして、菓子博自体の観光はそこも絡んでおりませんので、申しわけございません。 

○尾﨑 幹委員 それにしても少ないなと、３３８万円もこれ使っておるわけやで、それで菓子博の宿泊プラン

と同時に３３５人しか予約がなかったというのは。１人当たりにすると１万円出しておるみたいなものですや

んか。そこら辺はやっぱり今後ももうちょっとシビアな取り方をせな、農水がやっておるもんでとか、そうい

う話じゃなしに、観光としてやっぱり結果を残していただきたい、お金を使う限り。それが観光の活性化につ

ながることになると思いますので、これはもうちょっとシビアに、いろいろな本当に振興事業に関しては、推

進事業に関してはかなりイベントばっかりやっておるんやけれども、それが本当に観光客の増加につながった

かという検証を一遍してもらうことが望ましいかなと思っていますので、また一般質問でもしたいと思います
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ので、もうこれはこれでいいわ。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 ２４０の海女文化を生かした魅力づくりのアーティスト・イン・レジデンス２０１７なんです

けれども、これ開催期間が４日間の開催で、ブルーフィールドのほうでしていただいておったんですけれども、

来場者が１５０人という結果というところなんですよね。その辺どのように捉えて、どのような評価をされて

おるのかなというところをまず一つ聞かせていただければなと思います。 

○戸上 健委員長 観光課長。 

○濱口観光課長 この事業につきましては、商工会議所のほうに補助金として流させていただきました。ＰＲ的

な部分がちょっと不足していたんじゃないかなというふうには思っています。ですので、船で行くという形も

ありますので、なかなか天候に左右されたりというのはございましたですけれども、やはり結果的にはもう少

しチラシであったり、情報的な部分をほかでもやればよかったかなというふうには考えております。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 やっぱりちょっと数字的に寂しいなというのが実感でございまして、島の人も多分そこまで足

運べていないんじゃないかなというふうにも思いますし、その辺のＰＲの仕方ですとか、どうやってここを楽

しめるのかとかという部分を上手に発信していただくと、どういうふうに楽しむかすらわからへん方もみえる

んじゃないかなというふうにも思うんで、そういうところも工夫しながら発信していっていただければ、より

いいような取り組みになるんじゃないかなと思うんで、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  世古委員。 

○世古安秀委員 １点、すみません、同ページ、２４０ページの観光振興推進事業の中で、一番下のほうに、伊

勢志摩鳥羽インバウンド協議会１５０万円出ておりますけれども、先般、成果説明書の２４０ページ出ており

ますけれども、先般、観光課長も一緒に高山と飛騨のほうへ、文教産業の委員会のほうで行って、いろいろさ

まざまななインバウンド対策というのを勉強してきたんですけれども、高山のほうでは、高山地区、高山市を

中心にしながら、飛騨とかさまざまな地域が連携をして外国人の誘客を図っているというふうなことですけれ

ども、これも同じように伊勢志摩広域でのインバウンド、連携というふうなことで、鳥羽だけやっておっても

なかなか難しいかなというふうに思いますので、その辺の１番のファムトリップ受け入れ実績とかプロモーシ

ョンの事業とか、事業推進会議の開催とかというふうになっていますけれども、この辺のどういうふうな方向

で行くかということは、どんな協議をされたのか、その内容をちょっとお聞かせ願いたいんですけれども。 

○戸上 健委員長 観光課長。 

○濱口観光課長 ここのインバウンド協議会の事業、協議会自体の１５０万円は鳥羽市の負担分で、補助金とし

て１５０万円出しております。ほかにも商工会議所が４０万円であったり、観光協会４０万円であったり、あ

と伊勢市、志摩市、松阪市、あと旅館組合連合会など、それらが集まって組織をされている協議会になってい

ます。ここは…… 
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○世古安秀委員 課長、課長、あとのほうでちょっとインバウンド、具体的に事業ありますので。そやけれども、

この中でどういうふうな１５０万円負担をして、どんな協議事項がされたのかなというふうなところもちょっ

とわかったらというふうなことで。あわせてそれじゃ後のほうでちょっと。 

○濱口観光課長 結構絡み合いながらインバウンドの事業とやっていますので、ここはここの協議会の事業とし

ての実績、補助金の実績として交付金で用意させていただきました。 

○世古安秀委員 後でまた聞きます。 

○戸上 健委員長 世古委員、よろしいか。 

○世古安秀委員 はい。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 ご質疑もないようですので、続いて２４２、２４３ページの事業区分２、観光施設維持管理

事業全部と、２４３ページ下段から始まる事業区分３、観光基本計画推進事業のうち、ホスピタリティ戦略事

業から２４９ページ、離島の魅力創出事業までの範囲でご質疑はございませんか。２４９ページまでです。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 ２４５ページ最上段、プロモーション戦略事業のＡＮＡラウンジのパンフ配布、これ置いても

らっておるやつやと思うんですけれども、たしか１カ月間、四つのラウンジに配布しておったんじゃないかな

と思うんですけれども、１万部配布ということで、多分１カ所当たり平均すると２,５００部ということは、

１日大体１００部ぐらいは出ていかんとＰＲし切れへんだことになるんじゃないかなと思うんですけれども、

その配布状況とかどれだけ持って帰ってもらったんやとかという部分は聞かれておったりするのか、その辺、

状況をどのように把握されておるのか教えてください。 

○戸上 健委員長 高浪課長補佐。 

○高浪課長補佐 １カ月間、四つの大きな空港のラウンジで配置をしまして、見ていただきました。それがきょ

うお配りしたこちらでございます。１万部配布しまして、余った分に関してはこちらにいただいて、ばらまき

用ではないんですけれども、海女の読み物ということでこちらで活用させていただいておりまして、実は配布

状況とは、どれだけ配ったかというのは恐らく聞けばわかるんですが、今ちょっと把握しておりませんので、

申しわけございません。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 足らんかったら追加で欲しいとかというような状況ではなかったということでよかったですか、

戻ってきたということで。戻ってきた分があるんやったら、それも有効に活用してください。お願いします。 

  とりあえず以上です。 

○戸上 健委員長 ご質疑もないようですので、続いて２５０ページ、鳥羽ＨＯＳＵプロジェクト推進事業から、

２５４ページ、インバウンド対策事業の範囲でご質疑はございませんか。この最後までです。２５０ページか

ら最後まで、２５４ページまで。 

  世古委員。 

○世古安秀委員 ２５０ページの鳥羽ＨＯＳＵプロジェクト推進事業、今、２９年度で終わりということでして
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いますんですけれども、この日本の祝い魚プランというのは、非常に鯛とアワビと…… 

○戸上 健委員長 マイクを。世古委員、ちょっと最初から言ってください。 

○世古安秀委員 ２５０ページの鳥羽鳥羽ＨＯＳＵプロジェクト推進事業ですけれども、平成２９年度で終了と

いうことなんですけれども、この中に書いてあります上から６行目、日本の祝い魚という、これはギフトセッ

トになっていますけれども、このキーワードというのは、旅館、各宿泊施設にとっては、鯛とイセエビとアワ

ビという三つの祝い魚ということで、非常に重要なキーワードであるかというふうに思いますので、今後とも

この祝い魚プランというふうな、これまでにいろいろとじゃらんとかいろんなところで、各宿泊施設がそのプ

ランを出して提供もしたりしているんですけれども、これ自体は、この祝い魚プランという名前自体は、引き

続いてやっていくということでよろしいんですかね。 

○戸上 健委員長 高浪課長補佐。 

○高浪課長補佐 日本の祝い魚プラン、もう何年目になりますか忘れましたけれども、ずっと宿泊施設の皆様に

とっては非常に高く売れる商品でございまして、今も自走して宿独自でやっていただいておりますので、今後

も引き続き日本の祝い魚というキーワードは使っていきたいというふうに考えております。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 ぜひめでたいというところと、鯛とイセエビとアワビという、こういうめでたいさまざまな人

生の節目の祝いのときに使うという、そういう食材を鳥羽の食材をＰＲする、そういうネームバリューになっ

ていますので、引き続いてこれを活用するように、各施設にも働きかけていただきたいというふうに思います。 

  これについては以上です。 

○戸上 健委員長 激励です。 

  他にございませんか。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 ２５２ページ、芸術を活かした観光振興事業のところをまず聞かせてもらいたいんですけれど

も、５００部つくっていただいておると、これ配ってもらっておるやつやと思う。これ制作時期はいつごろに

なったんですか。 

○戸上 健委員長 高浪課長補佐。 

○高浪課長補佐 制作は１年間かけて取材、撮影を行いまして、でき上がったのは３月になっております。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 というのも、これも補正で上がってきておったと思うんですけれども、こういう芸術のまちや

というイメージをつけます、つけたいですというような中で、多分こういう情報発信してイメージつけていく

んやということで、これ出てきたのを見させてもらったんですけれども、こればーっと見て、３月ぐらいにこ

れ出されて、４月にじゃこれ手にとりましたということで全部ぱっと見ると、もう終わっておるやつばかりな

んですよね。去年やったやつばかり載っておって、じゃこれを使ってどういうふうにイメージをつけていくん

かというのを教えていただきたいなというふうに思っていまして。 

○戸上 健委員長 高浪課長補佐。 

○高浪課長補佐 これは、ばらまき用ではございませんで、記録という形で、記録紙という形でつくらせていた
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だいております。ただ、今言われましたとおり、事前に情報を知って、たくさんの方が来ていただかなくては、

観光という意味では意味がないことになりますので、ここの成果説明書の下のほうに書かせていただいたんで

すけれども、今後は情報発信を事前に、告知が十分ではないということで、これからは数カ年の計画でアーテ

ィストの招聘であるとか創作活動をしたり、それから記録をつくるまで、少し１年間では足りないなというふ

うに思っておりますので、少し中期的なスパンで計画を立てなくてはいけないなというところで、少し企画検

討、取り組む必要があるということで課題を書かせていただきました。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 本当に今まで多分鳥羽にアートというイメージがほぼほぼない中で、ゼロのところに植えつけ

にいかなあかんというのは、すごい難しいことやと思うんですよね。なので、この５００部しかないものの使

い方ですとか、これつくるにまあまあな金額の５００万円というのがついておって、これつくった以外でもう

１個何かとか、こういう情報発信しましたとか、こういうイメージづけのための何か事業がありましたとかと

いうのがあれば、紹介もしていただければなと思うんですけれども、ありますか。 

○戸上 健委員長 高浪課長補佐。 

○高浪課長補佐 ２９年度に関しましては、この冊子がメーンでございます。今年度も同じようにこの冊子をつ

くらせていただいております。取材、撮影をしております。その中で、今回例えばこの９月から展示が始まる

ものがあるとすると、それだけのフライヤー、１枚切りの宣伝用のフライヤーをつくったりとか、そういった

ことはさせていただいておりますけれども、まだまだ計画、長いスパンでお客様をたくさん呼び込むところま

ではいっていないというのが現状になります。 

○戸上 健委員長 山本委員、まとめてください。 

○山本哲也委員 どうまとめていいかもちょっと自分もまだ落とし切れていないんですけれども、大変難しい仕

事になると思うんですよね、本当にこのアートの仕事とかというのは。人それぞれ感性も違えば、これがいい、

あれがいいとかという部分も出てきますし、それこそ現代アートとかというと、なかなか我々にとっては理解

しにくいアートであったりとか、目で見てわかるやつとか、すごいそういうのがようけある中で、鳥羽として

どういうアートを押していくかとか、そういう方向づけとかも大事になってくるんかなとも思いますし、成果

としてこれが上がってきておるということなんで、上手に使いながら、活用方法もしっかり検討していただい

て進めていっていただければなというふうに思います。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱりこれつくった限り、これを現場に来てＳＮＳとかにアップされておる分はどれぐらい

確認されていますか。そんなんまだ、ないんやったらないと言って。 

○戸上 健委員長 ２９年度で事業としてどうかということを答弁してください。 

  高浪課長補佐。 

○高浪課長補佐 ２９年度としてはあるとは思いますが、件数としては確認をしておりません。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 
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○尾﨑 幹委員 一番問題は、これを見て、ここへやっぱり興味を持ってもらう、それが僕やっぱり芸術を生か

したまちづくり、岡山へ行った直島と、それで去年、おととしは、佐久島へ。両方ともがバックがあるんです

よ。直島に関してはベネッセ、それと三菱化学やったかな、金やわね。あそこが二つとももう本当に職員を送

り込むんよね、休みになると。自分らでつくった芸術をベネッセの職員が磨きに行くとか、佐久島でもそうや

ったんですよ。トヨタ系の会社がやっぱり従業員を送ってまちづくりに参加していくんですね。たかだかボッ

クスが大きいんか、これ言うたら怒られるかわかりませんけれども、寝られる場所があるのに１５万人も来る

と。それはその半分以上がトヨタ系の会社のボランティア団体なんですよ。そうやって、そこからのＳＮＳの

発信が評価されてきて、観光客が来るようになったと。 

  だから、こういうものがつくられておるということはもうありがたいことで、次は何をしていかないかんと

いうて、まねせえとは言わへんけれども、一つどこかの芸術関係の企業と組むとか、企業、地方で何かをボラ

ンティアをせないかんよって。日本生命とスズキ自動車が熊野でスポーツ何たらいうて、カヌーの聖地を三重

県につくりましたよね。あれ全部企業のお金です。そして年間、シンカイやったか、何というまちやったか、

あそこにお客さんがよく来るようになったと。やっぱり聖地をつくっていくのは、企業の力とか企業のネット

ワークなんですよ。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員、それぐらいにしておいて。 

○尾﨑 幹委員 ちょっと待ってさ、何のためにほんだらこれ出ておるの。そこをやっぱり使えるような状況を、

観光協会も入っておったら、観光協会は偉いさんばっかりやで、それでなくても旅館の関係者が多いんやで、

お金持ちとか一流企業の役員とか、泊まりに来た人ら知っていると思うんさ。そういうところからつなぎを引

いていかな。いつまでたっても、これやりましたよで終わっていくだけでもったいないわね。本当に見る人が

見てくれたら評価されるのに、そこの人までたどりついてへんというのが現状やもんで、お金を出して人を呼

んでくるんじゃなしに、お金を出してくれる人を呼んできたらそれについてくるというやり方がほとんどやと

思います。そういうやり方も一度検討してもらって、それがやっぱり評価につながってもらわないかんよって。 

  これ、第２弾またつくっていくかどうかわかりませんけれども、それをするならば、一遍スポンサー探しも

していくべきやと。それはしたらいかんことはないと思うよって。何かやっぱり旅行業者に、観光イコールエ

ージェントみたいな会社にという、全然関係ないようなところでも一遍行くべきやと、僕はそう思っています

ので、そういう努力までしてください。お願いします。 

○戸上 健委員長 観光課長。 

○濱口観光課長 本当に貴重なご意見ありがとうございます。 

  実はこの内容を、僕も半年たちましたけれども、鳥羽市広告宣伝戦略委員会という若い方々がいろいろ柔軟

にＳＮＳの発信であったり、いろんな方法を検討していただいていますので、そこら辺ももう十分若い方の力

をかりまして、何かええ方法を模索していく気持ちはもう皆さん持っていますので、何とかしてみんなに、よ

り多い方に発信できるようにしていきたいと思います。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 今課長が言われたように、職員さんにしろ、ＳＮＳ一つ発信しておるなら、職員なら特に、も

しくは一つ何か、答志のほうにはいろいろなオブジェがいっぱいあると思うんです。これのスポンサーいかが



－77－ 

ですかとか、市の職員がやっていけば、本当にひょっとしたら興味のある人はばんばん来ると思うんさ。やっ

てみやなわからんことやけれども、そういうただで、ただということはないけれども、ちょっとした努力で実

のるものもあると思いますので、そこら辺から火ついていくのは、やっぱりすごく果てしなく広がるんじゃな

いかと思っていますので、そういう努力をお願いしたいと思います。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  世古委員。 

○世古安秀委員 先ほど言いかけて、ちょっとまた後でということでしたので、２５３ページの下のほうのイン

バウンド対策事業、先ほどちょっと言いましたけれども、観光課長が一緒に高山、飛騨のほうへ行ってこられ

て、この２３１ページにも観光客数の推移が書いてありまして、やっぱり年々観光客数と宿泊者数も減ってき

ているという状況の中で、なかなか国内の観光客をこちらへ呼ぶというのは非常に難しくなってきたという状

況と思います。特に台風とかこの間の地震とかいろんな災害とかが多くなって、実際に減ってきたというふう

なのも新聞記事も出ていますけれども、今後はやっぱりインバウンドやと。海外のお客をいかに鳥羽のほうへ

引っ張るかというふうに思いますけれども、鳥羽は１７年度は１０万人でしたかね、外国人の宿泊は。昨年度

は１０万人というふうなことで、高山は５０万人というふうなところで、長い期間の取り組みがあっての成果

なんですけれども、少しでも近づけるようなそういう取り組みが必要かと思いますので、その辺を何からやっ

ていって手をつけていいんかというふうなところがあるかと思うんですけれども、まずやっぱり外国人がこの

鳥羽というのをどういうふうにインターネットとか、ほとんど情報を入れるのはネットとかですよね。スマー

トフォンとか、そんなんで情報を入れるかと思うんですけれども、どういうふうに映し出されているのか、各

旅館の施設とか魅力とかが、そういうことをまずここに来て、それでもてなすということが非常に大事なんか

なと思うんですけれども、その辺の、ここでは商工会議所のほうでは、ファムトリップとかいろんなことをし

たというふうに書いてありますけれども、その辺、課長、実際に視察にも行ってきて、今後どういうふうに取

り組んでいったほうがいいかなというふうなところ、それちょっとお聞かせ願えればと思います。 

○戸上 健委員長 観光課長、２９年決算から答弁してください。 

  観光課長。 

○濱口観光課長 今の世古委員の質問にお答えしたいんですが、インバウンド対策事業としては、２９年度決算

成果としては、これ以上のことは述べられません。ただ、これのステップとして、実は３０年度はもう既にコ

ンベンションの対策であったり、インバウンドの強化体制もとっていますので、これからふえるであろうイン

バウンドの方々に対しては、今体制を整えているところでございます。 

  実績としては、これまででもうちょっと終わっていまして、ファムトリップの回数３８回、１７８人受け入

れというふうにインバウンド事業でありますが、この辺からいろんな情報を仕入れまして、今、鳥羽はこうい

う状態ですよというのは聞いておりますので、そこを今度、次につなげるように、今対策を一つずつ進めてい

るというのが現実で現状でございます。 

  以上でございます。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 もう一点、高山へ行ったときでもそうなんですけれども、その受け入れ側のほうも、施設のほ
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うもなかなか外国人に対してのいろいろな拒否反応というよりも戸惑いがあるというふうな部分、向こうでは

冊子をつくっていろんな活動をしたというふうに聞いておりますけれども、２９年度ということやなしに、今

後の方向も含めて、その受け入れ側の施設に対しての外国人は大丈夫ですよと、ウエルカムですよというふう

なのの、そういうことの体制づくりというのを、その辺については、課長、どうですか。 

○戸上 健委員長 観光課長。 

○濱口観光課長 決算ですので、体制づくりはこれからというふうにしか答えられないんですが、市民の方々の

受け入れ態勢という、僕も観光行ったら、現実、高山の視察のほうも行かさせてもらった感想を言わせていた

だきますと、やはり高山のほうはもう受け入れ態勢進んでいますし、やっぱり事業者さんそれぞれがもういろ

んな準備をされているというのは感じました。それをすると、やっぱり鳥羽のホテル関係はある程度そろって

いるところもあるんですが、まだまだ商店街までは行き届いていないというのは現実あるかなと思いますので、

そこら辺は実感として感じたところでございますので、その辺を含めて、今後に生かしていきたいというふう

に思っております。 

○戸上 健委員長 世古委員、まとめてください。 

○世古安秀委員 最後にもうまとめるというよりも、一緒に課長も高山と飛騨のほうへ行って勉強してきました

ので、そういうこともぜひ今後のインバウンド対策に生かしていただきたいなというふうに思います。 

  以上です。 

（「委員長、関連で」の声あり） 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 ちょっと順番があべこべになっていると思うんで、もう少し細かいところ、この２９年度決算

の中で、そのファムトリップ受け入れてもらって、各事業所さんにさまざまなアドバイスや指摘をしていただ

いていると思うんですけれども、その内容を把握してもらっていたら、こういう指摘をいただいて、こういう

ふうに改善したみたいな２９年度の話があったら教えてほしいのが１点と、その③のところで、ベトナム旅行

会社との商談会を実施したという、その実施して何かいい結果が、こういうふうな商談の内容、余り詳しくは

言えないんだろうけれども、興味を持ってもらってぜひ今度はこういう展開がしたいとか、そんな話があれば

紹介していただければ。 

○戸上 健委員長 観光課長。 

○濱口観光課長 いろいろファムトリップを通じて、私のほうが聞かさせていただいた内容につきましては、や

はり奥村議員にも指摘あったんですが、ホームページとかいろいろ情報を得るところの内容がいろいろ煩雑過

ぎてわかりにくいというのは言っていました。細かく誘導されるようなページになっていないということで、

外国人の方々が、例えば時刻表を見に行きたいんやけれども、なかなかそこまでたどりつけないというのは、

実際に聞いています。もう一つは、定期船関係なんかでも、やっぱりなかなかまだ外国人に対応したところま

でいっておりませんので、今後また定期船といろいろ協力しながら、乗り方であったり、いろんな方法だった

りというのは、今後やっていかないかんことかなというふうには思っております。 

  ２点目のベトナム商談会につきましては、実はこれ商工会議所のほうで進めてもらった内容なんですが、ち

ょっと私のほう、今、正直つかんでいませんので、もし高浪さん、わかっておれば。 
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○高浪課長補佐 何もないです。 

○濱口観光課長 すみません、内容まではちょっと会議所のほうで進めていただきまして、ちょっと。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 わかりました。 

  このホームページというのは、観光協会のも含めてということなのかな。うちの市のだけなのかな。 

○戸上 健委員長 観光課長。 

○濱口観光課長 全部含めてです。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 わかりました。 

  違うところでのを続けてよろしいでしょうか。 

○戸上 健委員長 どうぞ、続けてください。 

○河村 孝委員 ちょっと漁観連携が飛んでしまったんで少し触れたかったんですけれども、２５１ページ、漁

観連携のところで、②の宿泊プラン造成販路開拓の②のじゃらんでの宿泊プランを販売してもらって、２９年

度は４１件の１６８人あったと思うんですけれども、実際に泊まっていただいたお客さんにアンケートとかし

たのなら、それを教えていただきたいのが一つと、もしアンケートとかしていないんであれば、じゃらんから

の口コミ等の情報を把握していれば、やった結果どういう満足度を得たのかなみたいな情報があれば教えてい

ただきたいのが、まず最初にそれをお聞きします。 

○戸上 健委員長 高浪課長補佐。 

○高浪課長補佐 じゃらんで７件の宿だけなんですけれども販売をしていただきました。口コミについては、じ

ゃらんの中身を見ればわかるんですけれども、今ちょっと把握しておりません。アンケートも特にやったとい

うことは聞いておりませんので、満足度ですかね、そういったことは把握をしておりません。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 せっかくこういうことをやっていただいて、すごくいいことだと思うんで、ぜひそういうこと

も把握していただいて、旅行検索サイトが今もう日本の国内の中でメーンになってきていますんで、そこの口

コミというのが非常に鳥羽市の印象につながる、その事業所の印象につながる、直結してくると思うんで、そ

の辺もぜひ今後把握していただけたらなと思うのが１点と、その後のサワラのブランド化の事業で、フィッシ

ュアナライザーを用いた検証結果を検証したというところで、フィッシュアナライザー、皆さんわかっている

かどうかわからんけれども、その魚の脂分をしてどれだけおいしいんやというようなものを実際に検証しても

らった結果、これだけ鳥羽のサワラよかったよと、成績よかったよみたいなデータがあれば、紹介していただ

ければありがたいんですが。 

○戸上 健委員長 観光課長。 

○濱口観光課長 鳥羽で揚がるサワラほとんどが１０％以上の脂分乗っていまして、すごく脂が乗っているとい

うふうなのは、もうこのアナライザーの結果が出ていますので、全体がどのぐらいの率かというのは、ちょっ

と今水産に聞いたらわかると思うんですが、ちょっと今全体を私持っていないもんでお答えできないんですけ

れども、１０％以上の脂が乗って、すごくおいしいサワラになっているというのが事実でした。 
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○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 ぜひ観光が把握しているというか、水産が把握せないかんことやとは思うんですけれども、そ

の辺も明確な数字でこれはもうわかると思うんです。それがイコールおいしいにつながると思うんで、ＰＲポ

イントとして使っていただいて、サワラのブランド化が始まってから結構年数もたってきていますんで、徐々

にであるけれども、浸透しつつあるんだけれども、もう少しステップアップしていただけるような展開もお願

いしておきたいと思います。 

○戸上 健委員長 高浪課長補佐。 

○高浪課長補佐 サワラのブランド化につきましては、２９年度は検証、フィッシュアナライザー使ってサワラ

の個体の脂肪分をはかったりしましたけれども、今年度９月１３日、つい先日ですけれども、ブランド化をし

ていくということで記者発表をさせていただきました。１０月になればサワラをトロサワラということで、ト

ロサワラ宣言出せると思いますので、期待をしておいていただければと思います。 

（「委員長、最後に」の声あり） 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 それが実際、鳥羽の観光の魅力のアップだけじゃなくて、漁観連携の狙いのとおりに、一本釣

りの漁師さんたちの漁価に反映されてくるような形まで、最後まで持っていっていただきたいなと思います。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 インバウンド対策で、今、河村委員が言われたように、ベトナム、うちの入り方がちょっとま

ずいんじゃないかなという。これはもう２９年度でもベトナム大使とベトナムの官僚が来て、まず三重県で飯

会があるんですよ。僕そこに呼ばれて行っておるんさな。そやけど、鳥羽から誰も来ていないんさ。それで、

次、２回目やったときは、僕は三料会の料理長連れて行ったんさな、大使に会いに。そういうことは三重県で

はやっておるのに、鳥羽に情報が入ってへんというのが、僕ちょっと信じられへんで、もうちょっと三重県の

知事がやることに対して、今度はミャンマーや台湾やな、今度は。あれはやっておるわけやで、その情報がや

っぱり鳥羽市に入ってきいひんということ自体が、もうちょっと聞きに行ったら、直接エージェントに会うの

はもうありがたいことなんやけれども、その前に大使を入れてエージェントと会ったらどうなんやというとこ

ろまでちょっと考えて。やっぱりそれはもう変わるよ。 

○戸上 健委員長 観光課長。 

○濱口観光課長 実は、私、来てもう間もなくベトナム大使の官僚と会います。実際そういう流れでもうことし

来ていただくということで、観光と何か言われていまして、そしてその辺ではもうつながせていただいてやる

予定ではおりますので、よろしくお願いします。 

○尾﨑 幹委員 それからおりるのと、下から入ってくるのと、まちの中にイベント屋みたいにして出すのと、

その違いは絶対あるよって、頑張って。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○戸上 健委員長 質疑もないようですので、以上で本日の審査を終了します。 

  引き続き、本日の振り返りを行いますので、執行部の皆さんは退席をお願いします。 

（午後 ３時５８分 休憩） 

─────────────── 

（午後 ４時００分 再開） 

○戸上 健委員長 それでは、本日審査した範囲の振り返りを行います。 

  委員の皆さん、きょうは冒頭、スピードアップする審議にご協力お願いしますというふうにお願いをしまし

た。その結果、当初のスケジュールどおり、観光課まで４時までに終わることができました。本当にありがと

うございました。ちょっと発言を制限したところもありまして、申しわけない部分もありました。 

  それでは、まず、資料提出で委員長のほうに出されました件から検討していただきたいと思います。 

  世古委員から、集落支援員の報告書、レポート、これは担当課のほうに出ておるんで、それを議会のほうに

も資料提出してほしいというご意見でした。これはもうご異論ございませんね。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 じゃこれは提出してもらうということにしたいと思います。 

  この本日議論した中で、委員の皆様から取り上げたい事業等はございませんか。 

  まず、税務課から順次いきたいというふうに思います。いかがでしょうか。 

  尾﨑委員から、この不納欠損の状況が納税率にどう関連したのかという記述が成果説明書にありませんでし

た。これは僕も大事な点だというふうに思うんです。収納率が９１.６％まで向上しましたけれども、分母で

カウントするものが、その中に不納欠損で処理した６,０００万円以上、これも入っております。ですから、

９１.４％そのものを税収がプラスしたということではありません。その点の指摘が尾﨑委員からあったわけ

ですけれども、このあたりはどうでしょうか。 

（「すみません、委員長」の声あり） 

○戸上 健委員長 はい。 

○上村次長兼庶務係長兼議事係長 資料としては、歳入の処理のときに、既にこれ今回の２９年度の部分が入っ

ていますので、まず全体としてはここでわかってもらえると思います。ただ、調定の２９年度当初の予算を編

成するときに、要は２８年度末の決算が終わった後の繰り越してくるときの、要は毎年の年度初めの流れがわ

かりにくいのかなという感じが、すみません、事務局として聞いていて思いました。ただそれを税務のほうで

わかるような資料をという話になろうとすると、単純に２８年度の歳入歳出の市税に関する一覧表と、今回で

は２９年度の当初でこれだけの不納欠損で落としました、繰り越した額が調定額としてこれだけ上がっていま

すという流れでしか表記はできにくいのかなというふうには思います。 

○尾﨑 幹委員 これことしに載っておる不納欠損は、来年度に使われるということになっておるよって、こと

しの…… 

○戸上 健委員長 いやいや、そうじゃない。 

○上村次長兼庶務係長兼議事係長 まだ今から不納欠損なので。 

○尾﨑 幹委員 いやいや、違って、２９年度の上がっておるのは、３０年度の決算で消されてくる部分やもん
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で…… 

（「滞納額の推移についても……」の声あり） 

○戸上 健委員長 いやいや、よろしいか。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 次長の説明のとおりやと思うんですよね。だから、２８年度不納欠損になった分が２９年度の

滞納額の削減につながっておる話やもんで、ちょっとそこは年度をまたぐんで難しいところはあるんですけれ

ども、尾﨑委員の指摘のように、今回８,８００万円になった、金額がふえておるから、尾﨑委員も多分心配

で、そういうところを指摘したと思うんですよね。そこの中では、税務課の職務というところもそうなんだけ

れども、その不納欠損にする審議会、副市長を中心としたところがあると思うんだけれども、そこの考え方と

いうかの話ではないのかなと。不納欠損をそこが認めると。要するにもう３年間置いたままで、３年間どうし

てもこれはもう取れやんやろいうという、残ってきたところについて処理したのがたまたま今回大きかったと

いう、２９年度大きかったという話だと思うんですけれども、それをちょっとここでというのは難しいのかな

と私は思うんですけれども、委員長。 

○上村次長兼庶務係長兼議事係長 ですので、それをまとめてきたのがこの表になっておるわけです。どういう

理由で欠損しますよという理由もここに書いておるので、ですので、この総額が今８,８００万円の数字が出

ておるのが、今回の不納欠損額の市税で、一番上の行に出てきていますので…… 

（「この説明書の一番最初に出てくるわな」の声あり） 

○上村次長兼庶務係長兼議事係長 ここです、冒頭にある分です。関する説明書の冒頭におりますので、これを

税務課の一般会計歳出のところで、それをというところで二重の説明を求めるような格好になってしまうので、

ちょっとここは逆に言うと、税務課がどういう業務をしたかということを歳出の部分で報告をしておるので、

逆に、歳入に関することを歳出のところで聞くことがいかんというのか、歳入をしておるときに、税務課のこ

の不納欠損の動きを聞くことがいいのかというのは、再度これは執行部と詰めたほうがいいんではないかとは

思います。どちらにしても、どちらに重点を置いて聞くかというのが出てきますので。 

○尾﨑 幹委員 いいですか、個々のこれは努力でええと思うんやけれども、ただこういう滞納繰越額がごんと

減ってくると、いかにも徴収したように見えるわけですよ。そやけど、最後のここになってくると、不納欠損

が８,８００万円と。そやけど、ここで計算するとちょっとおかしい内容で出てきたのが、２８年度の決算が

２９年度のあれに反映されておるという話やもんで、ただこれを見ると、頑張っておるんやなと。頑張ってお

ると思うんですよ。ただ、整理回収のお金と上がってくるお金のあれが余りにもちょっと頑張っていないなと

いうところが見えたもので言わせてもらっただけで。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 不納欠損が法的というよりも、規則に基づいてきちんとされていると思うんですよね。こうい

う理由でもう不納欠損の処理をしますということは、それはもうきちんと処理されておりますので、それをど

うこの決算書の中へ組み入れるかといっても、データはきちんともらっているわけですから、そこをあえてど

うのこうのというふうなことは何か。 

  僕はやっぱり税務課については、徴収事務については頑張って上がっている。もう預金通帳もチェックをし
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ながら、お金を持っておっても納めへんというふうな部分に関しては、もう通帳を差し押さえてもらうように

しておるという、そういうところも聞いていますので、そういう努力、何回も申告というか催告をしてもせえ

へん、納めない人たちには、そういう努力も、夜間も徴収したりというふうな、そういう努力はされているの

で、これはそのほうがいいかなと思います。 

○尾﨑 幹委員 そしたら、これは今後の課題でいいです。 

○戸上 健委員長 徴収率の９１.４％ふえたということの計算をきちんとわかるように求めておくということ

が１点と、それから決算成果説明書に市民税、法人市民税の徴収額、そういうものが記述されておりましたの

で、この質問、質疑の中も、本来であれば、歳入の部分で議論すべき点を歳出の部分の各課のところで議論が

あったということですので、この成果説明書の記述についても、今後改善を求めていくというふうにしたいと

いうふうに思います。 

  税務のほうはよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○戸上 健委員長 次に、市民課ですけれども、この点はいかがでしょうか。 

（「いいですか」の声あり） 

○戸上 健委員長 はい。 

○尾﨑 幹委員 市民課もあらゆる事業が多いんですけれども、やっぱりそこそろいろいろな形の評価をしてい

ただくとありがたいかなと。この一番最初の地域がんばる団体とか、僕、やっぱりどこまで頑張って、だから

この援助、応援事業になっていくんかとか、やっぱりその基準をそろそろもうつくるべきかなと。言うてきた

人にこれだけ欲しいもんで、頭が２０万円です、早いもの勝ちですみたいな形では、やっぱりちょっとおかし

いんじゃないかなと。３年やって、これでも自立できひんだら、やっぱり次の人がもう入れへんような状態に

なっておるような気がしましてね。 

（「いや、そうでもない」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 これも予算決まっておるで、これ予算、次々欲しい人はいっぱいおるけれども、早いもの勝ち

やろ。 

（「ちゃんとプレゼンやってやっておるよ」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 だけどさ、やるのはええけれども、これをいつまでもやるよりは、３年で頭打ちとか、次、新

たな事業をするならいいという形をせな、新たな人が入れませんやんか。 

○戸上 健委員長 そら、希望は門戸を開いて誰でも…… 

○尾﨑 幹委員 いや、開けやないかんよ。 

○戸上 健委員長 それは希望をとって、プロポーザルをやって、プレゼンやって、そして副市長以下、三、四

人のジャッジがおって、そしてジャッジしていくということやもんで。 

○尾﨑 幹委員 いいんです、できひんのやったらええけれども、今言われたように、もうちょっと広げて、も

っと子供らでも取りにいけるようにならな、団体なんやで。団体でもやっぱり限られた団体になりかけておる

という懸念があると思うもんで、僕は言うただけで。 

○戸上 健委員長 応募の制約があるんかいな。 
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（「いや、これは応募分の採用ですよ、１０分の１０」の声あり） 

（「これはほかになかったか」の声あり） 

（「ないです。応募したやつは全部採用されていますので」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 そやで、応募したけれども、これだけしか来いひんだというのは、あらゆるところに本当に満

遍なく情報が行っておるかということなんですよ。そこまでやってこそ、ちゃんとしたがんばる応援になって

いくという。僕の知り合いが団体にちょっと入ったってくれよと言うたら、それは入れるわけなんですけれど

も。一つの団体は、やっぱり４００人も入れて、あれ幾ら取っているのか、３,０００円でしたか、井村さん、

ジャズは１人、入場料。 

○井村行夫委員 ２,０００円です。 

○尾﨑 幹委員 ２,０００円、それが４００人以上入ったというお話は聞いたんやけれども、どこまでお金を

やったらいいのか、やっぱり本当に手弁当でやっておるところらへんと、利益をちゃんと得てやっておるとこ

ろとの温度差はどうかなというのは考えていかないかんところやもんね。事業としてやっておるわけですから、

自分らの団体のお金もうけが。この人らはお金もうけもできひんけれども、伝統文化を守りたいとか、いろい

ろな奉仕でやっておるところと、その違いをちゃんと明確にすることが大事じゃないかなと思っていますので。 

○戸上 健委員長 判定の基準か。 

○尾﨑 幹委員 基準をちょっと一遍つくるべきやと思いますね、もうそろそろ。３年もやっておるわけやで。 

（「あるはずですよ、ありますよ」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 あるの。 

（「補助金やからありますよ」の声あり） 

○戸上 健委員長 交付規則のようなものがあるわけ。 

○尾﨑 幹委員 そしたらやっぱり入れへんわけやな。一応イベント団体ができて、これを取ってやりたいなと

いうとやっぱり難しいわけや。 

（「予算額に対して決算が残っておるんやで余地はあるんです」の声あり） 

○戸上 健委員長 不用額が出ておるんやな。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 多分、尾﨑委員が言うておったように、いつまでもずっとこれをもらいながらやるんじゃなく

て、自分らでできるための仕組みをつくるとか、そういうふうなところを言うておると僕は思うんです。なん

で、これがないとできひんような事業じゃなくて、これをもらいながら自分らで自立できるような事業にして

いってもらうと、そういう新陳代謝もいろいろあって、いろんな団体がどんどんものをやりやすくなるんじゃ

ないかなということを僕は言われておると思うんで、多分議論するところはそういうところなんかなというふ

うに思います。 

○戸上 健委員長 わかりました。 

  これまとめなあかんので、１項目入れてまた最終日に皆さんのところへ出します。 

  次に、環境課についてはいかがでしょうか。 

  すみません、今、事務局のほうから、声が重なって放送では聞きづらいので、１人ずつ話すようにお願いし
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ます。すみません、僕の仕切りが下手ですもんで。議員間討論もウエブで流れていますので、さっきの委員会

と同じように挙手して、指名して、そして発言をマイク入れて発言してください。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱり火葬場ですね。あれはやっぱり強く言うておかないかんのじゃないかなと。やっぱり

公でいろいろな人が使う場所やで、もう本当に坂倉委員が言うたように、場所も検討してもうて、やっぱり修

繕だけではもうだめなような。焼くのも時間かかるし、よそと比べたら倍かかっておるわけやし、そして

３５年までは昭和５６年建築基準の後に建っておるもんで、耐震もせんでええというのはよくわかりますけれ

ども、ぼろぼろですよ、裏とか。みんな裏へ行って見たとき、僕、何遍も直しに行っておるんやけれども、本

当にといがもう外れたら外れっ放しとか、みすぼらしいのがあるのと同時に、改修、改修と、改築に変えてい

かないかんという要望をやっぱり議会から出していくべきじゃないかなと。場所はもうわかっておったやんか。

本当は松尾やったわけやんか。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 坂倉広子委員もおっしゃって、先ほど尾﨑委員も言いましたけれども、やっぱりこの場所では

なかなか津波の心配もあるし、もう高台、違うところへ改築ということでやっていかんことには、市民のほう

からもあそこで大丈夫なんかと。もし何か災害があった場合に対処できるんかという声をやっぱり聞きますの

で、その辺は課題として、すぐにというのはいろいろ消防とかいろいろ施設ありますので、課題としてきちん

と位置づけをして計画を策定するような格好でしてもらうというふうなことがいいんかなというふうに、これ

明記するということは必要じゃないかなというふうに、私は思います。 

○戸上 健委員長 それでは、この堅神の火葬場については、改築の方向を執行部としては検討するようにとい

う提起をするということでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○戸上 健委員長 ほかにいかがでしょうか。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 先ほども指摘しましたけれども、環境の第３次の生活排水対策推進の計画を、これはもう委託

じゃなくて自前で作成をして数百万円の経費節減につなげたというところは、議会として評価するというのは、

ぜひ頑張ったところに対しては明記してやってほしいなと思います。皆さんに聞いてあげてください。 

○戸上 健委員長 これは皆さん、異論ないというふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 世古委員、よろしいですか。 

○世古安秀委員 異論なしで、市長に提言というよりも、委員長報告の中へぜひ入れてやってほしいなというふ

うに思います。 

○戸上 健委員長 各課がこういう姿勢にぜひ学んでほしいということを強調しておきたいというふうに思いま

すし、そして環境のほうは、例の漂着ごみの事業でも、去年より２８年度より１,０００人ふやして、もう

３,０００人近いボランティアを組織したと。これも非常に高い評価ができるんじゃないかというふうに思う

んです。 
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  他にございませんか。 

  片岡委員から、不法投棄の点について、これは環境課のほうも非常に頑張っておるんだけれども、苦慮して

おる状態ですので、私聞いておって法的に非常に難しいというようなことでしたので、市としての条例制定が

要るんやないかなというふうに思ったんですけれども、その点はいかがでしょうかね。そういうのをちょっと

探究して、仮に１カ月間放置したままということで、持ち主がわからないというふうなことであれば、これは

もう撤去できるというふうなことも含めて、相当強い規制がないと従来どおりなかなか枠を超えないというふ

うに思うんです。 

（「これはもう三重県にはあるでしょう、不法投棄。県条例であったと思う、なかったか

な」の声あり） 

○戸上 健委員長 よろしいか。担当課も環境課もそうやって国の条例、県の条例、市の条例を恐らく駆使して

おるというふうに思うんです。にもかかわらず、ああいった片岡委員、去年指摘なさったようなことが、この

１年間も、２９年度も改善されていないと。今なお改善されていないということですので、何らかの規制措置

というのが必要ではないかというふうに思うんですけれども、皆さんとしてはいかがでしょうか、この点は。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 本当に環境課長が言われたように、取り締まれへん部分をうまいこと利用されておるわけです

よね。これ自分の宝物を置いてあるだけやと言われたら、もうそれまでやもんで、宝物でも１カ月後には移動

させやないかんとか、それを取り締まるのは本当に難しいと思うんですよ。それを置いたんなら、設置物やと

問題がまた違うし、ただ置いてあるというだけの移動の中身をつくっていかないかんの違うかなと思って。何

カ月以上ここに置いてあったら産業廃棄物として認めるとか、それしか無理やもんな。何か、俺、県へ行って

けんかした覚えがあるもん。 

○戸上 健委員長 担当課として、そういう新たな市独自条例で規制できないかということを一遍探究してもら

いたいというふうに、委員長報告の中でも入れるというふうにしたいと思うんですけれども。 

  環境について、あとよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○戸上 健委員長 次に、健康福祉ですけれども、健康福祉についてはいかがでしょうか。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 先ほどの市民課の部分とまたぐんですけれども、集落支援員のあり方、健康福祉課が中心にな

って地域共生社会を目指すというところで、一生懸命今頑張ってくれています。これからの集落支援のあり方

として、高齢化によって、なかなか自治会が機能しにくくなってきているのが１点、尾﨑委員に聞きましたけ

れども、ある地区においては、民生委員さんだけではもう手が回らなくなってきている状況も起こっていると

いう中で、この集落支援員の配置の仕方も含めた拡充は、ぜひ将来に向けて検討するべきではないのかなとい

うふうに思います。 

  各課にまたがってしまうんで、なかなか健康福祉だけというわけにはいかないとは思うんですけれども、当

然、社協、民生委員さん、各自治会さん、ボランティア団体も巻き込んだ中でつくり上げていかなきゃならな

いものなんで、非常に壮大なテーマなんで時間もかかるんですけれども、そこに上手に集落支援員さんを配置
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しながら、そういった方向を目指すという点においては、そこの事業を一本化するのがいいのか、今のまま市

民課分と健康福祉課分に分けて事業を展開していくほうがいいのか、その辺はもう今後進めていく上で柔軟に

対応していってほしいなと思います。 

  いずれにしても、そこの拡充をぜひお願いしたいなと、皆さんに議論してほしいなと思うんですけれども。 

○戸上 健委員長 この点はいかがでしょうか。集落支援員の財源はほとんど国から来ますので、市の懐は痛み

ません。それで、さっきも河村委員の指摘のように、各課にまたがっていますので、集落支援全体をくくって、

今の鳥羽市にとっては非常に大きな役割をこれからも果たしていくし、今も果たしていると。拡充の方向を努

められたいというふうに提言したいというふうに思いますけれども、それでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○戸上 健委員長 それから、そのほか健康福祉課はよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○戸上 健委員長 ちょっと私のほうから提起したいんですけれども、生活困窮者自立支援で、学習塾のやつを

２９年度から始めて、中学校３年生の３人がそれを受けて、３人とも高校入学が果たせたと。それからこのプ

ランの作成も２４件で、全国６００幾つの自治体の中で５０位以内に入ったというのは、鳥羽が４２位でした

か。三重県で鳥羽だけだと、５０位以内に入ったのは。そういう事例も紹介されておりました。 

  山本委員から、この中身が、数字だけではなくて中身が非常に大事だという指摘もあったんですけれども、

この２８年度、２９年度と着手して、このプラン作成を支援して、自立まではまだ至らないけれども、一つの

重要な事業だと、この点も評価しておく必要があるというふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 では、これもそうすると。 

  あと、次、農水商工ですけれども、いかがでしょうか。 

（「１点、すみません」の声あり） 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 農水のほうで、学童保育、加茂地区から２４名の方が送迎をしているというふうな、そういう

ニーズがあるというふうなことで、検討しているというふうな話の答弁でしたけれども、早急な対応をやはり

進めてやってほしいというところでの何か言葉を入れてほしいなというふうに思います。 

○戸上 健委員長 ４０人を超えるという答弁もありましたもんで、定員４０人で超えるということになります

と、全体にキャパとして今は手いっぱいに来ておるということだと思うんです。加茂の子供たちも２１人か

２４人でしたですか。 

○世古安秀委員 ２４人運んでいるんです。 

○戸上 健委員長 ２４人、半分以上がもう加茂小学校の子供たちで、それをピストン輸送しておるもんで、本

来であれば、もう加茂に学童保育をもう一つつくるべき、そういう時期に来ているというふうに言えるという

ふうに思うんです。これも提起しておきたいというふうに思いますけれども、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 広子さん、加茂もですけれども、これはよろしいでしょうか。 
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○坂倉広子委員 要望はあるということで、非常に要望があると、加茂小に。そして、それは受け入れする会長

さんというんですか、そういう人を今探しているんですということで。 

○戸上 健委員長 保護者会のようなものを。 

○坂倉広子委員 そうです、そうです。 

（「面倒を見る人が要るわけか、指導員とかそういう人が」の声あり） 

○坂倉広子委員 そうです。それに手を挙げてくれる人がいないと運営ができないというのは聞いております。 

○戸上 健委員長 なるほど、わかりました。じゃこれも入れるということにしたいというふうに思います。 

  ほか、健康福祉はよろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 それでは、次、農水商工でご意見どうぞ、お聞かせください。 

  木下副委員長。 

○木下順一委員 昨年に引き続いて、やっぱり獣害対策、戸上さんの質問にもありましたけれども、課としても

一生懸命やってはいただいていますけれども、やっぱり追いつかんだけの頭数があって、そういう農地やられ

ておる方のところへ行くと、必ず獣害被害のことを言われますんで、さらなる研究をしていただいて、これも

拡充していただくような方向でお願いできればなと思いますが。 

○戸上 健委員長 わかりました。これはもう続けて入れるということにしたいというふうに思います。 

○坂倉広子委員 きょうのニュースで、猿に市民の人がかみつかれたという…… 

○戸上 健委員長 鳥羽の市民が。 

○坂倉広子委員 いや、鳥羽じゃないんですけれども、県外ですけれども、そういうニュースもあって、こんな

の初めてのニュースでは。飼っているわけじゃないので、野生の猿にかまれたといって言っていましたので、

すごく危険性を感じました。 

（「いいですか」の声あり） 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 執行部に言っても、獣害対策の予算は全部県なんさ。県の割り当てが余りにも低い。取り組み

たくても取り組めへん現状がありますので。 

○戸上 健委員長 県へも言うということやな。 

○尾﨑 幹委員 いや、もう県へ僕、何遍も行っておるんさ。そやけど、余りにも桁違いの予算の少ないのが現

状やもんで、うち６１万円やったかな、２９年度で。そして、大体半年で補正が来るんですよ、国から。それ

はゼロやでね。多いところは、やっぱり松阪やあっちになってくると、スタートが４,０００万円やでね。そ

して補正でまた同じぐらいついてくるんですよ。それがうちはゼロなんですよ。やっぱりもうちょっと県会議

員に頑張ってもろうて、僕は何遍も行っておるけれども、県会議員にちゃんと言わせてくれと言うてくるんや

で、向こうの担当者は。 

（「一緒に行ったらええんや」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 行かんでも、これだけ問題になっておったら普通言うやん、そこは言うてもらわな。執行部に

言うたところで、これは難しい話なんですよ。それか、民間と組んで新しい取り組みをやるか。そういう形が、
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それは充実するのが一番やけれども、執行部にこれを言うたところで、面積で来ておるよって、そこら辺が難

しいんかなという考えはありますけれども、どうでしょう。 

○戸上 健委員長 獣害対策については、拡充をすると。僕の質問でもおじろ用心棒、猿落くんと、ああいう新

しい県の技術研究所の開発したおりを取り入れてモデル地区をつくるということでしたもんで、そういう方向

でさらに頑張れというふうに、尾﨑委員、そこにとどめておきたいと思います。 

○尾﨑 幹委員 もうおりじゃなしに電波なんですよ、今、新しいのは。今度見てくるけれども、栃木に行って

見てくるよ。フィールドガードというて、国の新しい手法ができてきたもんで、行って見てきます。 

○戸上 健委員長 わかりました。 

  それから、農水のほうで皆さんから評価が高かったのが、この地域おこし協力隊の海女さんの存在が、地域

の海女さんも励ましておるという河村委員の指摘もありました。そこの海女さんからすごく助かったと、海女

さん応援事業というのもありますし、地域おこし協力隊の存在の役割が非常に大きかったという点もあります。

新たに海女になったということで、もうこれはすごいことで、海女さん条例を制定した議会としては、執行部

のそういう取り組みについて、２９年度からこの３０年度にかけて、また激励して、励まして拡充・強化して

いってほしいというふうに入れたいというふうに思うんです。 

  それから、水産関係でも、委員の皆さんから出ていた漁業就労応援事業、７人のうち２人が希望して、それ

も１０代、２０代の青年で、そのうち１人が見習いとして修業をしておるという、これも非常に大きないい話

じゃないかというふうに思うんです。わずか５０万円の予算執行でこれだけの成果があるということは、これ

もたたえていいんじゃないかというふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 オーケーでしょうか。 

  農水商工、その他ございませんか。 

  それから、起業育成支援事業、これ５４万９,０００円なんですけれども、これも神島と移動販売の創業、

これを開始したというのがありましたので、これも評価したいというふうに思うんですけれども、商工関係で、

よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 次に、観光についてはいかがでしょうか。 

  ちょっと観光の議論は、僕、時間をはしょってしまいましたので、なかなか煮詰まらなかったというので申

しわけなかったんですけれども、皆さんとしては、これはもうぜひ決算委員会で指摘しておきたいという点が

ありましたら。 

  尾﨑委員、どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 観光のインバウンドに関しては、やっぱり文教産業で先進事例を見に行っておる、そして課長

も行ってもうた流れの中で、やっぱりちょっとおくれた取り組みはもう現状やもんで。そういう中でも、この

２９年度の実績で、そのベトナムの中の旅行業者と商談したと。先ほども言うたんやけれども、祭りの中のテ

キ屋のテナントを１個出したようなレベルではやっぱり獲得できない。もうちょっと先進的な取り組みを要望

しておかな、インバウンドにかけておるお金というたら、もう平成１０年からインバウンドをやっておるんか
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な。もう平成１１年の僕が議員になったときには、インバウンドで商工会議所と組んで、南アジアのほうは攻

めておったはずなんですよ、商工会議所が。これからすると、全然進歩がないわけやもんで。やっておること

が悪いことじゃなしに、やらないかんことをやっていない部分のほうが多いんじゃないかなと。先進事例を見

た中で、その取り組みを変化していっていただきたい。そういう取り組みが必要じゃないかと思っていますの

で。 

○戸上 健委員長 わかりました。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 尾﨑委員の言うとおりだと思います。立ちおくれた部分があるのは否めないというふうに、私

も感じています。ただ、観光課長も一緒に視察していただいて、その辺も、ちょっとうちが至らないという部

分も理解してくれていると思うんですね。今後に期待という部分とセールス、旅行博なんかは伊勢志摩コンベ

ンションを中心に情報発信は上手にやってくれているんだけれども、いざ商談となると、これはもう観光課だ

けでは決め切れない、とりあえずコンベンションの職員だけでは決められないという部分がかなり出てくると

思うんで、ここにぜひトップセールスで営業と商談を進めていってほしいと、市長のそういった動きを期待す

るというところを委員会からお願いしてもいいんではないかなと思います。 

○戸上 健委員長 なるほど。高山は課長が東南アジアにじかに行ったな、一行組んで。 

○尾﨑 幹委員 そうなんです。みんなで集まるところへ市長が行ってもいかんわけで、トップセールスとは、

トップと会わないかんということなんですよ。 

○戸上 健委員長 向こうのトップとな。 

○尾﨑 幹委員 だから、やっぱりここで座っておる時間があれば、鳥羽から一歩でも出てもうて、それで新た

な糸でつながっていくような偉大性のあるところへやっぱり行かな。今一生懸命頑張っておっても、大きなマ

ーケットの中の一部に参加させてもうておるだけで、そのマーケットを開く人のところへ行かな。そこからほ

んだら握手したら、次は鳥羽市さんの何々というのがやっぱり強いものに変わっていくんじゃないかと思って

いますので。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 高山もそうですし、６人が市の職員をＪＮＴＯとかいろんなところへ職員を派遣して、いろい

ろな情報をもらって高山市の観光を応援しておるというふうなことですので、ぜひ村山君の企画のときに話が

あったように、ポケモンのところへ行って職員派遣をというふうな話したんですけれども、去年も提言したん

ですけれども、やっぱり職員派遣をしてすることが人材の育成にもなるし、情報の仕入れることにもなる。よ

ってまた事業がどんどんと膨らむ可能性もあるので、その辺はまたこのインバウンドも含めて、やっぱり職員

派遣というのも考えていく必要があるんかなというふうに、ぜひやってもらいたいなというふうに思います。 

○戸上 健委員長 意欲のある職員もおるやろうでな、行きたいという。はい、わかりました。これを入れると

いうふうにしたいというふうに思います。 

  それから、議論になったのは、日本の祝い魚ですね。これは重要なキーワードで、宿泊業界も高く売れる商

品なんで、非常に期待が高いということがありました。これも引き続き拡充・強化していくようにということ

でよろしいでしょうか。 
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（「はい」の声あり） 

○戸上 健委員長 それから、議論のあった鳥羽アートですけれども、この点については。 

  山本委員、この鳥羽アートをせっかくこれ着手したもんで、もっとこういう方向でというて議会から提起で

きればというふうに思うんですけれども、その点いかがですか。 

○山本哲也委員 方向というのが、それがすごく難しくて、多分議会でもしっかりもんで、じゃどういう方向に

していくんかというような話し合いが、それをするんであればすごい大事なことやなと思いますし、定義づけ

の難しいジャンルなので苦労はされるとは思うんですけれども、せっかく制作したり、いろいろずっと観光パ

ンフ、こうやってつくってもらっておるのがあるので、それをつくって終わりじゃなくて、その先にどうつな

げていくかとかという部分とか、そういうところの検証とかという部分をしっかりしていただきたいなという

ようなところはありまして、アートに関しては、私もなかなかどうしてこうやればいいかなというところはす

ごく頭悩ませているところで、自分でもまだ答えが出ていないので、なかなかこうやってくださいとか、こう

やればいいんじゃないですかというところの案が出せないのがちょっとつらいところではあるんですけれども。 

○戸上 健委員長 これはじゃ触れないということにしておきますか。 

○山本哲也委員 何せ、内からの盛り上げ方が大事やろうなとは思うんですけれどもね。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 アート、やっぱりデザイナーがつくるわけですよね。設置しますよね。その人が管理できひん

かわりのところをスポンサーつけるんです。それが、愛知県の何やった。 

（「佐久島です」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 佐久島やったわけですね。それが企業が入って、あの周りにはトヨタ系ばかりやもんで、そし

たら年間１０万人のボランティアが来るようになってしもたと。それで、５分で行くところを往復行ったら

１,６００円ぐらいの船賃取られるんですよ。それでも今１２万人かな。 

（「１０分で千二、三百円払うんですか」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 取られますわ、びっくりしましたよ、坂手ぐらいのところやのに。 

  そうやで、やり方だと思います。僕も初めてこの冊子見て、こんなにアートがあるのかなと。これ一つずつ

スポンサーを募ってみたらいかがかな。月に一遍は磨きに来てもらう、掃除に来てもらう、それを来てもらっ

たら次につながっていくと思っていますので。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 なので、一つアートの楽しみ方を我々にもわかるようにとか、市民にもわかるようにとか、そ

ういうふうな形で啓発というんですかね、そういう啓発事業も要るんじゃないかなというふうに思うんです。

ただ展示してあって、これがすごいんやよと言われてもなかなかあれなので、どういう見方したらどういうふ

うなあれがとられるとか、何かせっかく置いてもらったやつを、じゃ我々が見てどう楽しむかとか、一般の方

にどうやって楽しんでもらいたいかとか、何かそういう部分のところから始めてみたりとか、そういう啓発と

かという部分を広げていってもらうと、鳥羽でのアートの楽しみ方とかというのがもっと広がるかもしれませ

んし、せっかくいろんな方が来ていただいて、いろいろこれ見るとやっていただいておったりするんで、それ

を楽しみに行く方もふえてくるんではないかなとは思うんで、そうやってアートを楽しむための工夫という部
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分をもっと力入れていってもらうようにしてもらえばいいかなというふうに思います。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 山本委員が言われたことは、もうそのとおりだと思います。そして、やっぱりアートをやって

も、市民もともに楽しめるようにしないと、それによって観光客を呼ぶということだけやなしに、市民がそれ

を楽しむことによって、市民がまた情報発信をしてそれがまた広がっていくというふうなことが必要じゃない

かなと。その答志島でやったブルーフィールドにしても、地元の人も余り知らんかったというふうな、そうい

うところも聞きますので、その辺の市民への周知と、それと観光客への周知と情報発信と、やっぱり両方が必

要なんかなというふうに思いますので。 

○戸上 健委員長 わかりました。じゃそういう方向でアートの件については求めるというふうにしたいと思い

ます。 

○尾﨑 幹委員 ただ提言しても、できるような状況では、今の鳥羽の状況ではないのは確かですよね、人手不

足ですから。新たなものを提案してこれやってくれと言うたら、本当に今ある責任のもとにもっと責任が生ま

れるということになっていくもんで、やっぱり委託が多いんだと思います、鳥羽は。本来は自分らみんなした

いと思うんですよ。それができひん現状は、人員、職員の数の少なさやと僕は思っていますんやけれども。 

○戸上 健委員長 アートの鳥羽、せっかく２９年度で着手したので、これをもう空文化せずに、引き続き努力

してほしいというあたりにしましょうかね。 

○尾﨑 幹委員 いいですね。本当やったら、サンタバーバラとの６０周年やったか、あの記念のときペインテ

ィングしましたやんか。 

（「チョークのね」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 ストリートペインティングは、あれはもう本当に発祥地はサンタバーバラやで、そこからいろ

いろな形で鳥羽でもやらせてもらって、そやけど、やったらやりっ放しで終わってしまうというのがちょっと

残念で、それも今やっておる芸術もみんなそんなになっていくんじゃないかというほうのが怖いかなと。 

○戸上 健委員長 一過性やったな、あれもな。 

○尾﨑 幹委員 そして、守ること、自分らで守れへんのやったら、どうやったら人に委託していても守ってい

ただくか。それはやっぱりスポンサーなんです。金と体出してくれというところを探すんですよ。 

○戸上 健委員長 それでは、次に、拡充の話は事業の範囲にいっぱい出たんですけれども、縮小・廃止につい

て、これはというのがあれば出し合っていただきたいというふうに思うんです。いかがでしょうか。 

  私、一つ思いましたのは、まきストーブの補助というのが３２万５,０００円かで、ずっとここ３年ばかり

続いておるんですけれども、今年度は３人でそれを補助がついています。あれが果たして必要なのかどうかと

いうクエスチョンがまだつくんですけれども、どうでしょうかね。まきストーブを買うのが林業振興にそう貢

献しておるのかどうか。 

○尾﨑 幹委員 僕も要らんと思います。災害のときに使えるとか、いろいろな大義名分はついておったけれど

も、やっぱり山師もおらへんし。 

○戸上 健委員長 個人で買うたらええわな、別に。 

○尾﨑 幹委員 個人で買うべきやと思います。 
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○戸上 健委員長 何も市が補助、１人１５万円ぐらいでしょう。 

○尾﨑 幹委員 うちが山の手入れのために、森林何たらの補助金をつけておるときは、山へ行って、伊勢志摩、

山の管理しておるところどこでした、片岡さん。 

（「森林組合」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 あそこから出てくるもんでやっておったわけで。 

○戸上 健委員長 なるほど。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 去年の副市長の指摘を受けて、委員長もそういうふうにスクラップの事業の部分を言っていた

だいていると思うんだけれども、我々は執行部と議論をせないかん前に、市民から選ばれて、付託されてこの

場におるわけですよね。ほとんどが、だから市民からの要望というところで、私らいろいろ聞いてくるわけじ

ゃないですか。その中で、じゃこの事業を削っていくという議論はなかなか無理があると、議会の中で。その

中で委員長、勇気を持って発言していただいていますけれども、本来ならそういったものは、執行権を持って

おる執行部側が、こういう事業を見直したいんだけれどもどうですかという一覧なら一覧をもらって、それを

議会の中でもんでもらうとか、当然、補助金と負担金の自己評価のやつは出してもらっていますけれども、ほ

とんどＤＥ評価というのは補助金が終わると。例えば単年度でサミットがあったからその分についておった分

とか、そういう評価でしかないわけですよ。そうなると、実際に本気でそこの事業をスクラップしようという

ところで出してきておる評価では僕はないと感じていて、事業をじゃ絞り込みたいということであるならば、

まず向こうからそういうものを提示していただいて、もしそういうことを執行部側が要望するんであれば、ま

ず向こうからそういうふうなのを提示してもらって、それを議会の中でもむというスタイルが本来ではないの

かなというふうに思うのが１点と、きのうの議論になりますけれども、だから私はそれのかわりと言っちゃ何

だけれども、スクラップの話はしないかわりに、新しい税金の話をきのうさせてもらったというのもつけ加え

させていただきます。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 なるほど。 

  世古委員。 

○世古安秀委員 確かにこれ負担金とそれから補助金の評価というのは、企画財政課から出ていますけれども、

これ各事業に対しての評価というのが出されていないわけですね。先般行った飛騨市の決算書の中には、きち

んとその評価も書かれているわけです。これをこの事業をやってこういう問題があってこういう結果になりま

したと。どこに問題があって、今後どういうふうに改善していくかというような、そういうふうなことがきち

んとこの成果説明の中に書かれておったという意味で、今後、ことしは無理にしても、もう来年以降そういう

ふうな、あの飛騨市の非常にわかりやすくて、あれ見ただけで市民もどういう評価をしておるのかという、職

員の評価が一番やっぱり基礎になるかと。やっている係の評価が一番評価になるかなと。その辺がないと、な

かなかやっぱり我々議会としても、どの事業がええんで、悪いんでというのがつかめないというふうなところ

もありますので、その辺を最後のまとめのときには、何かそういうふうなことを入れていただきたいなという

ふうに思いますね。 
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○戸上 健委員長 わかりました。 

  縮小・廃止については、皆さんのご意見はいかがですか。河村委員が提起したように、執行部からまずリス

トアップしてもらって、そして彼らが予算編成権あるし、予算の執行をしておるわけですから、我々は議員と

いうのは住民代表機関ですので、住民側からしたら、そのリストアップした事業が果たして適正かどうかと、

縮小・廃止するのが適正かどうかということを吟味するというのが、僕もやっぱりそれが本筋じゃないかなと

いうふうに思いましたもんで、これについては、最後の委員長報告の中に入れると。もし皆さんで合意できれ

ば入れたいというふうに思います。これよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 それから、世古委員から提起された飛騨市の決算書ですけれども、私も世古さんから紹介さ

れて、ダウンロードしてとりましたけれども、非常にすぐれものです。不用額も、今、一々全部口頭で報告し

ていますけれども、飛騨市は３枚の一覧表になっています。何で不用額が要ったかというのが１項目ずつその

理由がそこにもう文章で書いてあります。ですから、一々説明する必要はない。それから、不用額の上位から

ずっとランクづけで出ております。それもぜひ来年度からは、執行部の不用額については、こういう飛騨市の

事例に学んで一覧表で出してくれと。それから決算成果説明書についても、各係が分析して、そして単に成果

だけではなしに、課題と方向性、これを付記することになっています。ですもんで、２９年度こういう事業を

やったと。予算仮に１００万円でこういう事業をやったけれども、課題としてこれが残りましたと。３０年度

以降はこういう方向性にしていきますということもきちんと書いてあるわけですわ。そうやもんで、この決算

委員会の議論でも、じゃ３０年度以降どうするのやという提起が出て、それがなかなか決算の審議となじまん

という面もあるもんで、私の仕切り方もちょっと不十分でしたけれども、どういう決算成果説明書を書くのか

ということも、ぜひ最終日に皆さん方、さらに飛騨市の例、ほかの例もちょっと探究・研究していただいて、

より次年度は審議しやすい決算成果説明書にしてもらいたいというふうに思います。これも最終日に皆さんで

もう一遍議論したいというふうに思います。よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○戸上 健委員長 ほかにございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 以上で本日の予算決算常任委員会を終了します。 

  あす９月２１日も午前９時から予算決算常任委員会を再開しますので、定刻までにご参集願います。本日は

これをもちまして散会します。どうもご苦労さまでした。お疲れさまでした。 

（午後 ４時５４分 散会） 

─────────────── 
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委員長はこの会議録をつくりここに署名する。 
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